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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　高階聖人





本日のメニュー









プロローグ


１　赤の月一日　戸惑いながら


２　赤の月三日　雪を溶かし


３　赤の月四日　震える手を握り


４　赤の月四日　白銀を赤く染め


エピローグ





　あとがき
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　プロローグ　




　お元気ですか、コニーです。


　三ヶ月も手紙を出さなくて、ごめんなさい。


　これでも忙いそがしかったんだよ。お兄ちゃんはすぐケガして帰ってくるし、学園でも事件がよく起きるし、友達は変な人ばかりだし――


　こうして見ると、シェンランが一番まともだったなぁ。


　シェンランはオウガンでも元気にしてますか。お母さんやお姉ちゃんが迷惑かけていませんか？


　軍のお仕事もがんばって欲しいけど、危ないことはして欲しくないです。


　シェンランもお兄ちゃんと一いつ緒しよで、危険を顧かえりみない人だから。





　あ、そうだ。


　今度お兄ちゃんがエルガンディアに出しゆつ張ちように行ったの。


　おみやげにエルガンディアの果物を買ってきてもらうように頼んだんだ。あっちの果物は干ほしてもおいしいんだって。日持ちするんだったら、シェンランのところにも送るね。





　　　　　　　＊





　何も見えなかった。


　視界の全てが白と灰色に覆おおわれていた。


　吹ふき付つける風が、刃やいばのような雪で頰ほおを斬きりつける。痛みを感じる力はもうない。それでもミロクは目を見開いて前方を見み据すえる。


「ジュジュ……ジュジュ！」


　何度も呼びかける。自分の心の炎ほのおを絶やさないように。


「……ん」


　小さな返答が耳元に聞こえる。


　背中の重みを感じながら、ミロクは落とさないようにしっかりと力を込める。


「もうすぐだからな！」


　何度その言葉を口にしただろうか。


　そもそもこの状じよう況きように陥おちいってから、どれくらいの時間が経過したのだろうか。


　吹雪ふぶきが考える力を奪うばう。


「……ん」


　それでも返事をする背中のジュジュ。


　自分はともかく、彼女の意識は消え入る寸前だ。


　できることなら、ミロクもここで倒たおれて眠ねむりたい。


　だが、それは絶対にできない。


　今ここで倒れたら、確実に死ぬ。自分もジュジュも。


　そうなる前に、どこか休めるところを見つけなければならない。


「もうすぐ……そうだ、きっともうすぐ……」


　確信はない。


　ただ、今歩いているこの場所が道である、という不確かな判断のみ。


　今や薄うすい影かげにしか見えない木々。その間を縫ぬって延のびている堅かたい道。たったそれだけの情報で、ミロクはここを道だと思っている。他ほかに考える余地がないのだ。
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　この道を行けば、きっと村にたどり着く。そうでなくとも、小屋か何かがある。


　雪国の知識がないミロクは、そう信じるしかないのだ。


「ジュジュ……」


「へいき……だいじょぶ……」


　苦しそうなジュジュの声。


　絶対に、助ける。


　弱よわ音ねを吐はいてはいけない。


　少しでも彼女を安心させたい。


　だから――早く目の前に現れろ、休息所。


「…………」


　急に背中が重くなる。


「ジュジュ？」


　違ちがった。


　自分の身体からだが倒れそうなのだ。


　足を踏ふん張ばり、なんとかこらえようとする。しかしミロクの足は何か別のものにすり替かわったように、言うことを聞かない。


「…………！」


　その場に倒れた。


　雪のせいで、痛みも音もなかった。


　ただ、背中のジュジュが気になった。


「ジュジュ……！」


　すぐ側そばに倒れているジュジュがいる。


　手足が彫ちよう像ぞうのように白い。


　触ふれようとするが、身体が動かない。


「ジュジュ……今……助け……！」


　吹雪が身体を切り刻んでいるはずなのに、なぜだか熱かった。


　服を脱ぬぎだしたいくらい、熱い。


　その理由を考えるより早く、強きよう烈れつな眠ねむ気けが襲おそってきた。


「どうして……こんな…………俺たち……」


　きっかけは、なんだったのだろう。


　雪に埋うもれるミロクの頭が、必死で動こうとする。


　だが落ちる瞼まぶたに抵てい抗こうできない。


　薄れていく意識の中、ミロクは小さな音を聞く。


　確かな歩ほ幅はばで雪を進む、足音。


「……だ…………れ…………」


　それはミロクたちの正面に立っている。


　全身真っ黒の、鋼鉄。


　不自然なほど丸みがある。


　まるで関節がないような、黒い鎧よろい。


　そんなものを、見た気がして、


　黒を、覆い隠かくす、


　雪が――




１　赤の月一日　戸惑いながら




　その日は朝から天気も良く、絶好の旅たび日和びよりだった。


　と言っても行楽目的ではなく、仕事だ。


　ジルサニア王国の王都から馬車で半日ほど北へ向かうと、国境に出る。関所の門番に話を通すと、あらかじめ待機していた馬車に乗のり換かえる。その馬車の他にも、護衛兼けんダミーの馬車を十台ほど用意する。


　新たな馬車はさらに北上し、目的地へと向かう。


　そういう段取りだった。


　ミロク・シーレンの仕事は、いつも通り。


　北方エルガンディア共和国へ向かうジェルメーヌ姫ひめを、仲間と共に守ること。


「今、どのへんなんだろう」


　しかし現在、ミロクは守るべき主君よりも外の景色が気になっていた。


　なにしろ窓には外側からカーテンがかけられており、景色が見えないのだ。


「予定ではエルガンディア南東部のケーテインという地方を通っているはずです」


　馬車の中に備え付けられたテーブルでお茶を淹いれているのは、仲間のトーラット。冷静沈ちん着ちやくな彼も、今はとてもくつろいでいる。用意された馬車の内部はとても広く、赤あか目め隊たい七人が座っても余よ裕ゆうがありすぎる。これなら二十人くらい入れるだろう。


「それって、どんなところ？」


「そうですね……」


　トーラットが答えようとするが、彼は近くにいる男を見る。


「ケーテイン地方は牧ぼく畜ちくが盛んな場所でございます。それ以外には特色もあまりないのですが、牧畜産業はエルガンディアでも指折りの場所です」


　答えたのは御ぎよ者しやにもっとも近い場所に座っている男。


　彼はジルサニア騎き士しではない。


　騎士団の制服は白を基調としたスーツだが、彼が羽織っているのは薄い黄色のローブ。身体のラインがまったく見えないほど膨ふくらんでおり、まるで黄色いマシュマロのようだ。だが顔は温和で真面まじ目めそうだ。


　赤目隊を案内するために同乗した、エルガンディア共和国の法ほう士しである。


「新人さんは、エルガンディアは初めてですか？」


「あ、はい」


　法士に尋たずねられ、正直に頷うなずくミロク。


「それでしたら、後でエバ・ロサの素敵な町をご案内いたしますよ。あそこは遥はるか昔よりエルガンディアの王宮を中心に生まれた、伝統的な町でございます」


「はぁ」


　エバ・ロサとはエルガンディアの首都だ。目的地はそこなのだが――


「今、外は見られないんですか？」


「我が慢まんなさい、ミロク」


　優しい声で窘たしなめるのは、一番後ろの席に座っているジュジュ。


　本名ジェルメーヌ・ジルサニア。ミロクが守るべきジルサニア第一王女。その気品と美しさはルテア大陸でも希け有うな才能だが、一ひと皮かわ剝むけばワガママな凶きよう暴ぼう女に変へん貌ぼうすることをミロクは知っている。今はエルガンディアの法士がいる手前、ネコを被かぶっているのだ。


「窓の外からこちらを見られる可能性があります。私たちがこのような所にいることを知られては困りますからね」


「そうだよ。窓から顔出したら、ここにジルサニア人が乗っています、ってバレバレなんだから」


　ジュジュの隣となりに座っている、赤目隊のアーニィ。弁当のついでに持ってきたリンゴを齧かじっている。気楽に言っているが、何かあった時のためにジュジュを守れるよう、片時も側を離はなれない。


「そっか……仕方ないな」


　おとなしく席につくミロク。


　本来ならば、ジルサニアの大軍団と共にエルガンディアへ入国する予定だったのだ。しかしジュジュに急な仕事が舞まい込んでしまい、わずかに遅おくれてしまった。そのため、本来なら百台以上の馬車に守られるはずだったものが、十分の一になってしまった。


　そもそもエルガンディアへ行く理由は、会議のためだ。


　新しく出てきた「第八国エイスランド」という謎なぞの組織。


　世界をめちゃくちゃに引っかき回した彼らが、今後どういう動きをするのか見定め、対策を練るための会議。


　それに参加するのはジルサニアの国王と、第一王子アーセージ。はっきり言って会議において、ジュジュはオマケだ。しかしエルガンディアとの会議をスムーズに進ませるためには、ジュジュのような美しい姫が潤じゆん滑かつ油ゆになる。夜会で楽しく会食をして、舌を回りやすくさせるのも姫の仕事のひとつなのだ。


「ミロクも食べる？」


　リンゴを差し出すアーニィ。


「ああ」


　紙かみ袋ぶくろからリンゴを大量に取り出し、渡わたしていくアーニィ。彼女の食べ物はどこから湧わいて出てくるのだろうか。


「ディアートは？」


「サンキュ」


　リンゴを受け取る長ちよう髪はつの青年。彼、ディアートは比ひ較かく的てきおとなしくしている。もしも案内役の法士が女性だったら、もっと騒さわいでいただろう。


　彼は三カ月前、ベト神聖国での騒そう動どうの時に仲間になった。元々ジュジュを殺すための暗殺者だったため、ミロクはまだ納得していない。しかし元暗殺者の仲間は他にもいるうえ、ディアートは仕事の上でも非常に優ゆう秀しゆうなので受け入れざるを得ない状じよう況きようだ。とはいえミロクが納得せずとも、ジュジュは信しん頼らいしているようだから、あえて口を出す必要もない。


「はー、今回は楽だね。エルガンディアの人達が色々用意してくれるんだからさ」


　ディアートの言うとおりアーニィのくれたリンゴを食べ、トーラットの淹れたお茶を飲みながらエバ・ロサまで馬車に揺ゆられる。とても楽な仕事だ。


　和なごやかな雰ふん囲い気きのまま続くかと思われた旅だが、ふと、ミロクはあることに気づく。


　先ほどから喋しやべっていない者がいる。


　ひとりはフェリサ。いつも無口な女性射手だが、今日に限っては苛いら立だっているようにも見える。馬車が嫌きらいなわけではないだろうし、まさか酔よったとも思えない。先ほどからじっとカーテンを眺ながめている。


　しかし彼女は普ふ段だんから何を考えているのか分からないので、また妙みような考え事をしていたと言われても驚おどろかない。


　問題は、もうひとり。


　赤目隊の隊長ビスマルクだ。ウサギの姿をしている彼は、普段からおしゃべりでジョークを言っては隊員を和ませたりする。仕事の時はクールだが、そうでない時は気さくな隊長なのだ。


　そんなビスマルクが、押おし黙だまって法士を見ている。


　何か言いたいことでもあるのか。


「隊長、具合でも悪いんですか？」


「…………」


　心配したミロクの言葉にも耳を貸さない。


　異変に気づいたのか、アーニィもトーラットもこちらを見る。


「……おい」


　ビスマルクが法士に呼びかける。


「いかがされましたか？」


「今、この馬車はどこにいるんだ？」


「はい、もうすぐケーテインを抜ぬけてシルクスに入る頃ころかと」


「シルクス……シルクスって言ったな？」


　何度も確認するビスマルク。


「それにしちゃ、ずいぶんと遅おそいな。道が変わったんだったか？」


「え、ええ。事故で道が封ふう鎖さされておりまして。そのため、本来の道を迂う回かいすると――それは、先ほどご説明しましたよね？」


　彼の言葉に反応したのは、法士ではなくフェリサ。


「おめ、名前は？」


「は？」


　フェリサに訊きかれて、法士はあっけにとられた顔をする。


「わ、私は、バーニーシャと申します。エルガンディア共和国の国境警備隊の隊長を務めさせていただいております。前回もご一いつ緒しよしたはずですよね？」


「……んだ」


　鷹おう揚ように頷くフェリサ。


「なぁ、どうしたんだ？」


　何も分からず、フェリサに尋ねるミロク。


　異変が起きているようなのだが、さっぱり分からない。


　誰だれかに襲おそわれているのか。それなら外にいるエルガンディア法士の護衛が気づくはずだ。何の知らせもないのは、おかしい。


「いや、俺も分からねーんだ」


　苦笑しつつ答えるビスマルク。


「ただ、おかしいことがいくつかあってな」


「…………」


　法士を睨にらみ付けるビスマルク。


「俺はエバ・ロサには何度も行ったことがあるから、慣れてるんだ。さっきまでケーテインを通ってきた。そうだな？」


「……はい」


「それにしちゃ、家か畜ちくの臭においが全然しなかった。俺はウサギだからよ。人間より鼻が利くんだ。家畜特有の、草や糞ふんの臭いがまったくねぇ。それどころか、それ以外の臭いもだ」


「ここはシルクスにしちゃ寒いべ。いくらエルガンディアが北にあるっつっても、あすこはもっとあったけぇ場所だったはずだ」


　畳たたみかけるように指し摘てきするビスマルクとフェリサ。


　法士は黙ってしまう。


　その態度でミロクも理解した。


　彼はビスマルクたちの指摘を知りつつ、黙っていたのだ。





「おい。俺たちは今どこにいるんだ？」





　もう一度尋ねるビスマルク。


　答えはなかった。


「停とめろ！　馬車を停めろ！」


　立ち上がってミロクが叫さけぶ。


　すると法士も立ち上がり、その手をミロクに突つき出だした。


　彼の手が発光している。魔ま法ほうを使おうとしているのだ。


「すみません、お静かにお願いします」


「アンタ……！」


「できることなら、穏おん便びんにいきたかった。けど、不可能なようですね」


「この！」


　アーニィが殴なぐりかかろうとするが、


「動かないでください。私には放ほう出しゆつ魔法の準備があります。最大出力です」


　エルガンディアが得意とする魔法は〝循環サーキユレーシヨン〟と〝放出デイスチヤージ〟のふたつ。循じゆん環かん魔法は名前の通り、体内の魔ま力りよくを循環させて、悪い力を取り除き良い力を集めようとするもの。ホラキアの強きよう化か魔法に似ているが、あくまで働くのは魔力であり、肉体は使わない。


　そして循環によって運動した魔力を体外に出すのが、放出魔法だ。身体からだを良くすることもある循環魔法と違ちがい、放出魔法は暴力のみに使われる。


　そしてエルガンディア人の魔力はルテア大陸でも最も強いとされている。


　こんなところで魔力を放出すれば、馬車など粉こな々ごなだ。


「くそ……！」


　馬車の扉とびらに手をかけるが、外側から閂かんぬきがかけられている。


　自分たちはともかく、馬車にはジュジュがいる。


　すぐに飛び出せるのはミロクとアーニィだが、法士から距きよ離りが離れている。何かアクションを起こせば、それより早く魔法を使われるだろう。トーラットのゴーレムであるクロトポリカは、本隊と一緒にエバ・ロサに先行している。フェリサも弓を包んでいるが、開かい封ふうは間に合わない。


　完全に油断していた。


　そもそもエルガンディアは同盟国なのだ。法士に危害を加えられる理由がない。


　それは赤目隊全員が思っていたはず。だからこんな事態になることを、誰も予測していなかった。


　いや――


　ただひとり、いた。


「フン。上等だ」


　ビスマルクの黒くろ眼鏡めがねが光る。


　小さな光ではない。馬車全体を包み込むような、強きよう烈れつなフラッシュだった。


「うおおっ！」


　たまらず、ミロクも目を閉じる。


　強い光に目を焼かれ、ようやく視界が戻もどりかけたころ、法士はすでにアーニィによって殴り飛とばされていた。魔法を使うヒマもなく、壁かべに後頭部を打ち付けて気絶する。


「どうした!?」


　発光によって、外の護衛法士たちが駆かけつけてくる。


　閂を外す音が聞こえたので、すぐに行動した。


「おらぁっ！」


　ミロクが馬車の扉を蹴け破やぶり、外に飛び出す。


「なっ!?」


　周囲を確認して、愕がく然ぜんとした。





　雪山。





　前方に広がる切り立った山やま影かげを、真っ白な雪が埋うめ尽つくしている。それはミロクが立っている地面も同じだ。


　細い山道で、左右は崖がけのような急きゆう斜しや面めん。どこからが斜面なのか、積もっている雪のせいで判別しにくい。


　左後方にはかろうじて平原が見える。あれがエルガンディア共和国なのだろう。


　ここはどこなのか、すぐに悟さとる。


　ジルサニアではまだ夏の終わりなのに、雪が降り積もっている場所。


　そんなところ、大陸でもふたつしかない。


　ひとつはエルガンディアの北方。だが国境に入ってそれほど時間が経たっていない。雪が降る地方に行くには、エバ・ロサを越こえていかなければならないのだ。


　だとすると、残る可能性はひとつ。





「ここは……ツッキーニ王国じゃないか……」





　ルテア大陸の北東に位置する国。


　ジルサニア王国から見ても北東で、エルガンディア共和国からは真東にあたる。大陸を東西に分けて反目している関係上、敵国である。


　なぜそんな場所にいるのだ。


　まったく分からない。


　エルガンディアの法士が操る馬車に乗って、どうしてツッキーニに来なければならないのだ。


「本当に、ツッキーニなのか……？」


　自問するミロク。


　彼の周囲には、五人ほどの法士がいた。皆みんな、ミロクに向けて杖つえを構えている。魔法を撃うてる態勢で警けい戒かいしていた。


　護衛のはずの十台の馬車はなくなっていた。


　ジュジュの乗っていた馬車だけがルートを外れたのだ。もしもそうなったら、他の人間が気づかないはずもない。あの護衛集団全てが通じていたのか。


「ツッキーニじゃないかもな」


　馬車から降りてくるトーラット――の肩かたに乗っているビスマルクが答えた。


「あそこに入るには国境を越こえる必要がある。さもなければツッキーニの警備隊がすっ飛んでくるだろう」


　今ここにいるのはエルガンディアの法士だけ。ということはツッキーニとの国境ギリギリあたりか。ここをエルガンディアと呼ぶには、少々雪が積もりすぎている。両国の間には山脈があるから、おそらく現在位置はそのどこかだ。


　それに、雪山にしてはそれほど寒くない。これだけ雪があるのだから、もっと寒いと思っていたのに。エルガンディアも寒いから、違い和わ感かんがなかったのだ。


「国境、近いぜ。たぶん音がすれば警備隊に気づかれるくらいに」


　遅おくれて出てきたディアートが判断する。


「だがここに連れてくる理由がわからねー。オイ、どういうつもりだ」


　葉巻に火をつけるビスマルク。こういう時でも余よ裕ゆうだ。


「あなた方に恨うらみはない。だが我々の目的のため、ジェルメーヌ姫ひめには一緒に来ていただく。本当に申し訳ない」


　法士たちが一歩前に出て、包囲を狭せばめる。


　一緒に来ていただくと言った。ということは、目的はジュジュの殺害ではない。


　ならば――左手の「宝ほう物もつ庫こ」か。


「それはジルサニアに対する宣戦布告と見なしてもよろしいのですね？」


　馬車から降りてきたのは、ジュジュ。


　左右にアーニィとトーラットを従えて、悠ゆう然ぜんと構えている。フェリサの姿は見えない。おそらく馬車の中に潜ひそんでいるのだろう。


「あなた方、エルガンディアの法士がジルサニアの姫を害することで、両国の関係は崩くずれるでしょう。来きたる戦いで連れん携けいも取れず、最終的に嘆なげくのは国民です。法士としてエルガンディアの名を背負うことが、どれほどの責になるかお考えですか？」


「……考えています！」


　ひとりの法士は、きっぱりと言い切った。


　これにはジュジュもミロクも驚おどろいた。


「だからこそ、貴方あなたには申し訳なく思う！　しかし許して欲しいとは思わない！」


　その物言いがひっかかった。


　これが何者かの密命を受けていたのだとしたら、そんな態度は取らない。むしろこんな礼れい儀ぎ正ただしい人を暗殺者などには使わない。


　となると、個人的な犯行なのか。


　彼ら全員が結けつ託たくして、あくまで国や軍は関係のない理由で――？


「いいでしょう。本来ならば法士の罪は、主であるエルガンディア政府そのものに問うところですが、そのハッキリとした物言いに免めんじて不問にします」


　ジュジュはそう答える。


　責めようと思えば、彼らの家族を引っ立てることも可能な立場であるジュジュ。しかし今の話が本当ならば、この部隊のみがジュジュを拐かどわかす計画を立てたことになる。それはそれで大だいそれた行動だ。


「ですが個人的な罪は別です。どこの誰だれだろうが、ジルサニアに弓を引くということは、戦って死ぬ覚かく悟ごがおありなのですね？」


「…………！」


　ジュジュは戦う力を持たない。


　それなのに法士たちのほうが気け圧おされている。


　そんななか、ひとりの法士が呟つぶやく。


「……いっそ、エルガンディアも責めてくれたら…………」


　その言葉の真意を問う余裕はなかった。


「ミロク。これを」


　ジュジュは一ひと振ふりの剣けんを持ち出し、ミロクの足あし下もとに刺さした。なぜか左手の「宝物庫」からは出さなかった。さきほどの混乱の中で、あらかじめ宝ほう剣けんを用意していたようだ。


　雪に刺さったのは、ミロクも初めて見る剣。


　片手剣だ。柄つかに小さな盾たてが備え付けられている。剣を持つ手で、相手の剣を防げるのか。左手に何か別の武器を持つ時に最大の効力を発揮しそうだ。


　その「盾たての剣」を握にぎるミロク。


　法士の顔をひとりひとり見る。全部で七人。


「……お前達を、斬きる」


　ミロクがそう宣言する。


　覚悟を決めた法士たちも、杖を強く握りしめる。


　その時だった。


　鎧よろいの足音が聞こえた。


「!?」


　誰かが駆けつけたのだ――と最初に思い、次にそれがおかしいことに気づく。


　ここは雪に覆おおわれた山。雪を踏ふんでいるのに、鎧の音が響ひびくなんて変だ。


　その疑問を解消するかのように、右方から走ってくる集団が見えた。雪道をものともせず、それどころか鎧を着ているとも思えない軽快な足取りだ。


「あいつら……！」


　それは全身を灰色の甲かつ冑ちゆうで覆っている部隊だった。


　ジルサニア騎き士しが戦時に着る鋼鉄製のものとは若じやつ干かん違ちがう。それよりも巨きよ大だいで複雑なものだ。顔面を覆う兜かぶとも、呼吸をするための口元のみが開いており、双そう眸ぼうはどういうわけか赤く輝かがやいている。


　あれは〝機き装そう甲こう〟と呼ばれているものだ。


「ツッキーニの技ぎ士しか」


　ビスマルクの言葉に、ミロクも頷うなずく。


　機装甲はただの鎧ではない。ツッキーニの技術で作られた、動く鎧だ。中に仕込まれた歯車やバネが装着者の動きを助けてくれるのだという。そのため通常より重くても問題なく戦えるのだそうな。


　およそ二十人くらいだろう。鋼鉄の鎧を着たツッキーニの技士たちは、こちらに気づくと剣を抜ぬき放はなつ。


「国境警備隊かな？　あたしたちが近づいたから怒おこってんじゃない？」


　アーニィの推理はもっともらしい。


　ただ、それにしては妙みようだ。


　機装甲のツッキーニ技士の全員が、こちらだけを見ている気がする。


「嫌いやな予感がしますね」


「同感だ」


　トーラットとビスマルクが戦せん闘とう態勢に入る。


　ツッキーニ技士の先頭にいた三人が、その場に屈かがんだ。


　そしてボウガンを構える。


　狙ねらいは――


「ミロク！」


　ジュジュが叫さけぶより早くミロクは飛び出していた。


　ボウガンは正確にミロクたちを狙っていた。まず自分に向けて放たれた一射目を剣で叩たたき落おとし、もう一射を剣についていた盾で防ぐ。


　最後の一射はアーニィが素手で摑つかみ取った。


「!?」


　その早はや業わざにエルガンディア法士もツッキーニ技士も驚きよう愕がくする。


　このくらいミロクたちにとっては朝飯前だ。


　そしてこの攻こう撃げきで分かったことが、ひとつ。


「お前ら、グルか！」


　ビスマルクの叫びに、法士が答える。手にした杖から黄金の輝きが生まれ、赤目隊に向けて放たれた。


「っと！」


　放出魔ま法ほうを避さけるために、散ちり散ぢりになる赤目隊。ジュジュはアーニィが担かついで走った。その間にミロクは剣を取り、もっとも近い位置にいた法士に斬りかかる。


「だぁっ！」


　機装甲もない法士は、ミロクの剣であっさりと胴どうを斬られた。鮮せん血けつが噴ふき出だし、雪を血で染める。


「次はどいつだ!?」


　切きっ先さきを他の法士に向け、威い嚇かくする。すでに斬った法士のことは意識から外れていた。


　しかしそのスキに、別の法士が背後から近づく。


「待ってろ！　今治す！」


　斬られた法士の手を、別の法士が握る。すると光の帯のようなものがふたりを包み、それは丸いヒモのような形になってグルグルと回り出したではないか。


　さらに法士がもうひとり、その輪を繫つなぐようにして手を握る。光の輪はどんどん大きくなり、回転も速くなる。


「くっ……！」


　すると、斬られた法士が立ち上がったではないか。ミロクに斬られた傷が塞ふさがりかけている。


「はぁっ……！」


　しかし他の法士は苦しそうな顔。痛みを共有しているかのようだ。


　これがエルガンディアの循じゆん環かん魔ま法ほうのひとつ。人と人が魔ま力りよくを介かいすることで、傷を治したり力を強めてくれるのだ。


「うおおおおっ！」


　法士を治した光の輪はさらに大きくなる。


　循環によって、魔力にスピードが生まれているのだ。


　加速する三人分の魔力を、純じゆん粋すいな攻撃力に変えればどうなるか。


「やばっ――」


　回転するスピードと彼ひ我がの距きよ離りを見て、逃にげられないと悟さとったミロク。両手を交差するようにして防ぼう御ぎよの態勢を取る。


　閃せん光こうが目を焼いた。


　だがミロクは目を閉じず、光に向かって盾の剣を突つき出す。


「がぁあああああっ！」


　防ぐというより、殴なぐり飛とばすような動作で拳こぶしを突き出す。


　手首に痛みが走る。が、光こう弾だんは見み事ごとに弾はじき飛ばされ、遠くの雪山に向かって飛んでいった。さすがジュジュが持つ宝剣はひと味違う。盾の剣はまさに攻こう防ぼう一体の武器だ。


「よし……！」


　これなら法士相手でも戦える。


　では――


「!?」


　自分以外へ向けられる気配を感じ、ミロクは振ふり向むく。


　ちょうど機装甲を着たツッキーニ技士が、別の技士と戦っているアーニィを背後から剣で斬ろうとしているところだった。


「お前の相手は、俺だぁっ！」


　ウサギのように地面を蹴けり、技士に向かって斬りかかる。


　盾の剣で人を斬ったのは、さきほどの法士が初めてだ。しかし切れ味は充じゆう分ぶん理解した。この剣ならば機装甲を形作る鋼鉄ですら斬れるはず。


　――剣を振り上げる技士の、まず右手を斬り落とす！


　普ふ段だんから使っているのは両手剣だが、片手でもできないことはない。助走をつけ、身体からだを捻ひねって遠心力を生む。


　――右手の次は、足を払はらう！


　心に決めて振り下ろしたミロクの剣は――


　機装甲によって弾ひかれた。


「なっ!?」


　キン、と澄すんだ音がした。


　結果としてミロクの行動は成功した。背後からアーニィを襲おそおうとした技士はこちらを向き、ツッキーニ製の剣を構える。


　ジルサニアの片手剣とも、オウガンの両手剣とも違う、奇き妙みような形の剣だった。柄が異様に大きい。その割に刀身は片手剣と両手剣の中間ほどの長さ。おそらく柄に何か仕込んでいるのだろう。


　一いつ瞬しゆんだけ剣に視線がいったが、問題はそれではない。


　あの、機装甲。


　まさか弾かれるとは思わなかった。ダメでもせいぜい剣の衝しよう撃げきで敵をよろめかせることくらいはできるのではないかと、タカをくくっていた。


　ジュジュの宝剣ですら斬れない鉄。


　いや、それはおかしい。


　鉄なら斬れる自信がある。以前、ホラキア軍と戦った時は鋼鉄製の巨きよ大だい槍やりを叩き斬ったことがある。今回だって、一いつ切さい手を抜かなかった。そうしなければアーニィが危ないと思ったから、腕うでを切り落とすつもりで斬ったのに。


「鋼鉄じゃ……ないのか？」


　だとするとあの機装甲、いったい何でできているのだ。


　がしゃ、と機装甲が動く音がした。技士が一歩進んだのだ。なるほど、あの足音は機装甲の内部の部品が擦こすれ合った時の音なのか。


「くっ！」


　ミロクは盾の剣を構え直す。


　緩かん慢まんな動作で剣を振り上げる技士。あまりにも遅おそいので、誘さそっているのかと思うくらいだ。


　ミロクは誘いに乗ることにした。技士が剣を振り上げている間に懐ふところに飛び込む。盾の剣をその腹に突き刺そうとする――


　が、やはり通らない。


「いてっ！」


　二度も弾かれて、手が痺しびれた。


　そして懐に飛び込んだミロクを、敵が見み逃のがすはずがなかった。振り下ろされた技士の剣けんをすんでの所で回かい避ひするミロク。目標を見失った剣は、雪を叩く。するとどういう仕組みなのか、雪の周辺が崩くずれ去ったではないか。やはり剣にも仕し掛かけがあるのだ。


「こいつら、おかしいぞ！」


　叫んだのはディアート。


「機き装そう甲こうが堅かたすぎる！　前はこんなんじゃなかった！」


　やっぱりそうなのか。


　違うのは分かったが、だとしたらどうすれば良いのだ。


　ミロクの剣でも斬きれないということは、トーラットの指揮棒はもちろん、フェリサの矢も通るかどうか。


　アーニィなら――


「ふっ！」


　彼女の方を見ると、なんとか戦えている。しかし生身の人間なら一いち撃げきで昏こん倒とうするほどの打だ撃げきを与あたえても機装甲はビクともしない。その分、彼女のスピードで補えばよいのだが、そうもいかないようだ。


「……いたた」


　アーニィの手から血が流れていた。鋼鉄よりも堅い鎧よろいを殴って、血が出たのだ。普段から拳も鍛きたえているというアーニィですらこうなのだ。


　――どうすれば、奴やつらを倒たおせるんだ。


「ディアート！　何か手はないか!?」


「今探してるんだよ！　少し待ってろ！」


　ぼやくディアートだが、彼も苦戦しているようだ。雪を変化させて剣にしているようだが、振る度たびに折れている。


　誰だれか、何か有効な手段を持っていないのか。


　あるいはミロクが自ら、さらに強い力で叩き潰つぶせば――


　楽観的な思考は、悲観的な殺気によってかき消された。


「っとお！」


　矢よりも速く飛来する気配に、すかさず身を屈めるミロク。


　頭上を何かが通り過ぎる風の感かん触しよくがした。


　髪かみの毛けが数本切れる。


「ちっ！」


　それはアーニィよりも素早く動く人間だった。手に持った鎌かまのような武器がミロクの首を狙ねらっていたのだ。


「なんだ!?」


　ミロクですら目で追うのがやっとだった。


「隊長、目標を！」


　先ほどまで戦っていた機装甲の技士が叫さけぶ。


　彼が隊長と呼んだ男は、他の技士と風ふう貌ぼうが異なっていた。


　その証しよう拠こに彼だけ顔が見えていた。逆立つ金きん髪ぱつに緑色のメッシュが入っているファンキーな頭。ブサイクではないが蛇へびのように粘ねん着ちやく質しつな笑みが似合う。首から下には鎧を着ているが、他の機装甲と違ちがって薄うすい。


　その代わりに、足に異様な装置をつけていた。昆こん虫ちゆうの後こう肢しのように折れ曲がった、金属の靴くつ――と言っていいものか――を嵌はめている。それが雪を蹴る度に加速をしている。他の装甲を犠ぎ牲せいにして、スピードに特化したもののようだ。


　メッシュ頭が狙っているのは、アーニィの背後にいるジュジュ。


「しまった！」


　敵のターゲットはジュジュだ。


　アーニィに任せっきりだったが、技士の予想外の強さに動けずにいる。助けに行きたいが、ミロクも目の前の技士をどうにかしないといけない。
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　誰かジュジュを守れる者はいないか探す。


「待てっ！」


　アーニィが技士の腹を蹴り、その反動でメッシュ頭に飛びかかる。


「遅いよ」


　メッシュ頭の言う通りだった。跳ちよう躍やくしたアーニィより彼の方が速く、すでにジュジュに手が届いていた。


「……っ！」


　ジュジュの手を摑つかむメッシュ頭。


「ヒヒヒ、いただきだ！」


「……ハズレだ」


　呟つぶやいたのは、ジュジュ――ではない。


「こ、こいつ！　ジェルメーヌじゃない！」


　メッシュ頭がジュジュだと思って攫さらおうとしていたのは、髪を金色に染め、ジュジュとまったく同じ化け粧しようをしたフェリサだった。


　先ほどエルガンディアの法士たちに大おお見み得えを切っていたのは、口パクだったのか。ジュジュはずっと馬車の中にいたのである。


　そして今、ジュジュは馬車からこっそり抜ぬけ出し、遠くに逃にげようとしている。


　――俺の方が近い！


　一瞬でミロクが動いた。


「ジュジュ！　こっちだ！」


　何があろうともジュジュだけは守らなくてはならない。


　機装甲に歯が立たない今、彼女を逃がすのが最優先だ。ミロクは手を伸のばし、ジュジュの手を握にぎりしめた。


「ミロク！　そのまま走って逃げろ！　ここは俺たちが食い止める！」


　ビスマルクの命令に、ミロクは忠実に従った。


　ジュジュが雪に足を取られて倒れそうになったので、その身体を抱だき留とめ、持ち上げる。剣が使えなくなるが、ここで転ばれても困るのだ。


「……くそっ！　くそっ！」


　すぐにメッシュ頭が追つい撃げきしてきた。


　彼が一歩走る度に、ミロクたちとの距きよ離りが一気に縮まっていく。


　しかし、彼なら。


「ジュジュ、しっかり摑まってろよ！」


　抱きかかえていたジュジュを下ろし、背中にかばう。


　そして盾たての剣を構えて、メッシュ頭を迎むかえ撃うった。


「ハハハッ、バカめ！　僕の速さについて行けると思ってるのか!?」


「――思ってるよ！」


　雪の上での走りならば、彼の方が上に決まっている。


　だが、剣なら。


　足を踏ふん張ばる場所と、充じゆう分ぶんな広さがあれば剣を振ふる速度は変わらない。


　そして彼は堅い機装甲を身につけていない。


「ハハハァーーーーーッ！」


　鎌を振り抜くメッシュ頭。


　それよりも速くミロクの剣が動いた。


「ハハハハハ……ハァッ!?　あぶねぇっ！」


　すれ違いざま、メッシュ頭が横っ飛びに倒れ込んだ。


　盾の剣はメッシュ頭の鎌ではなく、装甲を身につけていない首筋を狙った。確実に斬れるタイミングだったのに、あの男は避よけたのだ。


「こ、こいつ!?」


　まさか自分が斬られると思っていなかったのか、メッシュ頭が腰こしを抜かしていた。


　確かにあの男は速い。だが弱点がある。


　しかし他の技士とは違い、弱点の代わりに速さと強さがある。次の太刀たちで斬られてもおかしくない速さだった。


「ふぅ……っ！」


　呼吸を整え、もう一度剣を構えるミロク。


　しっかりと足を踏みしめ、メッシュ頭の出方を窺うかがう。


「……おい」


　ところがメッシュ頭はその場から動かず、きょとんとした顔でこちらを見る。


「ん？」


「おまえら、そこ」


「え？」


　ミロクとジュジュが周囲を見る。


　他と変わらない雪せつ原げんではないか。


「あっ！」


　背後を見るジュジュ。ミロクも視線だけ動かす。


　雪で気づかなかったが、すぐ後ろは急きゆう斜しや面めんだった。


　崖がけというほどではないが、落ちたら滑すべって登れそうもない。底が見えないほど高い位置なので、どこまで落ちていくのか想像もつかなかった。


「あ……っ！」


　そして今、ミロクが力強く踏みしめたせいで、足場の雪が崩れた。表面に積もっているサラサラの雪の下に、ゴツゴツした岩のような雪があった。それが砕くだけたせいで、体勢が崩れたのである。


「わあああああっ！」


　雪の崩ほう壊かいでジュジュが転び、急斜面に落ちていく。


「ジュジュ！」


　何も考えずに、ミロクは斜面を飛び降りた。手を伸ばし、転がるジュジュを抱きしめる。そのままふたりで斜面を転がり続けた。


「ミロク！」


　アーニィの叫び声ごえが聞こえる。


　あとは、ただ雪にまみれる音しか残らなかった。


　斜面を落ちながら、ミロクはとにかくジュジュを守ることだけを考え、頭をかばうように抱だき続けた。他にできることはなにもない。


「ミロクーーーーーーーッ!!」


　仲間の声が天に昇のぼっていくように聞こえる。


　ミロクとジュジュは、ツッキーニの雪山をひたすら落ち続けたのだった。
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「ん……」


　一いつ瞬しゆんだけ気を失っていたらしい。ミロクが目覚めると、森の中にいた。どこを見回しても雪の積もった針葉樹ばかりで、方角が分からない。


　唯ゆい一いつ、自分たちの背後にある小さな崖が道みち標しるべだ。斜面だと思っていたら、最後の最後に高い崖が待ち構えていた。そこから落ちて気を失ったのだと思い出す。


　ここはすでにツッキーニ領内だろう。


「いてて……」


「ジュジュ！」


　ミロクと同時に目覚めたジュジュ。顔をしかめながら上半身を起こそうとする。


「ケガはないか？」


「へーき……って言いたいけど、足をくじいたみたいだ」


「見せてみろ」


　ジュジュの靴を脱ぬがせて、右足を見る。折れてはいないようだ。軽い捻ねん挫ざだ。しかし歩かせるのは酷こくだろう。


　背後には崖、それ以外は森。そろそろ日が暮れそうだ。


　どこに敵がいるか分からず、仲間の安否も分からない。


　さて、この状じよう況きようでどうするべきか。


「ジュジュ。俺たちどうしたらいいかな」


　何も思いつかなかったので、上司の指示を仰あおぐことにした。


「日が暮れたらまずいな。私たち寒さに慣れてないし」


「どこか寒さをしのげる場所を探すか」


「うん。そのほうがいいな」


　そう言ってジュジュは手を差し出す。起こせと言いたいのか。


「ほいっ」


　ミロクは彼女の手を握ると、自分の肩かたにかける。そして軽い身体からだを背中におぶった。歩くのに支障のない重さで助かった。


「痛むか、ジュジュ？」


「大だい丈じよう夫ぶだ。さっさと安全な場所見つけようぜ」


「わかった」


　頷うなずいて、ミロクは歩き出した。


　とりあえずまっすぐ進むことにする。何も道標がないので、そうしただけだ。どこか村や町が近くにあれば助かるのだが、国境付近にそんな簡単に集落があるとは思えない。


　加えて、人に会えても味方とは限らない。


　ここはツッキーニ王国。敵国だ。


　そしてエルガンディア法士と一いつ緒しよになって襲おそってきた技士たち。


「ジュジュ」


「ん」


「なんで法士と技士が襲ってきたのかな」


「……理由はいろいろあるだろ」


　それが思いつかないから訊きいているのに。


「ツッキーニとエルガンディアが手を組んでジルサニアを攻せめる、とか」


　なるほど。敵国と見せかけて実は裏で手を結んでいたのか。


「あー、いや、でもそれはちょっと現実感が薄うすいかな。もっと小さな規模――たとえばあの法士たちの部隊がツッキーニの組織に引ひき抜かれた、とかな」


「個人的な裏切りってことか」


「たぶん、そっちの方が可能性高いな」


　金でも積まれたのだろうか。


　ミロクはジルサニア騎き士しの給料しか知らないが、エルガンディア法士が貧困にあえいでいて、そこにツッキーニが法外な金を提示してきたら。問われるのは愛国心と自分の欲よく望ぼうだ。ミロクは揺ゆらがないが、中には揺らぐ人がいるだろう。


「でなけりゃ……個人的に私が欲しかった、とかな。それで法士と技士が個人的に手を組んだ」


　それもあるかもしれない。


　ジュジュの左手の「宝物庫」を抜ぬきにしても、一国の姫ひめを捕つかまえれば莫ばく大だいな身みの代しろ金きんを要求できる。


「〝第八国エイスランド〟に要求されたかもしれないな」


「かもなー」


　ジュジュも真しん剣けんには答えない。すべて臆おく測そくなのは分かっているから。


　問題はどう解かい釈しやくしてもツッキーニが敵になるということ。


　その国内から、どうやって脱だつ出しゆつするかだ。


「おっ」


　話をしながら歩いていると、細い道が見えた。


「ジュジュ！　道だ！」


「ん」


　急いで道に出て、左右を確かめる。


　空を見て、太陽の位置から方角を調べようと思ったのだが、もう周囲は暗くなっていた。雲に覆おおわれた夜空がふたりを見下ろしている。


「なあジュジュ、どっちが村だと思う？」


「……ん」


「ジュジュ？」


　様子がおかしい。


　振ふり向むくと、すぐ近くに顔があった。相変わらず顔だけは美しい。だが今はその目の焦しよう点てんが合っていないように見える。


「大丈夫か？」


　頰ほおが赤い。


　空いている手で額ひたいに触ふれてみる――熱い。


「ジュジュ！　しっかりしろ！」


「バカ……私は、へーきだ……」


「ウソつけ！　熱いぞお前！」


　まさか骨が折れたか。いや、だとしたらもっと痛いはずだ。疲つかれと寒さで抵てい抗こう力が落ちているのかもしれない。


　こうしてはいられない。一刻も早く医者に診みせなければ。


　どの道を選ぶか、などと迷っているヒマもない。ミロクは動物的な勘かんで走り出す。日が落ちたせいか、寒さが増したように感じられる。


　風も強くなってきた。吹雪ふぶきが来るかもしれない。


　その前に、なんとしてでもジュジュを休ませるのだ。


「大丈夫だからな！　俺が必ず助けるから！」


「…………」


「必ず助かるから！　ジルサニアに帰ろうな！」


　返事のないジュジュに向かって、何度も呼びかける。


　暗い森の向こうから、冷たい風が襲ってきた。


　その風を吹ふき飛ばすように、ミロクは走った。


　風が雪を纏まとうようになるまで、そう時間はかからなかった。







　意識が戻もどると、ミロクは自分が生きていることを確認する。


　部屋の窓から差し込む光が、室内にいることを感じさせてくれる。室内ということは、雪風をしのげる場所にいるということ。


　助かった――いや、助けられたのだ。


「……ふぅ…………っ！」


　猛もう烈れつな寒さむ気けに、毛布を抱だきしめる。


　部屋の中は顔が乾かわきそうになるほど暖かかったが、身体の芯しんが凍こおりつきそうだった。死に近づいた瞬しゆん間かんに襲ってきた雪の恐きよう怖ふが全身を蝕むしばみ、それは意識を取とり戻した今も続いていたのだ。


　死ぬところだった。


　剣けんでも魔ま法ほうでも病やまいでもなく、寒さに殺されるところだった。


　ひとしきり生を実感した後、ミロクはやるべきことを思い出す。


「ジュジュ！」


　背負っていたはずの温ぬくもりがない。


　身を起こして周囲を確認すると、簡素なベッドの他には椅い子すとテーブルとランプしか置かれていなかった。誰だれかが暮らしているというより、予備の部屋に見える。


　普ふ通つうに考えれば、この家の持ち主が助けてくれたのだろう。


　では、ここは、どこだ。


　助けてくれたのは、敵か味方か。


　ジュジュは無事なのか。


「ジュジュ！」


　もう一度、名前を呼ぶ。


　すると階段を上ってくる音が聞こえた。そこまで慣れ親しんでいるわけではないが、ジュジュの足音ではないと直感的に分かった。


　部屋の扉とびらを開けたのは、ミロクとそう年の変わらない青年。


「起きたんだね。よかった」


　長い金きん髪ぱつを後ろで縛しばっている、小麦色の肌はだをした男だ。鍛きたえているミロクから見ると、ハリガネのように細身の身体をしている。


　ミロクに笑顔を向けている。目覚めたことを心から喜んでいるようだ。


「姐あねさん！　男のほう、起きたよ！」


　階下に向かって叫さけぶ青年。すぐに「あいよー」とぶっきらぼうな返事が聞こえ、ドスドスと豪ごう快かいな足音が近づいてきた。


「よう！　生きててよかったね！」


　青年に呼ばれて入ってきたのは、最初男性かと思った。そのくらい背が高かった。腕うでも女性にしては太く、髪かみもあまり手入れしていないようだ。


　しかし整った顔立ちと、人ひと懐なつっこい笑顔が警けい戒かい心を和やわらげてくれる。ツナギを着ているから、技士だろうか。身なりをきちんと整えれば美しい外見になるだろうに。


「手足動く？　ちょっと動かしてみな」


　女性に言われるままに、手足を見る。少し痒かゆかったが、問題なく動いた。


「凍とう傷しようにはかかってなさそうだね。うん、それなら良し。ヴィクトル、ちょっと温かいモン淹いれてきておくれよ」


「うん、わかったよ」


　ヴィクトルと呼ばれた青年がまた階段を下りていく。


　残された女性は椅子に腰こし掛かけると、ミロクの顔をじっと見る。


「当たり前のこと訊くけどさ。キミ、ジルサニアの騎士？」


「えっと、はい、そうです」


　ジルサニア騎士の制服を着ていれば、隠かくしようがない。
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「隠し事ごとはナシにしようね」


「え？」


「こっちも命かかってるんだ」


　彼女は微ほほ笑えんではいるが、目は真剣だ。


「あなたたちは……？」


「話してもらうよ。正直に」


　彼女の威い圧あつ的な態度に気圧されそうになったが、ミロクも黙だまってはいない。


「こちらにも、色々訊きたいことがあります」


「へえ？」


「俺と一いつ緒しよにいた人は無事ですか？」


「無事だよ。アンタより早く起きた」


「そ、そうですか……」


　それを聞いて疲れがどっと出た。緊きん張ちようが解けてしまったのだ。


「よかった……」


　ジュジュは無事なのか。


　それだけ分かれば、もう満足だ。あとはどうにでもできる。最悪、この女性が敵だったとしても、全力でジュジュを守りに行く。


「こっちも答えたんだからね。アンタも答えてちょうだい。ジルサニア騎士がツッキーニで何してるのか」


「迷い込んだ、って言ったら信じてくれますか？」


「うーん、微び妙みようなところ」


　苦笑する彼女は、それでもミロクの言葉そのものは信じてくれている。


「そもそもアンタ、アタシのこと知ってる？」


「……いえ？　初対面ですよね」


「ああそう。ならいいや」


　女性は立ち上がる。


「信じるよ。アンタのこと」


「え？」


「実はアタシ、ツッキーニじゃちょいと有名人なんだよね」


「……何者なんですか？」


　今のミロクの反応で、彼女は完全に信用したのだろう。


「みんなはアタシのことオーリャって呼んでる。元ツッキーニ軍の技士さ」


「元？」


「抜けたのさ。そして今は軍に追われる身なんだ」


　つまり境きよう遇ぐうはミロクたちとほとんど変わらないのか。


　そう名乗るからには、オーリャはさぞ高い地位にいたのだろう。ツッキーニ軍なら誰もが知っているくらい有名な技士ということだ。


「で、アンタとお嬢じようちゃんは、どこのどなた？」


　事も無げに尋たずねるオーリャ。


　ミロクが彼女のことを知らないように、彼女もジュジュのことを知らないようだった。








　ジュジュは隣となりの部屋のベッドに寝ねかされていた。


　上半身を起こしてスープを飲んでいるその姿を見て、ミロクは飛び上がらんばかりの勢いで喜んだ。


「ジュジュ！　よかった、ジュジュ！」


「おー、ミロク。生きてたか」


　微笑むジュジュは、いつものような覇は気きがない。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　近寄って顔を覗のぞき込むが、まだ頰が赤い。発熱しているようだ。


「生きてるだけでラッキーだよ」


「そうだな」


　ジュジュの言うとおりだ。生きていてくれて、本当に良かった。


「おっ、ようやく喋しやべってくれたか。キレーな声してるんだね」


　ミロクの背後からオーリャが声をかける。


　するとジュジュは急に態度を変え、不ふ機き嫌げんになった。


「どうしたんだジュジュ。この人たちが助けてくれたんだぞ」


「……ああ」


　しかしジュジュは暗い顔のまま。


「おいミロク。テメー、どこまで喋った？」


「何も話してないよ。名前くらいしか」


　そこまで会話が進まなかった。


　ジュジュのことが気になって仕方がなく、どうしても会いたいとオーリャに頼たのみ込んだのだ。まさか隣の部屋にいるとは思わなかったが。


「そっか」


　ジュジュは安あん堵どする。


「なんだい、アンタたちも後ろめたい状じよう況きようなのかい？」


「いいや」


　ジュジュは否定するが、


「助けてくれたことには感謝するよ。ただ私たちの所属は明かせない。私はジュジュで、このバカはミロク。それ以上の情報は言えない」


「いいよ、それでも。アタシたちのことも黙っていてくれたらね」


　オーリャは素直にうなずくと、スープのおかわりを持ってくると言い残して部屋を出た。


　残されたミロクは椅子に腰掛ける。


「ジュジュ。お前なぁ。せっかく助けてくれたのに」


　誰もいなくなったところで、ミロクはいつもの口調で呼びかけた。


「まだ敵か味方か分からねーだろが。お前が信用しすぎなんだよ」


「そうかな？　オーリャはいい人みたいだぞ」


「だからなんだってんだ」


　辛しん辣らつな口調のジュジュ。


「いい人だろうが関係ねぇ。もしもお前、あのオーリャってのが敵だったらどうする？　いい人でも斬きれるのか？」


「それは……」


「私たちだって、同じなんだよ」


　飲み干したスープの皿をミロクに手て渡わたすジュジュ。それを受け取ると、テーブルに置いた。持つ物がなくなると、ジュジュはベッドに横になる。まだ具合が悪そうだ。


「私の身分がバレると、あいつら全員、私たちを軍に売るかもしれない」


「オーリャはそんな感じの人じゃ――」


「オーリャがそうでも、他に軍にチクる奴やつがいないとも限らねぇだろ！」


　怒ど鳴なるジュジュに、ミロクは言い返せなかった。


　ここは敵国なのだ。


　いつ誰だれが敵に回っても不思議ではないのだ。


「……ごめんジュジュ。俺、何も考えてなくて」


「そんなん、いつものことだろーが。いいんだよ、お前はそれで」


　そう言われて、胸のニンジンを確かめる。


　どんなことがあっても、彼女を守らなければならないのだから。


「つっても、私だって腹の探り合いが得意なわけじゃねーけどな」


　弱々しい微笑み。


　ミロクは黙ってジュジュに毛布をかけた。
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　ミロクたちが救助された場所から北方。山をふたつほど越こえた地点にある平原に、小規模の軍事キャンプが展開されていた。ツッキーニのテントは、もはやテントと呼べる代しろ物ものではない。寒さを防ぐために鉄板がドーム上に展開されている。この鉄板は移動時は分解してソリになるのだ。


　そのテントの中でも、一ひと際きわ大きなものがある。司令官用のテントで、中で作戦会議をしたりすることもできるが、現在そこにいるのは八名の人間だけだった。


　その中の五人はエルガンディア共和国の法士。


　つい先ほどまで国境で戦っていた者たち。


　直立不動の彼らを眺ながめる一人の男。だらしなく椅い子すに腰掛けた状態で、あごでひとりひとりを指している。刈かりそろえられた短い金きん髪ぱつに似合う、筋肉質の身体からだ。それをファーのついたコートで包んでいる。


「コイツラか。オレたちに寝ね返がえりたいっていうバッドガイたちは」


　ひどく訛なまりのある言葉。


「とりあえず言っておくか。『よく来たな。ようこそツッキーニ王国へ。我々は諸君を歓かん迎げいする』っと。これでオーケーだ。お前らはたった今からオレたちの配下として働いてもらう」


「あ、あの……それで」


　法士のひとりが何かを言おうとするが、


「はうっ」


　背後から何者かに蹴けられた。


「黙りなさい。今、ゼラが話しているでしょう？」


　情けなく倒たおれる男を見下ろすのは、いましがた蹴った長い脚あしを振ふる女。長いであろう髪かみは頭の上で飴あめ細ざい工くのように纏まとめられている。ツッキーニ軍の制服を着ても、細身のラインが浮うき出ていた。


「ストップだルリアン。客人に失礼なことするんじゃねぇ」


「フン。相変わらず堅かたいのね」


　窘たしなめられたルリアンは、肩かたをすくめるとテントの端はしへ歩いていく。


「ソーリー。妹が粗そ相そうして悪かったな。改めて自己紹しよう介かいといこう。オレはツッキーニ王国第一王子のゼラ・ツッキーニ。今のが妹のルリアンで、それから――」


　ゼラはテントの隅すみで座っている弟を見る。


「おいグラーズニー、まだベソかいてんのかよ」


「だって……だって兄さん。あいつ、僕より速かったんだ。あの剣けん、僕よりずっと速かったんだ。許せないよ」


　泣きながら爪つめを嚙かんでいるのは、逆立った髪の毛に緑色のメッシュを入れている男。二十歳はたち前という年とし頃ごろなのに、メソメソと泣いている。


「シット。そんなもん、次に会った時に決着つけろ」


「うん。そうだね。次に会ったら、僕、あの騎き士しを殺すよ。全身バラバラにして、一歩も歩けないようにしてやる」


　涙なみだで濡ぬれた手で、髪の毛を整えるグラーズニー。


　ゼラは立ち上がると、エルガンディア法士たちの前まで歩く。


「改めて言っておく。お前らはオレが欲しいから呼び寄せた。エルガンディアのサーキュレーションとディスチャージ。このふたつが欲しいからだ。分かってるな？」


　ゼラの近くにいる法士は、まっすぐ見つめられて戸と惑まどう。


「は、はい。ですが」


「ドンウォリー。約束は守る。お前らの村や家族が一生満足に暮らしていけるように面めん倒どうを見る。ツッキーニは実力のある人間には、相応の報ほう酬しゆうを払はらうんだ。エルガンディアと違ちがって、才能のあるヤツを潰つぶしたりはしねぇ」


「そ、それもあるのですが」


「あぁん？」


　法士に顔を近づけるゼラ。


「ご存ぞんじでしょうが、魔ま法ほうとは技術より血統に問題がありまして、やり方を教えたからといって簡単に使えるものでは」


「その件なら心配すんな」


　ゼラは薄うすく笑う。


「できもしねーのに、わざわざ大金積むわけねーだろ」


「まさか、そんな……」


「ストップ。それ以上そのくっせぇ口を開くなバッドガイ」


「は……？」


　聞き返そうとした法士の顔を、ゼラが摑つかんだ。


　大きな手が法士の顔面を握にぎりつぶそうとする。


「が……っ！」


「勘かん違ちがいするなよ。オレが欲しいのはエルガンディアの魔法技術だ。お前らじゃねぇ。オレは裏切るヤツが大だい嫌きらいだ。どれだけ上が腐くさってようが、祖国を裏切るようなクズ、本当ならここでブチ殺してやりたいくれぇなんだ」


　ゼラは顔を摑んだ片手で法士を投げ飛ばした。テーブルにぶつかり、置いていた書類が散らばる。


「わかったら、とっとと出て行け。チキン以下の虫けらが！」


「ひ、ひぃぃぃ！」


　法士たちがこぞってテントから出て行く。彼らには別のテントが用意されている。技術提供を申し込んだ以上、殺しはしない。


「殺すとか言っておいて……アンタが誘さそったんじゃない」


　何がおかしいのか、ニヤニヤと笑っているルリアン。


「うるせぇ。それでも裏切り者はキライなんだよ」


「でも、賃金や待たい遇ぐうの約束は守るのよね」


「たりめーだ。約束を破ったら、オレが裏切り者になるだろうが」


「変なの」


　それ以上は何も言わず、ルリアンはポットから自分のカップにだけお茶を注ぐ。


「ルリアンとグラーズニーはプリンセスの捜そう索さくを続けな。オレは本来の任務に戻もどる」


「はいはい」


「あの騎士……絶対に殺す…………殺してやる……」


　気楽なルリアンとは対たい照しよう的に、グラーズニーはテントの隅でいつまでも呟つぶやいていた。




２　赤の月三日　雪を溶かし




「おいアーニィ。やめとけ」


「へ？」


　ビスマルクに言われて、アーニィは慌あわてて取とり繕つくろう。


「な、なんのこと？」


「お前、今アイツらブッ飛ばそうと思ってただろ」


「……分かる？」


「たりめーだ。俺も同じ気持ちだからな」


　実を言うと、そうやって世間話をしている状じよう況きようではない。赤目隊が立っているのは、エバ・ロサの中央にある最高府。華か美びな装そう飾しよくをほどこされたその宮きゆう殿でんは別名を「遊ゆう鳳ほう宮きゆう」といい、柱や天てん井じように至るまで煌きらびやかな細工がなされている。


　その遊鳳宮の最も奥、謁えつ見けんの間の裏手にある小さな中庭に彼らはいた。


　赤目隊だけではない。


　中庭の椅子に座っている三人の老人。彼らはエルガンディア共和国の宗そう主しゆ。三賢けん人じんとも呼ばれる彼らは、先ほどから茶を嗜たしなみつつ、涼すずしい顔だった。


「理由をお聞かせ願えますか？」


　憤ふん慨がいするアーニィたちを押しとどめて、トーラットが尋たずねる。


　すると宗主のひとり――中央にいる老ろう婆ばが優しい顔で答える。


「私としてもジェルメーヌちゃんは助け出したいのよ。でも場所が場所だけに、どうしようもないの」


「フン。エルガンディアにおるならば、すぐにでも救出できたわい。それをあの娘こ、わざわざツッキーニなんぞに行きおって」


　左側のムスッとした老人が続ける。


「お主ぬしたちも理解しておろう。たとえ王女といえども、他国に入った以上、引ひき渡わたしを要求するには手続きが要いる。向こうがしらばっくれれば、それで終わりじゃ。強引にツッキーニに入ろうものなら戦争になる」


「けど、ジルサニア王女の命がかかってるんだよ!?」


　なおも食い下がるアーニィ。


　しかし右側の老人がか細い声でこう言う。


「……こちらも、エルガンディアの命がかかっとるんじゃ」


「そっちが裏切ったんじゃないの！」


「裏切ったのは警備隊の法士よ。エルガンディアそのものじゃないわ」


　中央の老婆も笑顔のまま責せき任にん逃のがれをする。


「……ッッッッ！」


「だからよせっての！　お前ミロクがいないと、いつもこうなのか!?」


　顔を真っ赤に染めたアーニィが拳こぶしを振り上げるところを、ディアートが羽は交がい締じめにする。こういう時、真っ先に怒おこるのはミロクなのだが、その次に怒るのはアーニィなのだと実感した。


「まぁ、本当にそのくらいにしてくれ、アーニィくん」


　横から声がかかる。


　ジルサニア騎き馬ば師し団だん長ちようにして第一王子のアーセージがそこにいた。


　本来なら一番ジュジュを溺でき愛あいしており、この事件について最も憤慨すべき人物は、冷静にこう告げた。
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「すでにジルサニアがツッキーニに向けて書状を出しております。ジェルメーヌ姫ひめ、ならびに護衛の騎士の捜索について。許可されれば、直ただちに捜索隊を出します。もちろんエルガンディアも協力してくれますね？」


「……むう。そういうことなら」


　同盟国ジルサニアによる正式な協力要よう請せいということならば、宗主たちも断れない。むしろ今回の誘ゆう拐かいという失態を挽ばん回かいするチャンスを与あたえてくれたと見るのが普ふ通つうだ。


　アーセージなりの配はい慮りよだろう。謝罪ができない老人たち相手ならば、その力を使わせることで面めん目ぼくを保たせる。


「手紙だから時間がかかりますが、王室からの正式な書状です。相手も無む碍げに断ることはしないでしょう。それまで、君たちも待っていてくれ」


　最後のは赤目隊への言葉だ。


「赤目隊の罪は問わない。それよりもジュジュを助けることに全力を注いでくれ」


「……ごめんなさい。殿でん下か」


　ぐったりとうなだれるアーニィ。


　彼女が一番責任を感じていた。あの時、一番ジュジュに近かったのは自分だ。それなのに、あの素早い敵に何もできなかった。


　最初に対処できていれば、こんな事態にはならなかったのだ。


「ああ、最後にひとつだけ」


　去ろうとするアーセージが、足を止めて振ふり向むく。


「……宗主殿どの。なぜ私が彼らをここに連れてきたのか、理解していただきたい」


　冷静で落ち着いており――


　それでいて、焼き尽つくすような怒ど気きを孕はらんだ声だった。


「彼らの怒いかりは、ジルサニアの怒りと思ってもらおう。ジェルメーヌに何かあれば、全てのジルサニア国民の怒りを、赤目隊が代弁することになる。その不ふ遜そんな態度が怒りに満ちた他国に対しても通用するかどうか、我が慢まん比べといきましょう」


　彼が言っている他国とは、ジルサニアだけではなく、今まさに牙きばを剝むいているツッキーニや第八国エイスランドも含ふくまれているだろう。


　脅きよう迫はくともとれる言葉を残して、今度こそアーセージは去っていった。


　赤目隊も一礼して、中庭を出る。


　全員、無言だった。


　黄金で装飾された長い廊ろう下かを歩いている時、


「悔くやしいな」


　誰だれかが、そうポツリと漏もらす。


　意外なことに、トーラットだった。


　それで、感情が抑おさえられなくなった。アーニィの目からぽろぽろと涙なみだがこぼれ出す。声を出さないように我慢しても、涙は止まらない。


「ごめんね…………ジュジュ……」


「おいおい」


　顔を覆おおって泣くアーニィの背中を、ビスマルクが優しく撫なでる。


「別にまだ死んだって決まったわけじゃねーだろ。ミロクがいるんだから」


「そうだけど……」


　アーニィは鼻水を啜すすって、こう続けた。


「ミロクがいるなら敵に狙ねらわれても安心だけど、それ以外が不安なんだよ」


「違ちがいねぇ」


　これには全員が同意するしかなかった。





　　　　　　　＊





　冷たい朝の空気が身体からだに染みこんでくる。


　ベッドから身を起こし、ジュジュは周囲を見た。昨夜と変わらないオーリャの家。ミロクはいない。隣となりで寝ねているのだろう。


　手足を握にぎるが、まだ力が出ない。


　ベッドから下りると、自然と立つことができた。フラつくこともない。昨日に比べたらかなり快復に近づいている。


　動けるようになったら、何をすべきか考える。


「おや？　起きたんだ？」


　ドアが開き、オーリャが入ってきた。水の入った洗面器と手ぬぐいを持っている。取り替かえに来てくれたのだろう。


「……うん」


　強そうな女性だと思った。身体が大きくて筋肉があるし、態度も大きい。どんなものも恐おそれない豪ごう胆たんな心がありそうだ。


　しかし一番感じたのが、その美しさ。男勝りな外見だが、化け粧しようをきちんとしている。髪かみの毛けもボサボサのように見えるが、手入れされている。女性としての美しさを保っているのに、同時に村のリーダーとしてのカリスマを備えている。


　彼女に対する接し方が、まだ分からない。


　そう思った時点で、まだ熱があるのだと思い直す。


　ジルサニアではこんなふうに思うことなど一度もなかった。


「まだ早いから、寝てなよ」


「うん」


　言われるままに、ジュジュはベッドに戻もどる。


「あの」


「なに？」


「……私も、礼を言ってなかった。助けてくれて、ありがと」


「いいってば。気にしないで。礼だったらミロクに言ってやりな」


「…………」


　昨日のミロクの取り乱し方を思い出すと、少し元気が出てきた。


　結局、アイツがいないと安心できないのだ。


「ねぇ」


「なんだい？」


「私にできること、なにかあるかな」


　恩返しのつもりだけではない。


　もっとここで人と接することで、情報を集めようと思ったのだ。彼女たちが敵か味方か、それで判断できる。


　ところがオーリャの返事は、ジュジュを戸と惑まどわせる。


「ありがたいけど、アンタ、何ができるの？」


「――え」


　聞き返されて、ジュジュは答えられない。


　今の自分に、何ができるのか。


　ここがジルサニアなら、自じ慢まんの美び貌ぼうと言葉で人を動かすことができる。しかしここはツッキーニ。敵国のただ中だ。


「……どうしたんだい？」


「何……も…………い」


「なんでもないって、アンタ顔色悪いよ」


「……ごめん」


　顔を覆うジュジュ。


「ま、さしあたって今のアンタにできることは、寝てることさ。早く良くなって安心させておくれよ」


　オーリャはそう言い残して、出ていった。


　静かになった部屋。


　ジュジュはベッドに潜もぐり込んで頭を抱かかえる。


　今、ジュジュにできることは何か。


　――私、何もできない。


　心の中心から生じた暗い喪そう失しつ感かんが、ジュジュの全体にじわじわと広がっていくかのようだった。





　　　　　　　＊





　一夜明けてから、ミロクは働き出した。


　助けてくれたことへの恩返しが第一の理由だが、周辺の地理も知っておきたかったからだ。幸い今はジュジュの仕事がないので、一日中ここで働くことができる。


　頭は悪いが、生来の人ひと懐なつっこさのせいか、二日目になるとミロクはすっかり打ち解けてしまった。理由を考えずに働いたのが功を奏したようだ。


「おばさん、薪まき切ったよ！」


「あらあらあら……」


　積み上げられた薪は、およそ千本はあるだろう。その束を見て主婦が目を丸くしていた。まさか短時間でここまで切るとは思っていなかっただろう。ミロクは子供の頃ころから修行で切らされていたのだ。


「すごいわねぇ、あなた。ジルサニア騎き士しってのはみんなそうなの？」


「薪切るのがうまいのは、多分俺だけだろうなぁ……ジルサニアじゃ薪ってそれほど使わないんだ」


「じゃあ暖だん炉ろとかどうしてるの？」


「専用の石があるんだ。付ふ加か魔ま法ほうで熱を持つようになるんだ」


「へぇー。便利なのねぇ」


　感心する主婦だが、ツッキーニの竈かまども面おも白しろい。熱を逃にがさないように煙けむりを有効に使うため、何本ものパイプが家の中を通っているのだ。一いつ軒けん一いつ軒けんそれがあるのだから、変へん化か魔法も優れたものである。


「それじゃミロクくん。その薪、少しヴィクトルのところへ持って行ってくれないかしら」


「ヴィクトルの家って、どこ？」


「あそこ。でっかい煙えん突とつが立ってるでしょ」


「ホントだ」


　ほとんどの建物は煙突がない。上から雪が入ってくるからだ。屋根が急きゆう斜しや面めんになっており、雪を落とす仕組みになっている。その中で、ヴィクトルの家だけはモクモクと巨きよ大だいな煙を上げる煙突があった。


　ミロクは薪を持って、その家まで歩く。


　集落に家屋は二十軒けんほど。そのうち半分ほどが無人。


　一度、うち捨てられた村をオーリャたちが再利用しているらしい。最初からこの村にいたようにしか見えなかったが、一時的に間借りさせてもらっているのだという。


「ヴィクトル、薪持ってきたぞ！」


　鉄製の扉とびらをノックする。返事も待たずに扉を開くと、むっとした熱気が襲おそってくる。


「ありがとう。そこに置いておいてくれ」


　そこは作業所だった。


　部屋の半分以上を占しめる炉ろが目立つ。ヴィクトルは作業台で鉄を打っている最中だった。上じよう半はん身しん裸はだかで、汗あせだくになりながらハンマーを振ふっている。細い身体だが、道具を扱あつかう腕うではしっかりしている。


　ツッキーニの製鉄の技術には詳くわしくないが、彼がプロの鍛か冶じ屋やだということは分かった。しばらく椅い子すに座って作業を見ていると、ヴィクトルがこちらに気づく。


「……そんな、見ても面白いモンでもないだろう」


「いや、面白いけど？」


　オウガンにもジルサニアにも鍛冶屋はいるけど、間近で作業を見るのは初めてだ。


「やっぱり、武器が要るのか？」


「ああ」


　今ヴィクトルが作っているのは、剣けんのように見えた。


「軍と戦うためには、どうしても武器が要る。普ふ通つうのじゃダメだ。あいつらの新型機き装そう甲こうにも負けない武器じゃないと」


　そう、彼らはツッキーニ軍と戦っていた。


　その体制に反対する組織、レジスタンスである。


「汎はん用ようの剣や機装甲じゃダメなんだ。誰だれでも使える、便利な武器にしたい」


「誰でもって……みんな戦うのか？」


「そうでもしないと、勝てない」


　レジスタンスに所属しているのは、ヴィクトルのような青年だけではない。先ほどの主婦だってそうだし、彼女の子供もいる。女子供まで戦わせるつもりなのか。


「武力で国をひっくり返すつもりなのか？」


「そういう意志を持った人が集まった組織なんだ」


「いや、意志はともかく、できるのか？」


　軍を含ふくめて国を取とり戻すとなると、少なくとも軍に勝てるほどの力が必要だ。彼らにとってそれは武力なのだろうが、正面から戦って勝てるとは思えない。もしそんな事ができるのであれば、ミロクだってオウガンを取り戻しに行っている。


「勝算がなければ、戦わないよ」


「……そっか」


　彼らは何を持っているのか、少し気になった。


　軍に勝てるほどの人数か、あるいは強力な武器か、はたまた高貴な血筋の人間か。


　この三十人ほどの人たちで、どうやって勝つのか。何か策でもないと行動は起こせない。そして勝ったあとはどうするのか。


　他国人のミロクにとっては、知りたいことだらけだ。


「逆に言うと、他国から見ても勝てなさそうな弱い国民に、そうまで思わせるほどの政権ってことさ」


「……何があったんだ？　俺、そこまでツッキーニに詳しくないけど、そんな大きな問題があったなんて聞いていない」


　ここ数カ月は第八国エイスランドやオウガン帝てい国こくのことにかかりっきりで、他国の情勢などまるで耳に入ってこなかった。それにしても国民がレジスタンスを作るほど怒おこる状じよう況きようになるとは、よほどのことだろう。


「僕も何があったかは知らない。けど、政府が急に軍備を強化しだしたんだ」


　ヴィクトルはタオルで汗を拭ふき、椅子に腰こし掛かける。


「徴ちよう兵へいはもちろん、魔法が使える技士は片かたっ端ぱしから連れて行かれた。同時にありえないほどの増税。今はまだいいが、このままだと来年は餓うえる人が出てくる」


　ツッキーニも第八国エイスランドと戦うために軍備を増強しているのか。


　だが正規軍もあるのに、国民に反感を買うほどの軍拡が必要だとは思えない。


「そこで技士の最高責任者である姐あねさん――オーリャが軍を抜ぬけた。軍は反乱分子として彼女を追い始めた。彼女を守るために、多くの技士が彼女の下に集まったんだ。僕もそのひとりさ」


「あの人、そんなに偉えらかったのか……」


　もしやとは思ったが、そこまで有名人だったのか。ジルサニアでたとえるならアーセージの補ほ佐さを務める蒼そう月げつ隊たい隊長バウゼンくらいの知名度だろうか。


「大陸じゃオウガンやらその他の勢力が注目されてるけど、そんなのはお偉いさんが考えることだ。僕たちは自分の国で生きていかなけりゃならない」


　戦争をして、誰が一番被ひ害がいを受けるかと訊かれれば、もちろん国民である。若者が戦って死ねば労働力が減る。田畑を耕せなくなれば家族が餓える。


　それはオウガン帝国も同じだ。戦争をすれば誰でも傷つく。


　そうならないように敵国とも協力しあうのが本当の国交なのだと、死んだミロクの兄は言っていた。


「姐さんは位くらいの高い技士だけど、国民と同じ目線を持っていた。だから仲間にも慕したわれていたし、僕も彼女のためなら何だって作るつもりだ」


「いい人だよな、オーリャ」


「君たちから見たら滑こつ稽けいかもしれないけど、本当に人材がいないんだ。王は知っての通り戦争のために増税するし、その子供の三兄弟も戦争大好きの狂きよう人じんどもさ。みんな戦争がしたくてたまらないんだ」


　戦争大好きオウガン帝国出身のミロクとしては、耳の痛い話だ。ただオウガンは軍のモチベーションが他国より高いし、国民に重税を強しいることもない。現皇こう帝ていのゴウトですらそのへんは考えて政策している。


　むしろ王たる者が、国民の感情を理解せずに国が動かせるはずはない。


「……そういえば」


　それで、ふと思い出した。


「なんか前に似たようなことがあったな」


「なんだい、それ？」


　国民感情を無視して、無茶な戦争を仕し掛かけたところがあったような気がする。


　あの時は大陸すべてが憤ふん慨がいし、抗こう議ぎしたのだが――


「そうだ思い出した、ホラキアだ！」


　オウガン軍と手を組み、ジルサニアに攻せめ込んできた時だ。


　あの時も王が魔ま導どう士しに誑たぶらかされていたという。


　だったら今回もそうなのではないか。


　第八国エイスランドの魔導士は、国のトップとも平気でコンタクトを取ってくる。ツッキーニの王が騙だまされているかもしれない。もちろん生来の戦争好きだった可能性も否いなめないが。


「どっちでも同じさ。僕たちは元の暮らしやすいツッキーニを取り戻もどすために戦う。それがツッキーニに生まれた者の願いだ」


「そうだな。理由はどうあれ、今みんなが困ってるのは変わらないもんな」


　ツッキーニ国民、という言葉を聞いて、ふとミロクが疑問を口にしてみる。


「ヴィクトルもツッキーニ生まれなのか？」


「え？　どうして？」


「いや、その肌はだの色」


　ヴィクトルの肌は浅黒い。村にいる人たちは、全員肌が白かった。ジルサニア人よりずっと白い。肌の美しさにも定評があるジュジュより白いのではないか。


「ああ、これか。これ病気なんだよ」


「えっ！　す、すまん、悪いこと訊きいた」


　人の痛いところをほじくるような質問をしてしまった。顔を真っ赤にして謝るミロク。


「いいんだ。これは職業病みたいなものだから」


「鍛冶屋の？」


「ああ。鉄てつ血けつ病びようって言って、体内に鉄が入り込む。だから肌の色が変わるんだ」


「鉄が……入る？　どうやったら？」


「ツッキーニは変化プロセスの魔ま法ほうを使う。鉄を加工するのもその技術のひとつさ。鍛冶屋はいつも金属と戯たわむれているからね。魔法を使うときに、身体からだと融ゆう合ごうしちゃうことがあるんだ」


　他国の人間が聞いても、およそ信じられない話である。


　ツッキーニの鍛冶屋だけがかかる病気。それは剣ダコのような一人前の証あかしなのか。


「変化プロセスの魔法で鉄をねぇ……」


　そこで妙みようなことに気づいた。


「ヴィクトル、そのハンマーとかは？　魔法を使うのに道具が必要なのか？」


　先ほどから彼はハンマーで焼けた鉄を打っていた。それはジルサニアの鍛冶屋でもやっている、ごく一いつ般ぱん的な鍛たん錬れん法だ。魔法など使われていない。


「こうしたほうが、鉄が鍛きたえられるからだよ」


　当たり前のようにヴィクトルが言う。


「なんでも魔法で済ませられないよ。魔法でできるのは、カタチや性質を変えることだけさ。鉄本来の堅かたさを引き出すには、やっぱり人の手じゃないとね」


　ジルサニアで言うなら、付加魔法で剣や鎧よろいを鍛えても、それを使う人が弱ければ真の力が出せないようなものか。やはり最後は人の力がものを言うのだ。


　深く納得していると、ノックもなしに扉とびらが開いた。


「ミロク、いるかい？」


　オーリャだった。


「ちょっと来てくれる？　ジュジュが」


「ジュジュがどうしたんです？」


　彼女の名前を出されれば、行かないわけがなかった。





　　　　　　　＊





「ミロク……！」


　ベッドで寝ねていたジュジュは、ミロクを見ると救われたように笑顔を見せた。まだ頰ほおは赤いが、昨日よりずっと良くなっているようだ。


「ジュジュ。どうしたんだ？」


　問いかけながらも、額に触ふれて熱がないか確かめる。まだ少し温かいが、平熱に近くなっている。脈も正常だ。この分なら問題ない。


「…………」


「ジュジュ？」


　俯うつむいたまま無言のジュジュ。


「ずっと、その調子なんだよ」


　ミロクの背後に立つオーリャ。彼女はジュジュのために食事を持ってきてくれた。ツッキーニ特製のスープで、昨日きのうからずっと食べているのだが、とても美味おいしかった。


「スープもあまり食べないし」


「食しよく欲よくないのか、ジュジュ？」


「…………」


　尋たずねても、ジュジュは答えない。


　シーツをぎゅっと握にぎったまま押おし黙だまっている。


「どこか痛むのか？」


　ジュジュは無言で否定した。


　どうしたのか、まるで分からない。


　いつもの彼女だったら、ミロクに要求を通す時にはハッキリと喋しやべるのだが。これではまるで幼い少女のようだ。


　彼女に原因がないとするなら、残るは――


「アンタら、ジュジュに何か……！」


「してないしてない！　ここはアタシとヴィクトル以外入ってこないから！」


　手を振ふって否定するオーリャ。その様子だと本当に何もしていないのだろう。


「だってこの子、着き替がえすらアタシにやらせないんだからね。何かしようとしても、全部拒きよ絶ぜつされちゃうし」


「そうですか……」


　何か隠かくしていることでもあるのだろうか。


「ツッキーニの食事が合わないなら、俺が何か作ってこようか？　みんなほどじゃないけど、適当なモンなら作れるぜ？」


　何も言わないジュジュに対する苛いら立だちを隠しながら、ミロクは微ほほ笑えむ。病気をしているのであれば、オウガン流の特製料理でもてなせば元気になるかもしれない。


　ところが、ジュジュは肯こう定ていも否定もしなかった。


　ミロクの腕うでをぎゅっと握りしめたのだ。


「ごめん……ミロク……」


　握あく力りよくはとても弱く、だけど絶対に手を離はなさない意志の強さがあった。


「ジュジュ……？」


「オーリャも、ごめん……少しひとりに……いや、ふたりにしてくれないか？」


　ようやくオーリャに向けて話しかけたジュジュ。


　喋る度に、手の震ふるえがミロクに伝わってきた。


　怖こわがっているのか。


　何を？


「困ったね。アタシとしちゃ、アンタに早く治ってもらいたいし、かといってこのままにしておくわけにもいかない」


　腰こしに手を当ててため息をつくオーリャ。まだ二十代後半から三十代前半なのだろうが、母親のような貫かん禄ろくと淑しゆく女じよのような美しさが同居している。なんとなく、彼女に従う技士が多いわけが分かった。


「そこで提案だ」


　オーリャは手を叩たたき、背後を振り返かえる。


「ヴィクトル！　ちょっと準備を頼たのむよ！」


「何の？」


　階下からヴィクトルの返事。こっちも同じ質問をしたいくらいだ。


「あの、オーリャ……？」


「いいモンがあるんだ。病気に効いて、かつゆっくり時間を取れる場所がね」


「？？？」


　ミロクもジュジュも何のことだか分からず、首をかしげる。








　そこは村の隅すみにあった。木の柵さくに囲まれた場所で、最初ミロクはそこを鉱石の採さい掘くつ場か何かだと思っていた。ところが話を聞いてみると、全然違ちがった。


　ここツッキーニ王国は山さん岳がく地帯が多い。中には活火山もあり、時折噴ふん火かしては近きん隣りんの住民に被ひ害がいを与あたえるのだという。


　だが火山に怯おびえているばかりではない。人々は火山を有効活用しようと工夫を凝こらした。


　温泉もそのひとつである。


「この湯気、全部風ふ呂ろのものなのか！」


　外側から木の柵を見上げるミロク。


　オウガン帝てい国こくにも温泉はあったが、ここまで大きな浴場はなかった。まるで池のような広さだ。それだけ大量の水が全部温かいと思うと、ワクワクする。


「ジュジュ、温泉だぞ！」


「うん」


　まだひとりでは歩けないので、ミロクが背負ってここまで来た。背中のジュジュは雪山を歩いていた時と違い、無言でぎゅっとしがみついているだけ。


「脱だつ衣い所はここだよ」


　ヴィクトルが示す小さな小屋。ここから木の柵の中に入れるようだ。


「男性用とか女性用とか、ないのか？」


「ないよ」


　サラリと答えられた。ツッキーニにはそういう習慣がないのかもしれない。


　ないのならば仕方ない。とりあえずジュジュだけでも温泉に入れればいいのだ。


「なぁヴィクトル。ここまで来て訊くのもナンだけど、本当に効くのか？」


「すっごく効くよ。病気はもちろん、ケガや打ち身にも効くんだ。僕も詳くわしい原理は知らないけど、お湯の中に含ふくまれる鉱石が身体を良くしてくれるんだってさ」


「ふーん」


　半信半疑ながらも、ミロクは脱衣所の扉を開いた。中には誰だれもおらず、脱ぬいだ衣服を入れるカゴがあるだけ。


「じゃ、ごゆっくり」


　そう言ってヴィクトルが去る。


　残されたミロクは、背中のジュジュを椅い子すに座らせた。


「温泉で身体、良くなるといいな」


　そう言ってミロクは両手を差し出す。


　ところがジュジュは座ったまま動かない。


「どうしたジュジュ？　ほれ、服よこせ」


　手を差し出したままの姿勢のミロク。


「……お前も出て行け」


「ええっ!?」


　そんなことを言われるとは、まったく予想外だった。


「なんで!?　お前こういう時、いつもフツーに脱ぐだろ！」


　他人の前ならいざ知らず、ジュジュは赤目隊の前なら平気で脱ぐ。


　時間に追われる仕事をしているうえ、すぐに着替えなければならない時が多いので、楽屋などではところ構わず服を投げ捨てる。ミロクもいい加減に慣れた。


　予想していたパターンは、ジュジュが何も言わずにポイッと服を脱いでミロクに預け「じゃ、行ってくるわ」とタオルで身体からだをスパーンと叩いて入浴する場面だった。おそらく本調子であれば本当にそういう行動を取る女だ。


「今日は……ごめん。本当にひとりにして」


「……ジュジュ」


　よほど胸に何かがつかえているのだろう。


　ひとりで歩けないのは分かっている。


　だけどミロクにこれ以上言える言葉は、ない。


「わかった。けど、ちゃんと入れよ」


「うん」


　心配で仕方なかったが、ミロクは退室することにした。


「何かあったら、近くにいるからすぐ呼べよ」


「うん」


　脱衣所の扉を閉めてから、気づいた。


　今日のジュジュは人を寄せつけない、暗い雰ふん囲い気きを持っていた。


　だけどミロクの言うことには素直に従うのだ。オーリャやヴィクトルは拒絶しても、ミロクは拒こばまなかった。


「あいつ……」


　扉とびらの向こうから、さらに奥の扉が開く音が聞こえた。


　剣けんの修行をしていれば、足音だけで大体どういう状態か分かるのだ。


「ひとりで歩けるんじゃないか……」


　柵の向こうの温泉とは違い、こちらは寒風がもろに突つき刺ささってきた。








　護衛と散策を兼かねて、ミロクは木の柵を一周してみた。ここは村の外れで、温泉の先は山道になっている。他には小さな畑くらいしかない。また温泉の調整をするためなのか、機械が置かれた小屋があった。どんな機械がどう動いているのかは、ミロクにはとんと分からない。


　気がつけば夕方になっていた。一日中この村で働いていたせいで、身体の調子もだいぶ戻もどってきた。ただ手足の末まつ端たんはかじかんで思うように動かない。


　これで温泉の効果が発揮されてジュジュが元気になれば、ジルサニアに帰れる。


　仲間たちも心配しているに違いない。


「ん……」


　水音が聞こえた。


　柵を隔へだてた場所にジュジュがいるのか。


「ミロクか？」


　案の定、向こう側からジュジュの声。


「ああ」


「何やってるんだ？」


「見張りと散策。変なモンがいないか探してるんだ」


「変なモンってなんだよ。覗のぞきか？」


「まぁ、それもあるけど……動物とか」


　畑を荒あらす害がい獣じゆうの類たぐいはツッキーニにもいる。寒い国では作物の収しゆう穫かくが少なく、害獣の被害が顕けん著ちよに出る。そのため対策をしっかり練らないと、村が滅ほろびる可能性もあるらしい。


「敵とか？」


　ジュジュの答えに、ミロクは少し考えてから肯定する。


「俺だって、完全に信用したわけじゃない」


「うん」


　その答えに満足したのか、ジュジュの声が明るくなる。


「けど、この村の人は――」


「大だい丈じよう夫ぶ。分かってるよ」


「そうなのか？」


「ああ。レジスタンスってのもウソじゃないだろうな」


「じゃあ」


「だから困るんだよ」


　それきりジュジュは何も言わなかった。


　ミロクも声をかけようか迷い、結局その場に座り込んだ。雪を退どかしてもやっぱり冷たく、温かい木の柵にもたれかかる形で尻しりを落とす。


「……ごめんな」


　いきなり、ジュジュの謝罪。


　どの件についてのものなのか見当がつかない。心当たりがありすぎる。


「何に謝ってるんだ？」


「剣、取り上げたこと」


「そこまで遡さかのぼるのかよ！」


　騎き士し団だんに入ったばかりの頃の話ではないか。


　どういう意図なのか。まさか死ぬつもりなのではないだろうか。


　などとハラハラしていると、


「ん？」


　柵の向こうでガコッ、という音がした。


　なぜか酷ひどくイヤな予感がする。


「ジュジュ、どうした？」


「な…………なんで……も……」


「何かあったのか？」


「い、いや……だいじょぶ…………！　へーき……！」


　明らかに様子がおかしい。


「おいジュジュ！　どうしたんだ!?」


「…………なんでも……ない……！」


　苦しそうな声。


　もしかして体調が悪くなったのか。湯船で倒たおれたら大変なことになる。


「ジュジュ！」


　立ち上がり、柵の上を見る。


　倒れたのであれば、すぐに助け出さないと。


　ミロクは数歩下がり、軽く助走を付けて柵を蹴けった。その反動で飛び上がり、柵を越こえる。すぐ下に温泉があるので、そこに飛び込んだ。


　熱い湯が飛ひ沫まつを上げる。


「ジュジュ！　大丈夫か!?」


「わー！　なにやってんだオマエ!?」


　すぐ近くで声がした。


　振ふり向むくと裸はだかのジュジュが立ち上がったまま、両手で何かを押さえている。


　岩だった。岩に向かって両手を押しつけているのだ。


「どうしたんだジュジュ!?」


「それはこっちのセリフだバカッ！」


　手にした岩を投げつけられた。顔面に当たり、思わずうずくまるミロク。


「これを直してたんだよ！　変な勘かん違ちがいしやがって！」


　どうもジュジュが手にしている岩は、温泉の湯量を調節するためのものらしい。それを外してしまったため、大量のお湯が出てきたのだ。


「ご、ごめん……！」


　鼻を押さえながら、投げられた岩を持つ。ジュジュではどうにもならなさそうだったので、ミロクが岩を直すことにする。大量のお湯が出ているため、力を入れないとうまく嵌はまらないようにできていた。


「ったく……」


　ジュジュは柵の方を向いて湯船に浸つかる。


　岩は簡単に直った。先ほど投げられた大型の岩を嵌はめ込むと、湯の噴ふん出しゆつは収まった。村の人は注意書きがなくても触さわったりしないのだろう。


「直ったぞ、ジュジュ」


「おう。サンキュー」


　そのぶっきらぼうな物言いに、少し安心する。


「じゃあ、俺はまた出るから……ぶえっくしょん！」


　派手にくしゃみが出た。


　騎士団の制服のまま温泉に入ったためか、湯から上がると寒い。魔ま法ほうがかけられているため、スペック的には寒暖には強いというが、濡ぬれたままツッキーニの風を浴びれば寒い。


「風邪かぜ引くぞ。服、乾かわかせよ」


　ジュジュの言う通りである。


「うーん、けど、俺これしか持ってないぜ」


「脱だつ衣い所にも暖だん炉ろあったぞ」


「そうなのか？　じゃ、そこで乾かしてくる」


「……身体もあっためてけよ」


「え？」


　その言葉が何を意味するのか、ミロクは考える。


　数瞬の間を置いて理解した時、入浴していないのに顔が赤くなった。


「この風ふ呂ろ、本当に効くぜ。肌はだもスベスベになるし。身体もあったまる」


「けどオマエ、それは、ちょっと」


　さすがのミロクでも、それは抵てい抗こうがある。


　しかもただの友人ではなく、上司であり一国の姫ひめだ。


「いいよ」


　ジュジュは背中を向けたまま、木の柵を見ている。


「けど、俺……」


「ああ、もう！　わかってねーなオマエは！」


　お湯をばしゃーんと叩たたくジュジュ。飛沫が跳はね上がり、ミロクの顔にもかかる。


「ここにいろって私が言ってんだよ！」


　そうやって怒ど鳴なるジュジュは、激しく感情をあらわにしている。


　だけど――とても弱々しく見えた。








　暖炉の前に制服を置く。付加魔法は乾かん燥そうに関しても効果を発揮してくれるので、少しの時間で乾くだろう。


　その間、ミロクも裸になって温泉につかる。


　もちろんジュジュの方を見ないようにして。


　背中合わせのまま、しばらく無言で湯を楽しんだ。言われている通り、身体からだの芯しんから温まっていく。


「迷めい惑わくかけたのは謝るよ」


　背後からジュジュの声がする。


「ミロクの言う通りなんだ。オーリャはいい人だし、今のツッキーニが良くないことも分かる。現に私が狙ねらわれたわけだしな」


「やっぱり、ジュジュの左手が狙いなのかな」


「多分な。となると魔ま導どう士しが一枚嚙かんでる可能性は高い」


　また第八国エイスランドか。


　あの時、襲おそってきたのはツッキーニの国境警備隊だったが、魔導士がどこまで入り込んでいるのか分からない。あの部隊だけかもしれないし、すでに軍部の中ちゆう枢すうに潜もぐり込んでいるかもしれない。


「けど、今の私たちじゃ止められない」


「そうかな？」


「バカ。ここはツッキーニだぞ？　私はここでは敵国の姫なんだ」


「けどジルサニアの姫なんだぞ？　発言力はあるだろう」


「……違ちがうんだ」


　何を否定しているのか分からなかった。


　困こん惑わくするミロクの背中に、ジュジュの言葉がかかる。


「今は、私は姫じゃないんだ」


　振り向こうとして、思いとどまった。


　本気の言葉に聞こえたからだ。


「ミロク。さっき私、謝ったろ」


「あ、ああ。剣けんを取り上げてゴメンって」


　もう数カ月前のことで、今はもう剣のない生活も慣れた。むしろこの仕事に剣は邪じや魔まだ。ジュジュを一目見ようと迫せまってくる国民に対して、威い嚇かくしてしまう。事故があれば傷つけてしまうかもしれない。


　それに必要とあらばジュジュの左手があるし、ニンジンでも戦える。


「あれな、本気なんだ。今は私、あの時のお前の気持ちが分かる」


「俺の……？」


　信じる武器を取り上げられた辛つらさのことか。


　ジュジュの武器とは、なんのことだ？


「ここでは私は身分を明かすことはできない。ジルサニアの姫だって、オーリャには絶対に言えない。たとえ彼女がいい人でも、いや、だからこそ言えない」


「軍にバラされるからか？」


「ううん、逆だ。私が軍に報告しなけりゃならなくなる」


「……そんな！」


　だが姫という立場を考えれば、それも仕方ない。仮に敵国だろうが反政府組織を目もく撃げきして何もアクションを起こさないのであれば、あとでツッキーニに責められるかもしれない。


　オーリャたちのことを想うのならば、他人としてすれ違うのが一番だ。


　むしろ彼女たちは、そういうリスクを天てん秤びんにかけてもミロクたちを救ってくれたのだ。


「それがイヤだから、私は姫じゃない。ただのジュジュになる」


　後ろで水音がした。ジュジュが立ち上がったようだ。





「そしたら――どうだ。私は丸まる裸はだかだ」





　水音が続く。歩いているようだ。


　こちらへ近づいている。


「姫という肩かた書がきがなけりゃ、私は何もできないんだぜ」


「そんなことないだろ」


「そんなことあるんだよ。おいミロク。私の仕事はジルサニア第一王女として、国民を守ることだ。今、それができるか？」


　そう言われて、確かに不可能だと思った。


「ここはツッキーニなんだ。ホラキアでもベトでもエルガンディアでもない。私の力がまったく発揮できないんだ。助けてくれる人が誰だれもいないからな！」


「そう……か。支持してくれる国民がいないんだ」


　ジュジュの仕事は、姫としてジルサニア国民を助けること。


　姫であるためには、それを裏付けるものが必要だ。別に書状などなくてもいい。彼女がジルサニア王女であると知っている人が、ひとりでもいればいい。


　ジュジュの言葉は、ジェルメーヌ・ジルサニアの言葉として国民の心に届く。皆みんな、それが姫の言葉だと知っているから。


　それが、今の彼女にはない。


　ミロクで言うところの剣のような、絶対的な力の象しよう徴ちようが何もないのだ。


　ホラキアで演説した時は、敵国でありながらも、自軍の助けもあったし、ベンヤミン王子の協力もあった。周り中敵だらけと言われていたが、味方も確かにいた。


　しかし今は周囲に敵がいないかもしれないが、味方もいない。


「おとぎ話でさ」


　洟はなを啜すするジュジュの声。泣いているのか。


「よく、退たい屈くつな姫様が冒ぼう険けんの旅に出るパターンあるじゃん。味方がいればいいけど、たったひとりで旅に出る時もあるよな。それって、すっげぇ怖こわいことだと思うんだ」


　たったひとりの冒険。


　肉体的な力もなければ、年を経て得る経験もない。


　そんな姫が冒険などできるはずがない。


「怖いのか、ジュジュ」


「……うん」


　水音と一いつ緒しよに、ミロクの背中に何かがあたる。


　丸まったジュジュの背中だった。





「すごく、怖い」





　病のせいで気が弱っているのも理由のひとつだろう。


　だけどミロクには、今のジュジュの恐きよう怖ふが分かる。


　剣のみに生きてきた彼が、いきなり剣を取り上げられた時は不安で仕方がなかった。今だって丸まる腰ごしで敵と対たい峙じすれば怖いに違いない。


　そんなミロクを引っ張ってくれたのも、ジュジュだ。


「助けてもらった恩を返そうとしてさ、私、何度もオーリャに手伝えることがないか訊きこうとしたんだ。でも、ダメだった。失敗するのが怖いんだ。『私なんて姫じゃなければ家事もできない』って思われるのが――」


　鼻声のジュジュ。


　ぽたぽたと涙なみだが湯に落ちる音が聞こえる。


「……俺じゃ助けにならないか？」


　問いかけながらも、完全にジュジュを助けられる自信がない。


　ミロクが使うのは剣だ。剣では命を守ることができても、それ以外が守れない。


「できることなら、なんでもするよ」


　慰なぐさめにもならない言葉だが、本心だ。


「なんでもするって言ったな」


「……ああ」


「じゃあ、私をずっと守ってくれるのか？」


「ああ、守るよ」


「本当にずっと守れるのか？」


　訊かれてしまった、と思った。


　ミロクも考えないようにしていたこと。


　オウガン帝てい国こくを亡命した皇子であるミロクは、いつか帰らなければならない。シェンランと約束したのだ。故国の歪ゆがみを正すために、必ず戻もどると。


　そして今の戦争における重要な人物、皇こう帝ていゴウトをこのまま放っておくつもりもない。


　仮に戦争に勝っても負けても、ミロクは絶対にオウガンに戻る必要がある。


　そうなったら赤目隊はどうなるのか。


　ジュジュは。


「俺は――」


　言葉を紡つむごうとするが、出てこない。


　次に言うべき言葉が本心なのか、ジュジュを満足させるためにつく噓うそなのか、自分でも分からない。


「行かないでくれよ」


　ジュジュが、そう言った。


「なぁ、ずっと赤目隊にいろよ。みんなで楽しく仕事しようよ。バカやって怒おこられてろよ。そんで、たまには私のことを守ってさ――」


　ここには誰もいない。


　体裁を取とり繕つくろうべき国民もいない。


　丸裸の――ただのジュジュがいるだけ。


「もっと……私に勇気をくれよ……」


　泣いているのだろう。


　振ふり向むくことができないミロクは、静かに泣き声を聞く。


　どうすればジュジュを満足させられるだろう。


　強いジェルメーヌ姫ひめではなく、裸はだかで泣いているジュジュを。


　今だけではなく、永遠に。





「すまないジュジュ。俺はいつかオウガンに帰る」





　はっきりと、ミロクはそう答えた。


　ジュジュの泣き声が止まる。


　それは予定されていたことだった。国を救うために絶対に必要なことだ。ジルサニアに亡命したのは、オウガンの皇子として帰ってくるためなのだから。


「けど、必ずジルサニアに――赤目隊に戻ってくる。約束するよ」


「…………」


　返事はなかった。


　背後で大きな水の音。


　ジュジュが立ち上がったのだ。そして無言で歩き、湯から出る。手ぬぐいを絞しぼって、脱だつ衣い所に消えていった。


　見てはいないが、足取りはゆっくりとしていた。焦あせってもおらず、疲つかれてもいない。


　これで良かったのか。


　ジュジュに何をしてあげるべきだったのか――


　正解など分かるわけもない。


　しばらく湯に映る自分の姿を見ていると、脱衣所の方からガシャーンという大きな音がした。


「ジュジュ!?」


　急いでミロクも湯から上がり、脱衣所に駆かけ込む。


　そこにはジュジュが倒たおれていた。かろうじて下着をつけた状態でぐったりしている。


「どうしたんだジュジュ!?」


「う～……気持ち悪い……」


　話し込んでいたせいか、完全に湯あたりしていた。





　　　　　　　＊





「ミロク、はいこれ！」


　ちょうど脱衣所を出ようかと思った絶ぜつ妙みようのタイミングで、ヴィクトルがやってきた。渡わたされたコートやカイロやブーツは非常に助かった。ツッキーニ製の防寒具は寒さを完全にガードしてくれる。


　ただカイロはともかく、靴くつがひとり分しかなかったのはどういうわけか。それもジュジュではなく、ミロクにサイズを合わせてある。


　オーリャの家まで戻り、ジュジュをベッドに寝ねかせてから、隣りん室しつでミロクは問いただした。


「ヴィクトル、おまえ見てたろ！」


　壁かべ一枚隔へだててジュジュが寝ているのに、ミロクは大声を出してしまう。


　まるでミロクが湯あたりしたジュジュを担いで運ぶシチュエーションを想定していたかのような周しゆう到とうさ。これはミロクでも疑問に思う。


「ごめんね。見てたし、聞いた」


　そしてヴィクトルも苦笑して謝った。


「さっきから、妙みような気配がしてたんだ。けど人の気配にしちゃおかしいから、ずっと気になってたんだ」


「そういう道具があるんだよ。スパイが使うような、小型の機械さ。僕は鍛か冶じ屋やだけど、そっちの方にも精通してるんだ」


「お前……！」


　気付かなかったわけだ。人間の気配なら察知できるが、道具なら分からない。魔ま力りよくも殺気も籠こもっていなければ、なおさらだ。


「悪いとは思ってるけど、これも任務だから。君たちが敵かどうか分からないし」


　言葉とは裏腹に、あまり悪びれた様子のないヴィクトル。


「それにお風ふ呂ろの中でイヤラシイことするかもしれないしね。ウチの温泉、そういうの禁止されてるから」


「しねーよ、そんなこと！」


　顔を真っ赤にして怒ど鳴なるミロク。


「うん、しなかったね」


　ヴィクトルは真しん剣けんだった。


「あんなにキレイな人なのに、あんなに仲が良さそうなのに、君は彼女に何もしなかった。どうして？」


　まっすぐこちらを見て質問される。


　答えを知っているくせに。


「……聞いてたんだろ、ジュジュのこと。そんな相手に手を出せるわけが」


「本当にそうかな」


　ヴィクトルの質問は終わらない。


「お姫様だろうが女神様だろうが、手を出すヤツは出すよ」


　ジュジュの正体について濁にごしたつもりだったが、やはり本当に聞いていたようだ。


「それは……そうかもしれないけど……」


　なぜか狼狽うろたえるミロク。


　普ふ段だんは優しいヴィクトルの言葉が、とても辛しん辣らつになっている。


「ミロク。君はあの子のことが心底好きなんだね。陶とう酔すいしている。神聖視している。だから手が出せない」


「それがどうしたよ！」


　彼の言うことが、いちいち胸に刺ささる。


　言い返したいが反論の言葉がまるでない。


　するとヴィクトルは、そんなミロクに向かって笑いかける。


「僕にとって、それがオーリャだ」


「え……？」


「オーリャのためなら、僕は死んでもいい。それが恋れん愛あい感情なのか主君への忠誠心なのか、自分でも分からない。けど、僕に生きる道を与あたえてくれたオーリャには、死んでも返しきれない恩があるんだ」


　細身の身体からだの中にある、芯しんの強さが見えた気がした。


　ヴィクトルは細ほそ面おもての美男子だが、外見とはまるで違ちがう。鉄を打つ時のような熱い心があった。


「だから君たちが敵じゃないと分かって、本当に良かった」


　ふと、ヴィクトルに既き視し感かんを覚える。


　誰だれだったか、彼のように飄ひよう々ひようとしていながらも、芯は強い気持ちで支えられている男が身近にいた気がする。非常にイヤなヤツだったはずなのだが……。


「僕の友人が手紙で言ってた。ジルサニアの姫様は、とても強くて綺き麗れいな人だって」


　ジルサニアに友人がいるのか。


　綺麗はともかく、強いところまで見み抜ぬくとは、その友人はなかなか見る目がある。


「そんな強い人が、君の前で弱音を吐はいた。これがどういうことか分かるよね」


「……ああ」


　ミロクの背中で泣いていた、弱いジュジュ。


　せめて、守れるうちは守りきってあげたい。








　その日、ジュジュは夕食時になっても目を覚まさず、泥どろのように眠ねむり続けた。


　熱はだいぶ下がったようで、汗あせもかかず、息も乱さず、静かに横たわっている。時折うなされたように寝ね返がえりを打つが、苦しんでいる様子はない。


「……ジュジュ」


　額の濡ぬれ手てぬぐいを交こう換かんすると、ミロクは椅い子すに腰こし掛かけた。


　オーリャは下の階で眠っている。村の全ての家が明かりを落としており、雪のせいかとても静かな夜だった。


　眠っている彼女の顔を見ていると、こっちも安心してくる。


　温泉での一件は、疲れもあったのだろう。


　身体が消しよう耗もうすると、心も削けずられる。それで普段は口に出さない本音が出てしまうこともある。


「ん――」


　ジュジュが顔を横に向けると、濡れ手ぬぐいが落ちた。


　直そうと手を伸のばすミロク。


　その手をジュジュが摑つかんだ。


「おい――」


　ジュジュはまだ寝ている。


　無意識で摑んだのか。


「…………」


　ミロクは両手でジュジュの手を包むように握にぎる。


　そのまま、椅子に座った。


　――この手は、自分を必要としている。


　誰も味方がいない場所で、たったひとり縋すがれるもの。


　――それは、俺だって同じなのに。


　小さくて、白くて、温かい手だった。


「ジュジュ――お前、言ったよな。勇気をくれって」


　横になったジュジュの目から涙なみだが流れ、鼻を伝って落ちる。


　ジルサニアの人達に笑顔を与え続けた美び姫きが見せる、儚はかない表情。


「いいよ。俺のバカみたいな勇気でよければ全部やるよ。だから――」


　聞こえてはいないだろう。


　それでも良かった。


「お前の優しい勇気も、俺にくれよ」


　小さな手を握りながら、ミロクはいつまでもジュジュの顔を見続けていた。


　しばらくそうやっていると、


「クッ、ククク……」


「ジュジュ？」


「なーに恥はずかしいこと言ってんだよ。クククク……！」


「なっ!?」


　身体を丸めてジュジュが笑っているではないか。この女、最初から起きていたのだ。


「恥ずかしいのは、お互たがい様さまだろ!?」


　顔を真っ赤にして叫さけぶミロク。


「そうだな」


　笑うのをやめ、ジュジュがこちらを向く。


　そして――


「ありがとう、ミロク」


　そっと、ジュジュはミロクの手を両手で握り返した。


　ジュジュの手の温かさが伝わる。


「もう、大だい丈じよう夫ぶだから」


「本当か？」


　口ではそう言うものの、心配だ。


　だから試しに訊きいてみる。


「じゃあ、明日あしたになったら、まずどうする？」


「風ふ呂ろ覗のぞいたヴィクトルをブン殴なぐる」


　完全に元通りのジュジュで、ミロクは心からホッとした。
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３　赤の月四日　震える手を握り




　一晩ぐっすり眠ったせいか、ジュジュの悪いものは完全になくなったようだ。朝から食事をガッツリ摂とり、オーリャに着き替がえを用意させた。


「あはははー、ねーちゃんトロいなー！」


「んだとこのクソガキィー！」


　村の子供相手に雪玉を全力で投げつけるジュジュ。村の中央を走る道のど真ん中で子供たちに交じって遊んでいた。ジュジュが志願したのではなく、歩いていたらいきなり雪玉を投げつけられ、そこから発展したのだ。


　本気で怒鳴りながら争っているジュジュは、すっかり元気を取とり戻もどしていた。見る者を安心させる楽しい雰ふん囲い気きが出ている。


「良かったよ。すっかり元気になって」


　微ほほ笑えましく眺ながめているミロクの背後から、オーリャが話しかけてきた。


「オーリャ。さっきは、その、なんというか、ゴメン」


「いいや。全然構わないよ。スープ十杯ぱいもおかわりしたくらいじゃ」


「けどアイツ、遠えん慮りよってもんを」


「遠慮しない方が、こっちもやりやすいんだよ」


　太い腕うでを組んで、オーリャは笑う。


　朝からジュジュが元気になったのを見て、彼女は本当に嬉うれしそうだった。


「けど、ちょっと予想外だね。あの子、もっとおしとやかな感じに見えたんだけど」


「ああ、うん、普段はおとなしいんだよ……」


　そう言えばジュジュが素の性格で他人と接するところを初めて見た気がする。


　ここはツッキーニ王国で、ジェルメーヌ姫ひめを知る人がいないからだろうが、まるで学園の時のような態度を余所よその国でも見せるのが新しん鮮せんだった。


　昨日、ジュジュは言った。自分は丸まる裸はだかだと。


　確かに今ここでジルサニア王女の仮面を被かぶっても意味がない。


　ならば全てを吹ふっ切きってしまった方が気楽というわけか。


「いたっ！　うわーん！」


　ひとりの子供が泣いているのを見て、全員が駆かけ寄よっていく。


「あっ、雪に石が入ってるじゃねーか！　誰だ入れたヤツは！」


　憤ふん慨がいするジュジュ。


　子供は少量だが頭から血を流しており、泣きじゃくっている。


「おい卑ひ怯きようなマネはすんな！　戦うなら正々堂々とやれ！」


　ジュジュが子供相手に説教する。子供は全員、下を向いている。


　そのうちの一人がおずおずと進言する。


「ぼ、僕じゃないよ……」


「オマエじゃなくても、全員聞いとけ！　戦うってのは、誇ほこりを賭かけるんだ！　卑怯な手を使って相手を倒たおしても、それは策略が強いんであって、オマエらが強いわけじゃない！　本当に強くなりたけりゃ、相手に認めてもらえる強さを身につけろ！　いいな！」


「は、はいっ！」


　全員、ビシッと姿勢を正す。まるで軍団長のようなカリスマだ。


「ほら、お前はこっちこい。薬もらってこようぜ」


　頭にケガをした子供を背負って、ジュジュがこちらに歩いてくる。


「オーリャ！　こいつ血ィ流してるんだ！　薬ないか!?」


「あるよ！　ちょっと待ってな！」


　家の中に入っていくオーリャ。


　ジュジュは子供を背負ったまま、ミロクの元へやってくる。


「楽しそうだな、ジュジュ」


「っ……！」


　するとジュジュは無言でそっぽを向いてしまう。


　はて、何か気に障さわることを言っただろうか。


「どうしたんだジュジュ？」


「う、う、うるさいっ！　なんでもないっ！」


「顔が赤いぞ？　まさか、まだ体調悪いのか？」


「大丈夫だよ！　いいからこの子診みてやってくれ！」


　そう言って子供を預けると、ジュジュは集団に戻っていってしまった。


「……どうしたんだ、アイツ。村の人たちには優しくなったのに、今度は俺かよ」


「お兄ちゃん、ケンカしたの？」


　預けられた子供も不思議そうな顔をしている。


「した覚え、ないんだけどなぁ……」


　やがてオーリャが薬箱を抱かかえて戻ってくる。


　ケガの手当は慣れたものだった。ジルサニアではあまり使われない軟なん膏こうを塗ぬり、やはり包帯とは違ちがう布のようなものを貼はり付つけるだけで治ち療りようは終わる。国が変わると治療法も微び妙みように異なるものだ。ベトでは魔ま法ほうで一いつ瞬しゆんだろう。


「あ、そうそう」


　治療が終わると、オーリャは子供たちを呼び集める。


「さっき薬取りに行ってる時に、薬草が切れてるの思い出したんだ。あとで採とりに行くんだけど、誰だれか来る？」


「じゃあ、俺が行くよ」


　ミロクが挙手するのだが、


「あ、ミロクは却きやつ下か」


「どうして？」


「スラニーの奥さんが、薪まきを割って欲しいんだって。アンタの薪割りだか薪切りだかの技、村でかなりの評判なんだよ」


　たった一日でこんなに有名になるなんて。


「じゃ、私が行く」


　あっさり挙手するジュジュ。


「ジュジュ、お前にそんなこと――」


「なんだよミロク。私が行っちゃダメなのか？」


「そういうわけじゃないけど……」


　実はそういうわけだったりする。もしも薬草採りの最中にケガでもしたら責任を取りきれない。知らない土地での行動は危険すぎる。


「ジュジュねーちゃんが行くなら、僕も行く！」


「わたしもいくー！」


　なんとジュジュに続いて、子供たちが全員挙手したではないか。いつの間にそんな人望を勝ち取っていたのか。これも姫としての才能なのではないか。


「そっか。じゃあみんなで行こうか」


「薬草採りだったら、姐あねさんいなくても平気だよ！　この辺のことならわかってるし！」


「それもそうだね」


　あっさり了りよう承しようするオーリャ。


「いいのか？」


「問題ないよミロク。この子たちには、普ふ段だんからやらせてることだからね。危険な場所も、猛もう獣じゆうの避さけ方も知ってるよ」


　オーリャが自信満々に言うので、ミロクも渋しぶ々しぶ納得する。


「じゃあ、アタシは帰ってきたときのために、おいしい昼食を作ってあげようかね」


「やったー！」


　子供たちが両手を挙げて喜んでいる。


「ジュジュ。気をつけろよ」


　念のため呼びかけるが、


「任せとけ！　私だって働かないとな！」


　ジュジュはやる気満々で、子供たち以上に興奮していた。








「うおお……これはあったかいなー」


　ジュジュが着ている防寒着は、ウエストが二倍になるほど膨ふくらんでいた。コートの中には毛皮の他にも熱を発する金属が入っているそうで、温泉に入っている時のように暖かい。子供たちも同じものを着ていた。


「ジュジュねーちゃん、こっちだよ！」


　子供たちが先導する森の中は、なるほど確かに安全そうに見えた。木々に葉がついていないせいか、遠くまで見み渡わたせる。山道でもないし、歩きやすい。


「よっし！」


　大きなカゴを背負い直す。


　オーリャたちに助けてもらった恩を返したい気持ちはあるが、それ以上に身体からだを動かしたかった。病み上がりで本調子ではないが、よく働いてよく食べればすぐに回復すると思っている。


　それに今はミロクの側にいたくなかった。


　どうしても――昨日のことを思いだしてしまう。


「ジュジュねーちゃん。顔真っ赤だよ？　どしたの？」


「な、なんでもねーよっ！」


　子供にまで心配される始末。


「ジュジュねーちゃんって、キレーだねー」


　紅一点の女の子が、ジュジュの手を握にぎった。手て袋ぶくろをしているためうまく握れない。だけど女の子はしっかりジュジュの手にしがみついてくる。


「お前も充じゆう分ぶんキレーじゃねーか。将来絶対に美人になるぞ」


「本当に!?」


「おう。ただし、努力は必要だぞ。美人になるのも大変な道のりなんだこれが」


「わたし、がんばるよ！」


「その意気だ！」


「それで、あのおにーちゃんみたいな、素敵なカレシを見つけるの！」


「ブッ！」


　盛大に吹いたジュジュを、全員が不思議そうな顔で見つめる。


「違う、アレは私のカレシじゃない！」


　ムキになって否定するのだが、


「じゃあ、なんなの？」


　純じゆん粋すいな質問に答えられない。部下と答えれば「じゃあおねーちゃんは何なの？」と聞かれるだろうし、同どう僚りようと言うのも違う気がする。


「アイツは……」


　答えようとした時、急に道が開けた。わずかに下り坂になっており、その下に小さな池が見える。水は完全に凍こおっており、生物の気配はない。


「ねーちゃん、この木。この下に薬草生えてるから」


　子供が示したのは、幹の皮がパリパリと剝はがれやすい樹木だった。これならジュジュでも分かるかもしれない。


「じゃあ採るか！」


「おー！」


　さっそく薬草採りを開始した。子供たちに薬草の種類を教えてもらいながら、カゴの中に入れていく。最初は見分けがつかなかったが、鐘かねひとつ（約一時間）ほど採集を続けるうちに、徐じよ々じよに分かってきた。


　雪をかき分けて薬草を探す作業は、冷たかったが楽しかった。


　姫ひめ以外の仕事は何もできないと思っていたが、子供レベルとはいえ、きちんと誰かのために働けることに喜びを感じていた。


　自分のカゴはまだ半分ほどしか溜たまっていないのに、他の子供はもう満まん杯ぱいになっている。慣れていないとはいえ、少し悔くやしい。


「ねーちゃん、ジュジュねーちゃん」


「ん？」


　男の子に呼ばれて、ジュジュは振ふり返かえる。


「はいこれ！」


　渡わたされたのは、小さな果実。


「なんだコレ。うまいのか？」


「うまいよ！」


　それ以前に、こんな雪の森で果実がなっていることに驚おどろきだ。どこにあったのだろうか。周囲を見回しても、実をつけている木などひとつもない。


「ありがとな」


　男の子の頭を撫なでて、自分も休きゆう憩けいしようとした時だった。


「キャーッ！」


　女の子の悲鳴。


　すぐにジュジュはカゴを下ろし、走った。


　猛獣だとしたら子供たちを逃にがしながら、ミロクを呼ぶ必要がある。できるならば、呼ばずに済むような事件であって欲しい。


　だがそんなジュジュの期待は、最悪の形で裏切られた。


　悲鳴をあげた女の子がいたのは、森の中の獣けもの道みちだった。一番村から離はなれた場所だ。そこまで薬草を採りに行っていたのか。


　尻しり餅もちをついている女の子。


　その視線の先に――人がいた。


「ん？　まだいたのか」


　ツッキーニ軍の制服を着ていた。機き装そう甲こうは身につけていない。右手に巨きよ大だいな籠こ手てをつけているが、あれはツッキーニ技士の装備のひとつだ。剣けんになったり盾たてになったり、調理器具になったりもする。


「子供……いや、娘むすめもいるのか」


　技士と目が合う。


　ジュジュは目をそらすフリをして、彼の装備を見る。戦せん闘とう用の籠手の他には、遠とお眼鏡めがねに太い筒つつが数本。発はつ煙えん筒とうだろうか。


　つまり偵てい察さつ兵だ。


「…………」


　どう対応すべきか考える。


　戦って勝てるか。


　いや、戦ってはだめだ。勝敗以前に子供たちがいる。


「ねーちゃん！」


　尻餅をついた女の子がジュジュに気づき、駆かけ寄よってくる。自然と他の子供も集まってくる。全員揃そろって、抱だきついてきた。


　が、ジュジュはその手を外し、子供たちの盾になるように前に出る。


「なんですか？　軍の方が、このような場所まで」


　冷静にジュジュは話しかける。


「近くに村があるのか？」


「小さなところですが」


　村民のフリをして答える。


「おかしいな。この周辺に村落はなかったはずだが」


「なにぶん小さなところですので。村と呼ぶのもはばかられる集落ですよ」


　実際、住んでいるのは三十人くらいだ。


　その全てがオーリャを頼たよったレジスタンスと、その家族だ。やっている事に目を瞑つぶれば村と言ってもまったく差し支えない。


「念のため、そこまで連れて行ってもらえないか。我々が探しているオリガ・クヌーン一味のアジトかもしれない」


「そ、それは……」


　口ごもるジュジュ。


「なぜ拒こばむ？　案内できない理由があるのか？」


　偵察兵の口元が歪ゆがむ。


　同時に彼が持っていた籠手が剣の形に変わる。変へん化かの魔ま法ほうによって自在に形を変えるのがツッキーニの武装だ。


「だとするならば、身体に訊きくしかあるまい」


　幸か不幸か、彼はジュジュの正体に気づいていないようだ。


　気づかれていたら、問答無用で襲おそいかかっていただろう。


　――今、アイツは私を見くびっている。


　好機があるとすれば、そこだ。


「やれるもんなら――やってみろよっ！」


　ジュジュの左手が輝かがやく。


　左手の「宝物庫」から細剣を取り出すと、先手必勝、ジュジュは踏ふみ込んで偵察兵に斬きりかかった。
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　昨日と同じ数の薪まきを切ってから、ミロクはオーリャの家に戻もどる。今回のスラニー夫人もたいそう喜んでくれた。


「ん？」


　オーリャ家の前に人が集まっていた。


　年配の老人もいれば、若い男性も。世代はバラバラだ。


「どうしたんですか？」


「ああ、ミロク」


　人ひと垣がきの中心にいたオーリャが手を挙げる。


「実はね、子供たちの帰りが遅おそくて心配なんだよ」


「えっ？」


　ジュジュたちが出かけてから、もう鐘ふたつ（約二時間）になるだろうか。昼食までには戻る旨むねを伝えてある。今はだいたい正午に近い。


「それで獣けものが出たんじゃないかって、みんなで話してたところなんだよ」


「どこですか、それ!?」


　一も二もなく、ミロクはオーリャに詰つめ寄った。


「俺が行きます！」


「道案内も必要だろ。アタシも行くよ」


　と、オーリャは防寒具をミロクに渡す。すでに準備を整えていたようだ。


「大だい丈じよう夫ぶなのか、オーリャ？　その……」


　壮そう年ねんの男性がミロクを見ながら言う。彼は疑っているのだ。


　ジュジュと一いつ緒しよに行った子供が帰らず、今度はミロクもオーリャと森へ行った場合、もしもミロクたちがスパイであれば、オーリャを害する可能性だってある。


　しかしオーリャは首を横に振った。


「問題ないよ。ミロクは大丈夫」


　大きな手にしっかりと摑つかまれる。


　その温かい手は、とても頼たのもしかった。オーリャはまだ若い女性だが、それでもレジスタンスのまとめ役をやっている理由が、その手の強さから伝わってきた。


「行くよミロク。ついてきな」


　最後にオーリャは、手に籠手を嵌はめる。あれはミロクも知っている。ツッキーニ技士の武器だ。機装甲の前身とも呼べるもので、武器や盾に変化するのである。


「アンタも武器は要るかい？」


「いいえ」


　胸のニンジンに触ふれる。


　もしも新型機装甲の連中に出くわしたら――それでも、戦うしかない。


　右手を見る。そこから感じられる気配では、ジュジュはまだ生きている。彼女と合流できれば、武器を出してもらえる。


　死んだときのことなど、考えたくもない。


「じゃ、行くよ」


「はい！」


　森へ向かうオーリャを追って、ミロクも走り出した。








　結果として、ジュジュは無事だった。


　ミロクがオーリャと共に現場に行ったとき、子供の泣き声が聞こえてきた。誰だれかがケガをしたのではないかと心配したのだが、子供もジュジュも無傷だった。


　凍こおった小さな泉のほとりで、人が死んでいた。


　おそらくツッキーニの偵察兵だろう。胸から血を流して死んでいる。


　その横で、ジュジュがレイピアを構えて立っていた。


　足がガクガク震ふるえている。


「ジュジュ。もう大丈夫だ」


　ミロクは彼女にそっと近づき、震える手からレイピアをもぎ取る。こんなに怯おびえながら、子供たちを守るために戦おうとしたのだ。姫ひめでなくとも、たいした心意気である。


　だが、その刀身に血はついていなかった。


　ジュジュが斬ったのではない。


「誰が……？」


　答えはすぐ近くにあった。


　死体を挟はさんで向こう側に、誰かが立っている。


　それは全身を黒い鎧よろいで覆おおった人間だった。


「あいつは！」


　見覚えがあった。


　あの黒い鎧は、吹雪ふぶきの中で倒たおれたミロクたちを助けてくれた人物ではないか。


　今ならはっきりと見えるが、奇き妙みような鎧だった。頭から足まで完全に覆われているのは普ふ通つうなのだが、全身がひとつの金属でできている。


　関節も継つぎ目めも何もない、ひとつの鉄の塊かたまりのような人間。


　どうやって着て、どうやって動くのか。


　鎧の手の部分から血が垂れていた。やはり偵察兵を殺したのは、あいつだ。


「アンタ……！」


　オーリャも黒い鎧を見て驚おどろいている。


　黒い鎧は何も言わずに、身体からだを屈かがめた。


　足がなくなったかのようだった。ゴムのように足が縮み、その反動で高く跳ちよう躍やくしたではないか。


　もしや人間ではなく、ツッキーニに伝わる幻げん獣じゆうの類なのだろうか。


　ただひとつハッキリしているのは、あの黒い鎧がジュジュと子供を守ってくれたこと。つまり味方だ。


「とりあえず、戻ろう」


　オーリャが偵察兵の死体を担ぎ上げる。


「ジュジュ。歩けるか？」


「えっ!?　あ、あ、ミロク？」


　細剣を持って尋たずねると、ジュジュは目が覚めたように周囲を見る。


「ミ、ミロク、みんなは？　みんな、無事か？」


「なにを今いま更さら。全員無事だよ」


「そ、そっか……」


　無我夢中で子供を守ろうとしたのだろう。戦おうとしたところで、あの黒い鎧が乱入してきたため、一時的に錯さく乱らんしていたようだ。


　ジュジュがひとりで戦うなんて、おそらく初めてのことだったのだろう。誰でも初うい陣じんは緊きん張ちようするものだ。


「よかったぁ～……」


　泣きそうな顔でへたり込むジュジュ。


　結局、腰こしが抜ぬけて立てない彼女を村まで背負って行くことになった。
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　持ち帰った偵てい察さつ兵の死体は、情報をいくつも提供してくれた。


　彼がツッキーニ軍の第一師団に所属すること。また、偵察兵としては高すぎる階級章を身につけていたこと。そして装備がただの技士にしては高級すぎること。オーリャ曰いわく、遠とお眼鏡めがねの精度が違ちがうらしい。


「かなりイイトコの偵察兵かも」


　あくまで推測だが、オーリャはそう見定める。


「イイトコって、どのくらいの？」


「親衛隊とか」


　その単語を聞いて、ミロクはドキリとした。自分も同じ立場だ。つまり彼の上にはやんごとない人物がいるということだ。


　その偵察兵の死体は丁重に埋まい葬そうし、残された備品を囲むことになった。


　オーリャの家に集まったのは、男衆が十人ほど。


　皆みんな一様に殺気立っている。


「何度も聞くがよ。お前ら、本当に関係ないんだな？」


　ミロクとジュジュに注がれる疑ぎ惑わくの目。


　疑いたくなる気持ちも分かる。自分たちがここに来てから、間もなく偵察兵がやってきたのだ。通じていたと思われても仕方ない。


　ジュジュを見る。


　彼女はオーリャの隣となりでスープを飲みながらパンを食べていた。


「ん？」


　視線に気づいたのか、彼女と目が合う。


「なに？」


「なにじゃねーよ！　この状じよう況きようどうにかしろよ！」


　よくこんな環かん境きようでメシが食えるものだ。そう言うミロクもパンをかじっている。ちょうど昼食時なのだ。


　ジュジュとミロクだけではない。オーリャの家のテーブルに座っているレジスタンスたちは、全員スープを飲んでいる。昼食を兼かねた会議ということだ。


「んー……」


　ジュジュはポケットの中をまさぐる。


　何を探してるのか尋ねようとするのだが、


「あ、ダメだ。高価なモンは全部預けてたんだった」


「何しようとしたんだ？」


「ジルサニア王家に伝わる物を見せれば、私たちの身分を分かってもらえるかなー、って」


「なるほど」


　ジュジュのやりたいことは理解したが、できないならば仕方ない。


　仕方ないので、まず口で説明する。


「えー、皆みなさん。こちらのジュジュは、実はジルサニア第一王女ジェルメーヌであらせられます。故ゆえあって、ツッキーニで迷ってしまい、この村でお世話になりました」


　ミロクが説明すると、スプーンの音が止まった。


　レジスタンスの男たちは顔を見合わせて言葉を探している。笑うところか考えているようだ。


「ほら、やっぱり信じてくれないぞ」


「え、本気だったのか？」


　男たちも反応に困っている。


「えー……さすがにその設定はムリがあるだろー」


　徐じよ々じよに男たちに笑いがこみ上げている。


「オマエの説明が悪い！」


　ミロクをひっぱたくジュジュ。


「ジルサニアから来たってのは服を見れば分かるけど、王女ってのはなぁ」


「別にウソなんかつかなくてもいいんだぞ？　ちゃんと身分が分かって、軍と関わりがないことを証明してくれれば、こっちも満足なんだ」


　身分を証明できるものが、ジルサニア騎き士し団にはある。


　剣けんだ。剣に込められた魔ま力りよくは、その人がどこの隊に所属しているか判別してくれる。おおざっぱな仕事も、剣の形を見ればだいたい分かるようになっている。


　ところが赤目隊は剣を持たない。


「あっ、そうか！」


　ひらめいたジュジュ。


　なんと、その場で左手から「鈴すずの剣」を取り出したではないか。


「うおおおおわっ！」


「なんだぁっ！」


　光る左手に全員が驚きよう愕がくし、そこから剣が出てきたせいで席を立ち上がって逃にげる者まで。武器を構える男もいる。


　やがて光が収まると、ジュジュの手には剣だけが残る。


「これはジルサニアに伝わる宝ほう剣けんだ。そしてそれを収納するゴーレム技術も、私の手にある。どうだ。これで証明できたか？」


「ジュジュ、お前……」


　ジルサニアの真の秘宝である「宝物庫」まで暴ばく露ろしてしまった。


　いや、今ジュジュが持っているものの中で、一番価値があるのはその左手だ。それをさらけ出すくらいのことはしないと、信じてもらえない。


「ツッキーニ軍は、どういうわけか私のこの左手を狙ねらってる。遭そう難なんしたのも、そのせいだ。追われてるのは私たちも一いつ緒しよなんだよ」


　ジュジュはそう続ける。


　男たちは左手をじっと見たまま、言葉が出ない。


「で、でも、なんかオカシイだろ！」


　ようやく男のひとりが声を出す。


「アンタの左手がすごいのは分かるよ！　王女ってのも分かる……けど、なんでウチの国の軍がそれを狙って、しかもアンタがここにいるんだ？　ジルサニアって、ずっと南西の国だろ？」


　そう言われると、話が飛ひ躍やくしすぎている気もする。全部事実なのに。


　仕方なくジュジュは今まで起きたことを全部話した。エルガンディアへ向かう途と中ちゆうで法士に裏切られ、ツッキーニの国境付近で戦せん闘とうし、その結果ここに迷い込んだことを。エルガンディアで近く会議が開かれることは、オーリャが保証してくれた。


「つ、つまりアレか。アンタのその左手は、ツッキーニ軍がわざわざエルガンディアに協力者を頼たのんでまで欲しがるようなモノなのか？」


「それもあるんだろうけど……他にも理由はあるな。今回の件でジルサニアはエルガンディアに抗こう議ぎするだろ。それで両国の仲が悪くなったところに、オウガンや第八国エイスランドが攻せめ込むってのもシナリオとしてはアリだ」


　しかも企たくらんだのはツッキーニだ。国同士が争っている場合ではないこの時期に、問題を起こすことで疑ぎ心しん暗あん鬼きにさせる。第八国エイスランドが毎回やってきたことではないか。


「これで分かってくれたか？」


　最後に「鈴の剣」を左手に戻もどすジュジュ。もう一度部屋を光らせると、何事もなかったようにスープを飲み出した。


　レジスタンスの男たちは無言だが、反論はないようだ。


　オーリャは最初から何も言わずにスープを飲んでいた。


「信じてくれたところで、これからどうしようかね」


　彼女の言葉で、男たちは顔を上げる。そうだ。それを決めるために集まったのだ。


「まず前提として、この村は放ほう棄きするよ」


「戦うのはダメなのか？」


　レジスタンスのひとりが尋ねると、


「ダメ。絶対に負ける。普ふ通つうの機き装そう甲こうならともかく、アイツら絶対に新型を持ってくるからね。それと出くわしたら確実に負ける」


「だが普通の機装甲かもしれない」


「それでも被ひ害がいは出るだろ？　アタシは今この場にいる誰だれも死なせたくない。ひとりも欠けずに逃げたいんだ。貴重な戦力だからね」


「しかし……」


　言いかけて、男はやめる。


　オーリャの気持ちに気づいたのだ。彼女はリーダーとして勝ち目のない戦いは避さけようとしている。それは彼らだけでなく、彼らの家族を守るための判断だ。


「なんでアンタ、新型の機装甲が来るって分かるの？」


　素そ朴ぼくな疑問を投げかけるジュジュ。


「相手も本気だからね。それだけアタシたちが怖こわいんだ」


「つまり、本気でやらなきゃならない理由が、アンタにはあるんだ」


「……そういうこと」


　それは戦力の問題ではない。


「なにかヒミツがあるんだね」


「あるよ。ここに」


　オーリャが指さしたのは、自分のこめかみ。


「ジュジュの左手みたいな秘宝さ。ツッキーニの変化魔ま法ほうのね」


「どんなの？」


　不ぶ躾しつけに聞くジュジュだが、意外にもオーリャはあっさりと教えてくれた。


「アンタのが『宝物庫』なら、こっちは『設計図』だね。伝説の武器や鎧よろい、それに住居や砦とりでのレシピが入ってる。原本は焼いてきたから、今はアタシの頭の中にしかないってわけ」


「派手なことするよなー、姐あねさん」


　男たちも笑っている。


　宝を焼くほど、ツッキーニに不満があるということだろう。


「ただまぁ、設計図はあるんだけど、作るのが難しいものばかりでねぇ……鉄を均ならすのに百年かかるものとか、雲の上で作らなくちゃ形が崩くずれるものとか、実現するのが難しいんだよ」


「それ、作る価値あんのか？」


「あるある。完成すればすっごく強いんだから。技士たちの憧あこがれさ」


「なるほどね」


　納得したジュジュ。


「隠かくれているのは、そのためか。製法が難しい伝説の武器を作って、軍に対たい抗こうしようとしている。だから今は手が出せない、と」


「……そういうこと」


　不敵に笑うオーリャ。


　ひとりも欠けずに逃げたい、と言ったのはそういう事情もあるのか。彼らも技士で、武器を作るのに携たずさわっている。技術力がそのまま戦力になるのか。


「あの堅かたい新型機装甲も、オーリャの『設計図』の？」


　話の流れで浮うかんだ疑問を口にするミロクだが、


「それが……知らないんだ」


「え？」


「アタシの知識にあんなものはないんだ。誰がどうやって作ったのか」


　オーリャの顔が曇くもる。男たちも答えられないでいる。


　製法が分かれば、壊こわし方も分かると思ったのだが、そう上手うまくいかないようだ。


「ま、いいや。やることは分かった」


　ジュジュは空からになったスープ皿を置いた。


「要はオーリャたちが逃げられればいいんだな」


「そう……だけど」


「行き先は決まってるの？」


「ああ。レジスタンスはいろんな場所にある。そのひとつがここから東にある」


「どれくらい時間稼かせげばいい？」


「え？」


　オーリャをはじめ、全員の頭に疑ぎ問もん符ふが浮かぶ。


　まるで商売を始めるような口調のジュジュ。ミロクはすでに彼女が考えていることが分かっていた。


「私たちが時間を稼ぐから、その間に逃げろよ」


　ジュジュが言わなかったら、ミロクが提案していた。


「な――バカ言ってんじゃないよ！　アンタたちだって軍に狙われてるんだろ!?」


「だからだよ。交こう渉しようの余地があるってことだ」


「捕つかまったら、何されるか分からないんだよ!?」


「捕まらねーよ」


　ジュジュはミロクを見る。


　ミロクは強く頷うなずいた。


「俺がジュジュを守る。だから捕まらない」


　要はオーリャたちが逃げられればいいのだ。


　ジュジュが交渉してもいい。


　ミロクが本隊を皆みな殺ごろしにしてもいい。


「なんで……そこまでしようとするんだい？」


　オーリャの問いに、ジュジュはこう答える。


「スープがうまかったから。あと温泉も気持ちよかったし」


　恩返しをするには充じゆう分ぶんすぎる理由だ。


　そんな主君を持って、ミロクは心から良かったと思う。


「あと、オーリャのような人間は、今は捕まっちゃダメだ。世界が落ち着くまで隠れてな。どこで誰が狙ってるか分からねーし」


　第八国エイスランドの魔ま導どう士しはどこにでも現れる。オーリャの「設計図」だって「宝物庫」と同じくらい重要性の高い秘宝のはず。


　魔導士と戦える力がないのなら、せめて隠れておくべきだ。


「ジュジュ……」


　オーリャは席を立ち、側にいたジュジュを見下ろす。
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　何をするのかと思ったら、両りよう腕うででジュジュを抱だきしめたではないか。


「ちょっ、オーリャ……！」


「アンタ本当にエラいねぇ！　まだ小さな子なのに、こんな立派なこと言えるなんて！　アタシがアンタくらいの年とし頃ごろじゃ、スパナ握にぎって親方の言うこと聞くだけだったよ……！」


「な、なっ……！」


　予想外の反応に戸と惑まどうジュジュ。オーリャは目に涙なみだを浮かべている。


「姐さんはもともとああいう人なんだ。すぐ感動しちまう」


　ミロクの近くにいた男が耳打ちしてくれた。


「気に入ったよ！　アンタ最高だ！　賢かしこいしキレーだし！　お姫ひめ様なんだから当然だとしてもさ！」


「そ、そう……？」


　そしてオーリャは真面まじ目めな顔に戻り、


「だから、アタシはアンタに死んで欲しくない。だけど一いつ緒しよに逃にげるわけにもいかないよね」


「それは私も一緒。自分たちも死にたくないし、オーリャたちにも死んで欲しくない」


「そうやって考えた結果が、コレなんだね」


「ああ」


　密着しながら話し合うふたり。


　オーリャはミロクを見て、


「アンタ、そんなに強いの？」


　根本的なことを訊きいてきた。そりゃそうだろう。この作戦の要かなめになるのだから。


「強いよ。私が保証する」


　ジュジュがそう言うと、ミロクの心にも勇気が湧わいてくる。


「ふーん」


　オーリャの目が動く。


　その一いつ瞬しゆんで、ミロクは全てを理解し、動いた。


　ミロクの背後にいた男、そして隣となりにいた男が振ふり下ろす拳こぶしを避けた。


「なっ!?」


　男たちが驚おどろくが、こんなに遅おそい拳、油断していなくても避けられる。


　胸のスロットからニンジンを抜ぬき放はなつ。さらにもう一人の蹴けりがぶつかる前に手で押しのけ、一瞬でオーリャに近づく。


　その喉のど元もとにニンジンを突つきつけると、オーリャはニヤリと笑った。


「おぉ……」


　襲おそいかかった男たちも感かん嘆たんの声をあげる。


「薪まきを切るだけが能じゃないんだね」


「一応、こっちが本業なもんで」


「そっか」


　オーリャの腕うでがミロクを包み込む。


「わっ……！」


　ミロクとジュジュ、ふたり同時に抱きしめられる。


「アンタたち。絶対に死ぬんじゃないよ！」


　温かい肌はだに抱だかれながら、ミロクはオーリャの声を聞いた。


「オーリャも」


「ああ。約束するよ！」


　身体からだは大きいが、とても繊せん細さいで優しい女性。それがオーリャだ。


　彼女と、そして一緒に抱かれているジュジュ。


　ふたりを守るために、ミロクは戦うと決めた。





　　　　　　　＊





　その日のうちに村の全員が脱だつ出しゆつの支し度たくをした。家財道具はそのままに、行き先がバレそうなものは全て処分、持てるものだけを持って出発することに。


　家財道具を置いて、避ひ難なん先で生活できるのかと尋たずねたら、技士がいれば何でも作れるから問題ない、とのこと。最悪、食料さえあればいいらしい。


　ミロクはジュジュと共に村に残る。


　オーリャたちは東に拠きよ点てんがいくつもあるが、ミロクたちにとっては最後の砦だ。


「悪いジュジュ。背中縛しばってくれないか？」


　オーリャの家の二階。ミロクのベッドがある部屋。


「あいよ」


　上司であり姫であるジュジュにお願いごとをするのは久しぶりだ。ジュジュは素直にミロクの背中のひもを縛った。そこには二ふた振ふりの剣けんが×印を描えがくようにくくりつけられてある。


　防寒具を身につけているので、動きに慣れるのに時間がかかる。が、この寒さで防寒具なしは厳しい。手足の感覚を鈍にぶらせるよりマシだ。


「他に必要なもの、あるか？」


「まだ剣が欲しい」


「どんな剣？」


「そうだな……」


　新型機き装そう甲こうが相手だった場合、どうやって斬きるか考える。


　あの時は片手剣で、しかも次の行動を考えながら剣を振った。


　もっと強い剣で、全力で振ったら――果たして、斬れるだろうか。


　それとも違ちがう方法でいくべきか。


「持てるだけ剣が欲しい。あの堅い機装甲にも効きそうなのは？」


「んじゃ、これとこれとこれと……」


　ジュジュの左手からボトボトと剣が落ちてくる。


　さすがに全部持ちきれないが、全部使いたい。そこでジュジュが薬草採りに使ったというカゴに入れることにした。十振り以上の剣を持つことになったが、仕方ない。


「要は時じ間かん稼かせぎだよな」


　ミロクは自分の役割を思い出す。


　オーリャたちレジスタンスが逃げられるだけの時間を稼げば良い。あとは撤てつ退たいするだけ。そして自分たちもジルサニアに帰る。


　帰りの手段は村人が貸してくれた。小さな馬車だが、ふたりで使うには充分だ。


「なんかホラキアの戦争を思い出すな」


　ジュジュの騎き士しになると誓ちかった日だ。


　あの時から、ジュジュへの想いは変わらない。


　いや、今はもっと――


「ん？」


　こちらを見るジュジュに、なぜか目をそらしてしまった。


「ミロク。地図は頭に入れたか？」


「ああ」


　ヴィクトルがくれた地図には、これから進軍してくるであろう本隊の予想進路図が書かれてあった。と言ってもそれほど難しいものではなく、本隊と合流するまではほぼ一本道だ。


　偵てい察さつ兵が帰ってこないことに気づき、本隊が進軍してくるまで、それほど時間はかからないだろう。偵察兵が死んだのが昼で、今は夕方。夜には完全に村に入っているはず。


　ミロクもそろそろここを発たたないといけない。


「じゃあジュジュ。行ってくる」


「うん」


　湿しめっぽい別れの挨あい拶さつなど必要ない。


　どうせ、すぐに会える。


　ここに戻もどってくればいい。


「ミロク。一緒にジルサニアに帰るぞ」


「ああ」


　胸のニンジンを叩たたいて、ミロクは部屋を飛び出す。


　剣の入ったカゴが重かったが、速度を緩ゆるめずに走り続けた。オーリャの家を出て、無人の村を駆かけ抜け、北へ出る道をゆく。


　風が冷たかったが、体温がどんどん上じよう昇しようしてゆくのを感じる。


　久しぶりの感覚。


　あの時と、まるで同じ――








　ミロクもいなくなった。


　静かになったレジスタンスの村で、ジュジュはひとり部屋に残る。


　移動するつもりはない。


　もしもミロクが負けたなら、ツッキーニ軍はまっすぐここにやってくるだろう。そうなったら自分は捕つかまり、左手を奪うばわれる。それで終わりだ。


　じたばた足あ搔がくより、どっしりと構える。それが姫の仕事だ。


　その上で自分にできることを探す。


　さしあたって今のジュジュにできることと言えば、待つことくらいだ。


　やれることは全てやった。


　悔くいはない――はずなのだが。


「…………」


　胸にぽっかりと穴が空いたような虚きよ無む感かん。


　必ず帰ってくると約束した彼。


　だけど、もう戻って来ないような気がして。


「ミロク――！」


　窓を開け、北の方角を見る。


　すでにミロクの姿はない。


「ミロク……」


　少しの別れなのに、ジュジュの胸が苦しくなる。


　帰って来ると信じているのに、何故なぜか不安になる。


　窓から吹き込んでくる風は、ジュジュの心を削けずり取っていくかのよう。


「一いつ緒しよに……ジルサニアに、帰る……」


　交わした約束を口にして、少しでもやる気を奮ふるい立たせる。


　西の山に夕日が落ちていくのが見えた。





　　　　　　　＊





　雪原の向こうの景色がゆらめいた。


　森を抜けると、一本道がなくなる。しばらく行けば方角すら分からなくなる広い平原に見えるが、東西に山脈が見えるので迷うことはない。つまりここはとても広い一本道のような場所だ。


　ツッキーニ軍が通るとすれば、まずここだろう。


　ミロクはそこでずっと立ち尽つくしていた。


　やがてゆらめいた景色が、機装甲を纏まとった集団に変わるまで時間はかからなかった。星が瞬またたく夜空に、黒光りする機装甲が映はえている。


　相手もこちらの意図を読み取ってくれるだろう。


　平原のど真ん中に、武装した騎士が立っているのだから。


　それも周囲の雪に何本も剣を刺さして。


　隊列を組んでいた機装甲の部隊がこちらに気づくと、少しだけ動きが鈍った。そしてミロクがはっきりと視認できる場所までやってくると、左右に展開して扇おうぎ状じように囲い込む。


　ただひとりの人間に、たいした歓かん迎げいの仕方である。罠わなの可能性を考こう慮りよしたのだろうが、ミロクとしてはそのほうが話しやすい。


「こんなところで何やってんだ、ボーイ？」


　ミロクの正面に、男が立っていた。


　他の機装甲とは違う。まるで肉にく食しよく獣じゆうを思わせるフォルムだった。両手両足が異様に膨ふくらんでおり、その反面、顔と胴どう体たいはほとんど平服に近い。あれでは正面から斬ればあっさりやられてしまいそうだ。


　しかし男は余よ裕ゆうぶっている。鍛きたえた身体からだのせいか、それともあの凶きよう悪あくそうなツラのせいか。どちらにせよこちらを侮あなどった態度を取っているのは明白だ。


「あんたがこの部隊の隊長か」


「オイオイ、オレは何をやっているのかと訊きいたんだぜ、ボーイ？　言葉が理解できねぇアニマルじゃあるめーし」


「なら、答えよう」


　一いつ拍ぱくおいて、ミロクは正直に話す。


「隊長に交こう渉しようしにきた。俺はジルサニア騎士のミロク・シーレン。ツッキーニ軍に追われたジェルメーヌ・ジルサニア第一王女の件についてだ」


「……ほう」


　男は片かた眉まゆをつり上げる。


「グッド。いい度胸だ。気に入ったぜ。オレはツッキーニ軍第一師団長、ゼラ・ツッキーニ」


「ゼラ……アンタ、王子か！」


「王子がここにいちゃいけねーのか？　ああん？」


「……それだけ重要な用件ってことか」


「ハッ！　そうだよ！」
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　ゼラは大きな腕うでを振ふり上げる。


　あれは先ほどオーリャが持っていた籠こ手てのように見えるが、よく見ると違う。両手両足とも鉤かぎ爪づめのように鋭するどい。どう見ても相手を切きり裂さくための武器だ。


「この先にいる、オリガ・クヌーンの村に行くんだ」


　その名前はオーリャの本名だろうか。


　オーリャというのは愛あい称しようなのだろう。本名がバレると行動しにくいから。


「プリンセスは別働隊が探している。良かったなボーイ。今のオレはお前に興味がねぇ」


「……なんだと？」


「今は見み逃のがしてやるから、とっとと逃にげろって言ってんだよ。その度胸に免めんじて命は助けてやる」


「俺を見逃して、どうするんだ？」


「任務を続行するだけだ。オレは一度受けた任務を遂すい行こうするまで止まらない。もっとも、オレが作戦を完かん遂すいしたら、弟たちに報告するがな。アイツらはともかく、今のオレにとっちゃプリンセスは二の次だ」


「オーリャをどうする気だ」


「殺す。『設計図』の内容を全部吐はかせてからな」


　ミロクでも一発で理解できるくらい、単純な内容だった。


　だとするならば、やることは決まっている。


　敵の人数を確認する。


　機装甲を身につけた技士が五十人ほど。ほか数名は荷物係。


「……一度だけ、頼たのんでいいか？」


　ミロクは背中から剣けんを抜ぬいた。


　短刀のような、短い刀身。


「言ってみな、ボーイ」


「このまま黙だまって帰ってくれないか？　そうすれば全てが丸く収まる」


「ありがたい申し出だが、答えはノーだ」


　ゼラが手を挙げた。


　背後に待機していた数人の技士がしゃがみ込み、ボウガンを構えた。


　ミロクは大きく深呼吸をする。


「わかった」


　冷たい空気が肺に入り込む。


　心まで凍こおらせる。


　研とぎ澄すまされた神経が、ボウガンの弦つるの音を聞いた。


　それが始まりの合図。





　ミロクは剣を構え、高く跳ちよう躍やくした。





　ボウガンの射手を飛とび越こえ、五十人の鎧よろいの群れに飛び込む。


　あまりの早業に、ミロクの存在に気づきもしない技士が目の前に。


　ミロクは抜き放はなった剣を逆手に構えた。


　――頼む！


「うおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉおおおっ!!」


　気合いと共に、技士に剣を突つき立たてた。


　正面からではない。機き装そう甲こうの関節のスキ間――しかも絶対に守りきれない脇わきの下から心臓に向けて差し込んだ。


「がぁ……っ！」


　機装甲の仮面から血がこぼれるのを確認して、ミロクは次の相手に移った。まだ事態に気づかない馬ば鹿かな技士をもうひとり刺す。さらにその後ろの技士も。


「こいつっ!!」


　四人目でようやく気づかれた。


　全員の注意がミロクに向けられる。


　だが、それでも止まらない。


「うおおおおおおおおおおおおっ！」


　短い剣を刺そうとして、機装甲の腕に阻はばまれた。


　やはりどれだけ気合いを入れても、あの装甲は堅かたい。


　だが、斬きれないと決まったわけではない。


「だあっ！」


　技士の喉のどに剣を突き立てると、ミロクはもう一ひと振ふりの剣を抜いた。


　背後からの殺気に反応して、その剣を振る。今度は普ふ通つうに胴どうを斬るように薙なぎ払はらった。刃はは通らなかったが、攻こう撃げきは――


「がぁぁぁあ――っ！」


　痺しびれたように震ふるえる技士。そのまま昏こん倒とうしてしまう。


　ミロクの刀身から出る雷かみなりのせいだ。柄つかから伸のびる二本の刃の間を強い雷が走っているのである。この「雷かみなりの剣」なら、鎧を通すことができる。


「ふっ！」


　雷の剣を当てるだけで、技士が倒たおれてゆく。斬られることには慣れているかもしれないが、電でん撃げきには慣れていないだろう。鎧を通して体内に響ひびくほどの電撃が、中の人間にどれほどのダメージを与あたえているかなど考えたくもない。


「相手はひとりだぞ！　何やってん――があああおおおっ！」


　そう叫さけんだ技士に雷の剣を当てる。倒れた技士を乗のり越え、怯おびえた者から順に倒してゆく。


「はああああああっ！」


　集団の中に紛まぎれているので、相手は剣を使いにくい。同どう士し討うちになる可能性があるからだ。敵がミロクの位置を定めるより速く動き、ひとりひとり確実に倒してゆく。


「ぎっ！」


　ミロクの雷の剣が、ひとりの技士の腕に当たる。


　なんとその技士は、雷の剣の威い力りよくを知った上で、刀身を握にぎったのである。


「ぎゃあああああっ！」


　叫びながらも剣を離はなさない。


「は、はやく、いまのうちに……やれ！」


「おおおおおおおおっ！」


　ひとりの勇ゆう敢かんな技士の行動によって、仲間が活気づいた。ミロクの前後左右から大勢の技士が摑つかみかかる。剣が使えないので、摑んで動うごきを封ふうじようとしているのだ。


　が、ミロクはあっさりと雷の剣を手放した。


「!?」


　武器はこれだけではない。


　身を低くして敵の腕をかわすと、別の剣を抜く。片手で扱あつかう「盾たての剣」だ。さらにもう片方の手は鎖くさり分ふん銅どうを握っていた。


「よっ、と」


　ミロクが鎖を引くと、地面に刺さっていた剣のひとつが抜けて、こちらに飛んでくる。手にした鎖分銅を技士の足に絡からめつつ、ミロクは引っ張った剣を握る。


　それはくの字型に歪ゆがんだ剣だった。鎖と一体になっており、どこかへ引っかけるのを前提としたものらしい。


　その剣を持ったまま走る。鎖分銅に足を取られた技士が倒れ、その身体からだに躓つまずいて三人ほどの技士が倒れる。倒れたところに飛びかかり、盾の剣で鎧の継つぎ目めを刺した。


「!?」


　背後に殺気を感じたが、遅おそい。


　咄とつ嗟さに避さけたが、肩かた口ぐちを斬られた。


「おおおおおおおおおっ！」


　痛みをかき消すように叫びながら、剣を突き立てる。堅い機装甲に穴を穿うがち、剣は敵の胴体に突き刺さった。


　そしてひとり、次のひとり、


　もうひとり――








「はあっ……！　はぁ……！」


　呼吸を整える。


　まだ敵は迫せまる。


　――あと何人だ。


　数えるヒマもない。


「さがれ！」


　ゼラの声。


　統制されている軍のようだ。その声で一気に人の波が引いた。


　技士たちに包囲されるミロク。


　ゼラはミロクが息切れするタイミングを見計らっていたのだ。


「……やるねぇ、サベッジラビット」


　褒ほめてはいるが、ゼラの声は怒いかりに震えていた。


　すでに部隊の三分の一は倒した。


　残り三十人ほど。


「新型機装甲の技士たちを、ひとりでここまでやるか。噂うわさは聞いてるが、実際に見るとすげぇモンだな。ええ？」


　ミロクは答えず、息を整える。


「ボーイ。何がそこまでさせる？　アイツはそんなにいい女か？」


「…………ここから先へは、行かせない」


　それだけ答えるのがやっとだった。


　近くに刺ささった「鈴すずの剣」を抜く。


「この先に……大切な人がいるんだ…………絶対に傷つけさせない」


　ゼラに言っているのではない。


　自分に言い聞かせているのだ。


　肩かたの傷が痛む。だが、まだ倒れてはいけない。


　どれだけ傷ついても、どれだけ寒くても。


　――ジュジュを守る。


　りん、と剣が鳴く。


「来い」


　鈴が誘さそい、ミロクが招く。


「この……っ！」


　剣けんの魔ま力りよくに触しよく発はつされた愚おろか者ものが突とつ進しんする。


　が、ミロクはまっすぐに剣を構えて動じない。


　――斬れる。


　心で念じながら、機装甲の技士を迎むかえ撃うつ。


　冷静になって見れば、敵はそれほど訓練されていない。機装甲の堅さにあぐらを搔かき、戦せん闘とう訓練をおろそかにしているようだ。


　そんな人間、ただの鉄の塊かたまりと同じだ。


「――ッ！」


　鈴の剣が走った。


　強く雪を踏ふみしめる。剣は技士の胴に吸い込まれるように通り、そして抜ぬけた。その直後に金属が擦こすれるようなイヤな音が響く。


　後には真っ二つに切断された機装甲が、鮮せん血けつにまみれて転がる姿。


　――ありがとう。


　愚かな技士に感謝するミロク。


　本気でやれば斬れることが分かった。ジュジュの宝ほう剣けんは、やはりとんでもない業わざ物ものだ。


「シット」


　ゼラが舌打ちする。


「そうかよ。もう破られたかよ」


　頭を搔いて悔くやしがっている。


　しかしすぐに立ち直り、部下に命令する。


「じゃ、ダメだ。お前らじゃコイツに勝てねぇ」


「では……？」


「撤てつ退たいだ。コイツの目もく論ろ見みは達成されちまった」


　ゼラはミロクを親指で示す。


「どうせ時じ間かん稼かせぎなんだろ、ボーイ？」


　ミロクは答えない。口を開く余よ裕ゆうがないのだ。


　それを良いことに、ゼラが続ける。


「今いま頃ごろ、村は逃にげ支じ度たく――いや、もう逃げてるんだろうな。斥せつ候こうが殺された時点で気づくべきだった。んでお前は時間を稼かせいで、戦力も減らす――」


「…………」


「ハッ！　バカかオメーは！　たったひとりで、できるわけねぇだろうが！」


　二十名ほどの技士の死体を見るゼラ。


「できるわけねーことをやりやがって……ホント、ジルサニア騎き士しってのは化け物かよ」


「……帰れ」


　それだけを口にするミロク。


　用件は、たったそれだけなのだ。


「言ったろ。今から追っても間に合わねーよ。これ以上ムダに戦力を削けずるのもバカらしい。お望み通り、帰ってやるよ」


　言葉とは裏腹に、ゼラだけが一歩前に出る。


「殿でん下か……？」


　部下も分からないらしく、ゼラを見る。


「だがボーイ。テメーだけは野放しにできねぇ。オレが直じき々じきに殺す」


「殿下！」


　ゼラの部下が止めようとするが、


「帰れっつったろ！　オメーらじゃ相手にならねーんだよ！　オレの〝メドベージ型〟機き装そう甲こうじゃなけりゃ無む駄だ死じにだ」


「……では、鐘かねひとつ（約一時間）で迎えに来ます」


「おう」


　技士たちは背を向けて、歩き出す。


　なんと親玉を残して、部下は去っていったではないか。


　普ふ通つう、大将だけは守りきって死ぬのが部下の務めであるはずなのに。


「……いいのか？」


　一応、ミロクも尋たずねる。


　ここでゼラを殺せば、ツッキーニにとってどれだけの損害になるだろう。


「味方が近くにいると、オレも本気出せねーんだよ」


　両手の籠こ手てを打ち合わせるゼラ。


　鉤かぎ爪づめが当たり、火花が散った。


「分かった」


　それだけ強さに自信があるなら、こちらも本気を出さなければなるまい。


　ミロクは鈴の剣を構える。


　五十人を相手にした時は血が滾たぎったが、今は逆に冷え切っている。


「ジルサニア王国騎士団赤目隊〝咬兎サベツジラビツト〟ミロク・シーレン。相手になる」


「ほう、ジルサニアじゃそうやって名乗るのかい」


　ゼラはニヤリと笑い、両手を合わせた。


「オレは名乗らねぇ。〝熊メドベージ〟が獲え物ものを殺す時に、わざわざ名乗らないようにな！」


　本来ならば剣を交えるはずのない立場のふたり。


　ツッキーニの夜空を照らす月だけが、彼らの戦いを見ていた。




４　赤の月四日　白銀を赤く染め




　レジスタンスの村の位置を地図で調べると、ツッキーニ王国の南西、国境ギリギリの位置にあった。いざというときにホラキアへ逃げるためだろうか。


「ふーん、南には山脈に抜ける道がいっぱいあるんだ」


　壁かべに掛かけられた大きな地図を見ながら、ジュジュはひとりで呟つぶやいた。


　誰だれもいないオーリャの家は、当然ながら静かだ。話し相手がいないのでつまらない。かといって来るかどうか分からない敵を待ち構えていても息が詰つまる。


　湯が沸わいたので、お茶を淹いれることにする。食料はレジスタンスが持っていったが、少しだけ茶葉が残されていた。


「お、意外とイケる」


　トーラットの好みとは違ちがうのが、また新しい気持ちにさせてくれる。国が違えば茶葉も変わるのか。


　お茶を飲み干すと、静せい寂じやくの中、ジュジュは天てん井じようを見る。


　こんなに静かなのは久しぶりだ。


　王宮の自室も防音処理が施ほどこされているが、それとはまた違った静寂だ。雪が音を吸収し、さらに動く者が誰もいない、本当の孤こ独どくからくる無音。


　普ふ段だんはうるさい部下や、温かい国民の言葉が聞こえてくるから、ジュジュにとってはこの静けさは宝物に等しい時間だった。


　この静寂を破るのは、果たして何か。


　ひとりの足音か――それとも複数か。


　ジュジュにできることと言えば、信じることだけだ。


「暖だん炉ろはつけないの？」


「うわああっ！」


　いきなり声をかけられて、跳び上がった。


「だ、誰だ!?」


「僕だよ」


　いないはずの人間がそこにいた。


　窓の向こうにヴィクトルが立っているではないか。


「寒くない？　食べ物はある？」


　改めて玄げん関かんから入ってきたヴィクトル、手早く暖炉に火を入れ、棚たなから毛布などを取り出してジュジュに渡わたす。ここはオーリャの家なのに、よく分かるものだ。


「……何しに来たんだ？　忘れ物？」


「うん」


「取りに帰るほど大事なもの、忘れんなよ」


「ハハハ、確かに」


　ヴィクトルは苦笑し、そして椅い子すに座る。


「ジュジュ。君に伝えたいことがあった」


「……言ってみな」


　わざわざそのために戻もどったというのか。


　それほど大事な用件なのかと身構える。


「あ、そんなにたいしたことじゃないよ」


「いいから早く言えよ」


「ディアートに伝えて欲しいことがあって」


「……やっぱり、そうか」


　ツッキーニ出身のディアートには、幼少の頃ころからの友人がいた。


　名をヴィクトルという。


　同じ名前のツッキーニ人などたくさんいるだろうが、どうも彼は前からジュジュの事を知っているふうだった。おそらくディアートを通じて情報を得ていたのだろう。


「アイツ、元気にしてる？」


「ああ。クソがつくほど元気だよ」


「そっか」


　ヴィクトルの顔は晴れない。何かを隠かくしているというか、ジュジュが何かを隠しているのではないかと疑っているかのような顔だ。


　別にディアートの待たい遇ぐうは普通だ。


　そう、ミロクと同じくらいの扱あつかいである。


「じゃあ、今度会いに来てくれるように言ってもらえないかな？」


「会いに？」


「ダメかな？　君の部下だから、やっぱり自由にできないかな」


「いや、そうじゃねーけど……手紙とかじゃダメな用件なのか？　なんなら私が伝えるぜ？　安心しろ、極秘事じ項こうから私の悪口まで、一言一句漏もらさず伝えてやるよ」


「伝言じゃダメなんだ。どうしても直接会って渡したい物がある」


「…………」


「時間がないんだ。なるべくすぐに会いたいんだ」


　そこまで焦あせるからには、理由があるのだろう。生ものや果くだ物ものでも食わせたいのか、あるいは――


　もうすぐ会えなくなるからか。


「その肌はだの病気、重いのか」


「……ああ」


　鉄血病という病は、いずれ鉄が心臓を蝕むしばんで死に至らしめるという。


　ヴィクトルが優れた鍛か冶じ屋やだからこそ、寿じゆ命みようが縮まるのだ。鉄と触ふれあう時間が長ければ長いほど、より身体からだと混じり合うから。


「ディアートに、僕の生きた証を渡したい」


　死を覚かく悟ごして、なお鍛冶屋として作品を作る職人魂だましいには感服する。


　そんな彼に、ディアートは心を動かされた。そしてジュジュの誘ゆう拐かいに手を貸し、犯罪者となった。その事実を、おそらくヴィクトルは知っているのだろう。


　友人を汚けがしてまでも作り上げたかった作品とは、どのようなものか。


　訊ききたかったが、それはジュジュの役目ではない。


「分かった。生きてジルサニアに帰ったら、必ず伝える」


「ありがとう」


「だけど私は、ミロクが帰ってくるまでここを動く気はねーぞ。分かってるな」


「ああ、それでもいい。僕もミロクに賭かけたひとりだ」


　ヴィクトルは立ち上がり、ジュジュにもう一度礼を言って家を出て行った。


　ドアが閉まると、またひとりになる。


「…………」


　残されたジュジュは、再び訪れる孤独に身を委ゆだねる。


「ったく、男ってヤツぁ……」


　呟きは、暖炉の薪まきが爆はぜる音にかき消された。
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　村を出て、ヴィクトルは東へ走る。


　機き装そう甲こうを変化の魔ま法ほうで変形させたスキーは、雪道を走るより速く進んでくれる。シュプールで敵に捕捉される可能性がないわけではないが、今は時間が惜おしい。


　山道を登り、斜しや面めんは滑すべり降おりる。


　そうして鐘かねひとつ（約一時間）ほど進んだとき。


「ん――」


　ヴィクトルは崖がけの上にいた。北から東までの景色が一望できる。


　オーリャたちの集団は、ここからでは見えない。動物に車を引かせているとはいえ、三十人ほどの集団が移動するとなると時間がかかる。今ごろは隣となりの県まで行っているだろうか。


　遠くから視線を下げる。


　すると、一台の馬車を発見した。


　オーリャたちではない。


　遠目にしか確認できていないが、ツッキーニ軍の制服が見えた。機装甲は身につけていない。おそらく斥せつ候こうだろう。


「まずい……！」


　ヴィクトルはその場に伏ふせる。


　制服を着ているのは、ふたり。


　そして荷台に座る五人がコートを羽織っている。その下に機装甲を着けているかは不明。


　東へ向かっている。


　このまま進むと、オーリャたちと鉢合わせするだろう。


　どうするべきか考える。


　彼我の距きよ離りは遠い。さらにこっちは崖の上だ。


　今からスキーで滑り降りても追いつけないだろう。


「迷っているヒマは……ない、か」


　ヴィクトルはポケットから黒い塊かたまりを取り出す。


　ダイヤモンドのような形をした、手のひらに載のるサイズの金属。


「…………」


　少しだけ、ためらう。


　今日これを使うのは二度目だ。


　また、体内に鉄が入り込むかもしれない。


　――だが、やらなきゃオーリャが殺される！


　ヴィクトルは右手に持った黒い塊に意識を集中する。全身の魔ま力りよくを一点に注ぎ込み、塊に命を吹ふき込んだ。


「展開――」


　塊が溶よう解かいした。


　右手にドロリとまとわりつき、そこから腕うで、肩かた、首、そして全身に黒いモノが浸しん食しよくしてゆく。


　やがてヴィクトルの全てを飲み込んだ黒い金属は、全身に波は紋もんを残して反応を止めた。


　これがオーリャの「設計図」から作り出した伝説の防具。


「継つぎ目めのない鎧よろい」だ。


　鎧の唯ゆい一いつの弱点は、当然ながら鎧を身につけていない部分。首や関節など、人間が動くにはどうしても鎧をつけられない箇か所しよが存在する。


　その弱点を消すために、ツッキーニの技士たちが生み出したのがこれだ。


「ふっ！」


　ヴィクトルは崖から跳とんだ。


　生身ならば確実に死ぬであろう高さから落ちて、そのまま衝しよう撃げきを殺しもせずに走り出す。着地の衝撃で、大量の雪が降ってきた。


　雪道を走り、軍の馬車を追う。


　景色がものすごい勢いで流れ去ってゆく。


　スキーよりも速く雪を蹴けるのは、細いハリガネのような足。


　足からハリガネが生えているのではない。


　足が変化して細くなったのだ。


　そう、「継ぎ目のない鎧」は全身を金属にする技。


　それを身につけた人さえも変化させる、禁断の鎧。


　だから血液に鉄が混じる鉄血病が悪化する可能性はとても高い。未熟な技士が魔法を使えば、たちまち鎧に飲み込まれてしまう。


　すぐに馬車の後部が見えた。


「恨うらみはないが――オーリャのためだ」


　右手が剣けんの形に変化する。


　馬よりも速く走る勢いで、ヴィクトルは跳ぶ。
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　ゼラが部下を下がらせた理由はすぐに分かった。


　剣を一度でも交えたなら、弱い者ならその力に戦おののく前に命を奪うばわれているだろう。


「どぉおおおおおおおっ！」


　足に着けた機装甲のおかげで、高い位置から鉤かぎ爪づめを振ふり下ろすゼラ。ほとんどミロクの顔の大きさに近いそれを、まともに剣で受ける気にはなれなかった。


　紙かみ一ひと重えで避さける。


　それが間ま違ちがいだった。


　ゼラの鉤爪は雪を抉えぐり、地面を抉った。


　まるで爆ばく弾だんを破は裂れつさせたような衝撃が横よこ殴なぐりに襲おそってくる。


「おおおおおおおっ!?」


　爆ばく心しん地ちからほど近いミロクの身体からだがきりもみ状に回転し、吹き飛とばされた。地面に叩たたきつけられるより早く受け身を取り、膝ひざをつく程度まで立ち直る。


　顔を上げると、すぐにゼラが近づいてきた。


「な……!?」


　あんなに重い一いち撃げきを繰くり出だす機装甲を身につけているのに、動物のような素早さ。


「ドォラァアアアアアアッ！」


　もう一度、爆ばく撃げきが降ってきた。


　今度はミロクは避けなかった。鉤爪を受け止めるつもりで剣を振り上げる。


　上から振り下ろす力の方が、下から持ち上げる力より強くなる。ましてやゼラの〝メドベージ型〟機装甲はホラキア軍の巨きよ大だい槍やり以上の威い力りよく。


　が、ミロクの剣は鉤爪を叩く。するとゼラの拳こぶしの軌き道どうが逸それ、わずかに横に滑った。威力を殺したのではなく、方向を変えさせたのだ。


　鉤爪が地面を叩くが、先ほどのような爆ばく発はつは起きない。


　そして返す刀で、ミロクは胴どうを狙ねらう。


　これほどの威力の機装甲だ。スピードはミロクの方が速い。


「ちっ！」


　が、ゼラは避けるのではなく、倒たおれ込むようにしてミロクに接近する。密着するように近づかれると、鈴すずの剣のような長い得え物ものは扱あつかえなくなる。


「おおおっ!?」


　殺気を感じ、ミロクはその場に伏せた。一いつ瞬しゆんの判断が命を救った。密着したゼラは、ミロクを抱だきしめるように鉤爪を振るったのだ。前でも後ろでも、どちらに避けても死んでいただろう。


「だぁああああああっ！」


　立ち上がる前に、地面を蹴る。


　低い姿勢のまま、ゼラの股またの下をくぐり抜ぬける。背後に回ったミロクは、ゼラの背中を斬きりつけた。


「ぐあっ！」


　鮮せん血けつが噴き出した。


　面白いように簡単に斬れた。もともとゼラの機装甲は両手両足にしかついておらず、胴はガラ空きなのである。おそらく重量やバランスに関係があるのだろう。でなければわざわざ弱点をさらけ出したりはしない。


「ちぃぃいいっ！」


　ゼラの背中を斬れはしたが、浅かった。


　振り向むきざまに、鉤爪の一撃。


「っ!!」


　今度は避けられなかった。ミロクは鈴の剣で鉤爪をまともに受け止める。


　爆ばく音おんを聞いた気がした。


　鈴の剣に叩きつけられた鉤爪は、威力を殺さずに全力をミロクに加える。結果、ミロクの周囲の雪がまとめて吹き飛び、ミロク本人も石ころのように飛んだ。


　ふわり、と宙に舞まう感覚。


　そして地面に叩きつけられた。


「……！　……っ！」


　背中を打って、息が詰つまる。


　剣を探す。


　が、遠い。


「ハハハハァァ！　まだ死んでねぇのか、ボーイ！」


　前方に見えるのは、追つい撃げきしてくるゼラの姿。


　――速い！


　あんなに重い機き装そう甲こうを身につけているのに、どうしてあれだけ動けるのか。


「くそぉっ！」


　立ち上がり、雪を蹴って走る。


　鈴の剣ではなく、一番近くに刺ささっている盾たての剣を手に取る。


　ゼラは距離を詰めると鉤爪ではなく、機装甲をつけた足で蹴りを入れてきた。


　それを盾でいなしつつ、また背後に回る。


　今度は斬りつけたりせず、距離を取った。


「……はぁ…………！　はぁ……！」


　息を整えつつ、ゼラを観察する。


　――いや、速いんじゃない。


　ゼラは力任せに振り回しているように見えるが、実はとてもクレバーだ。敵の強さを見極め、試すように武器を使う。どれだけの力で武器を使えば、次の動作に移りやすいか考えている。


　反応自体も速い。不測の事態にもついていく。弱点をさらけ出し、相手がそこを狙ってくることを予期した戦い方もする。


　――強い。


　アーニィやヴィジャのように技や心が強いのではない。ビスマルクのような策士というわけでもない。


　純じゆん粋すいに、戦いが上手いのだ。


　自分によく似た何かを感じる。


　おそらく――根っからの戦いくさ好きだ。


　あえて弱点をさらけ出すような危険なマネをするのも、敵を誘さそい込む他に自分を興奮させるという理由も付ふ随ずいしているのではないか。


「……ふうっ」


　ミロクは呼吸を整える。


　ゼラを倒す方法はないか。


　ちょこまかと動いても押おし潰つぶされる。胴を狙っても阻はばまれる。


　ゼラはそういう戦いが大好きなのだろう。小さく動き回る虫を潰すことに快感を覚えているのだ。


　では動くのをやめてみよう。


　試していない戦法が、ひとつだけあった。


「えーと、あ、あった」


　盾の剣を捨て、近くにある別の剣を拾う。


　それは鞘さやに入った長ちよう剣けんだった。


　オウガン軍で使われている「カタナ」と呼ばれる剣によく似た形をしている。が、カタナとは違ちがい両りよう刃ばの剣だ。


　鞘から小さく抜いてみる。


　刀身が濡ぬれていた。


　剣を濡らしている液体が何なのか不明だが、この水が剣の滑すべりを良くしてくれているらしい。速く抜き放はなつことができる。


「よし――」


　まさに欲ほつしていた条件に合う。


「準備はいいのか？　ボーイ？」


　待っていてくれたようだ。ゼラが立ち止まっている。


　ミロクに策が少ないことを知っているのだ。


「ああ。待たせた」


　ミロクはその「水みずの剣けん」を脇わきに構え、静かに腰こしを落とした。


「来い」


　目を閉じ、ゼラを待ち構える。


　静まりかえる夜の雪原で、息を殺し、ゼラの姿ではなく気配を感じる。


「……フン。真っ向勝負かよ。命を捨てたか？」


　ミロクは答えない。


　もう、これしか手が残っていない。


　爆弾のようなゼラの機装甲。


　避けてもダメならば、真っ向から叩き斬るしかない。


「じゃあ、死になっ!!」


　地を蹴ける音。


　どうやらあの足に着けた機装甲が、強い脚きやく力りよくを生んでいるらしい。衝しよう撃げきに飛ばされるような形で、ゼラが急接近してきた。


　巨きよ大だいな鉤かぎ爪づめがミロクを頭からえぐり取ろうとする。


　――あと、少し。


　タイミングが命。


　死線のギリギリまでミロクは待つ。


　一度は斬ることができた新型機装甲。あれと同じ材質でできているのであれば、切断することは可能だ。


　どこか一カ所でも斬ってしまえば、重さのバランスは崩くずれるはず。


　――できることなら、そのまま胴を切断する！


　チリッ、とした感覚が髪かみの毛けに触ふれた。





　瞬しゆん間かん、水の剣がうねる。





　ミロクとゼラの身体からだが交こう錯さくした。


「……ッッ!!」


　鈍にぶい痛みがミロクの胴どうを焼く。


　鉤爪に斬られた。


　だが、倒れない。


　ミロクの剣がそれより速くゼラの機装甲を切断した。


「ぐ……！」


　ミロクの腹の傷と引ひき換かえに得たものは、ゼラの胴体の傷と、右手の機装甲の命。


　交差するふたりは、そのままよろよろと雪に倒れた。


　がらん、と機装甲が転がる音。


「はぁっ……！　はぁ……！　はぁっ……！」


　付ふ加か魔ま法ほうがかけられているはずのジルサニア騎き士しの制服が裂さかれた。三本の傷から真っ赤な血が流れ出す。傷自体は浅いが、出血が多い。


「お……おぉ……！」


　右手の機装甲を真まっ二ぷたつにされたゼラは、同じように腹を押さえている。


　やはりバランスが取れないらしい。身体を傾かたむけて、起き上がれないでいる。


「…………！」


　ミロクは振ふり返かえる。


　水の剣をもう一度使おうとしたが、ダメだった。今のゼラの一いち撃げきで、鞘が壊こわれてしまっている。あの鞘から水が出ているらしく、剣の方は乾かわいたまま。さらにところどころ刃はこぼれして使い物になりそうにない。


　――アイツ、宝ほう剣けんを破は壊かいしたのか……！


　伝説の武器を破壊できるほどの近代武器。


　その力をこれ以上使わせたら、自分どころか世界の力関係が変わるのではないか。


　そうなる前に、ゼラを倒さなくては。


「ハ……ハハハ……」


　ゼラが立ち上がる。


「悪い……お前、名前、なんて言ったか……？」


「……ミロク・シーレン」


「サンキュー。オレはゼラ・ツッキーニだ」


　改めてゼラが名乗った。


「シット！　このスクラップどもめ！」


　手足の機装甲を脱ぬぎ捨すてる。


　そして残ったものは、破壊された右手の機装甲。その破片。とがった金属の破片は、ナイフのように鋭するどかった。さらにゼラが魔法をかけると、持ち手が柄つかのように形を変える。


　ミロクも近くに武器がないか探す。


　だが切れない水の剣しかない。


　――いや。


　最後の武器があった。


　スロットから愛用の武器を取り出し、アミュレットを巻き付ける。ジュジュがミロクのために発注してくれた、特注のものだ。


「行くぞ」


　ミロクはそれを逆手に構える。





「――お前ごとき、ニンジン一本で充じゆう分ぶんだ」





　ゼラは機装甲を着けていなくても速かった。


　雪を蹴って突とつ進しんしてくる姿は、本物の熊くまのようだった。


「ハハハハッ、気に入ったぜミロク！」


　破片を腰だめに構えるゼラを、ミロクも走って迎むかえ撃うつ。


　どちらも小さな武器だが、侮あなどれない。密着状態で長剣は振れないが、このくらいの短い武器なら自由に扱あつかえるのだ。


　ミロクのニンジンが、ゼラの破片を弾はじく。


　二撃目を入れようとしたところで、ゼラの太い足がミロクの胴どうに刺さった。


「ぐぉ……っ！」


　傷口に入った。痛みが全身の動きを止める。


「おおおおぉおおっ！」


　その痛みを相手に移すような心づもりで、ミロクはニンジンをゼラの蹴り足に叩たたき込んだ。


「くっ！」


　予想外の衝撃だったのだろう。


　ニンジンではありえない強さの反発力に、ゼラの足が下がり、雪で滑すべる。


　片かた膝ひざをついたゼラの頭の位置は、ちょうどミロクの真正面だった。


「うおおおおおおおおおおおおおおっ!!」


　大きく振りかぶったニンジンが、ゼラの顔面を直ちよく撃げきした。


　後頭部から雪に叩きつけられ、埋うまるようにして転がっていくゼラの巨きよ体たい。さらに追つい撃げきしようとミロクは走り、ゼラの胴にもう一度ニンジンを叩き込んだ。


「ごふっ！」


　鳩尾みぞおちを叩かれ、ゼラは吐と瀉しやする。


　それきり、動かなくなった。


「はぁ……っ！」


　もう一いち撃げき喰くらわせようと振りかぶったところで、ミロクは手を止めた。


　ゼラにとどめを刺さしてはいけない。


　これでも王子だ。ジルサニアとの関係を悪化させる可能性がある。


　オーリャが逃にげる時間も充分に稼かせげただろう。殺す理由はない。


「…………帰るか」


　それよりも今やらなければならないことは、ジュジュに会うことだ。


　約束したのだ。一いつ緒しよにジルサニアに帰ると。


　ミロクは持ってきた武器を全て回収してカゴに入れる。その間もゼラは起きなかったが、死んではいないようだ。


「できれば、もう二度と会わないことを祈いのるよ」


　最後にミロクはゼラが捨てた機き装そう甲こうを持ち主の側に置き、雪原を後にした。


　血を流しすぎたせいか、視界がぼやけてきた。


　今度倒たおれても、黒い鎧よろいは助けに来ないだろう。


　なんとなく、そんな気がした。





　　　　　　　＊





　太い幹に叩きつけられ、枝に掛かかっていた雪が落ちる。


「がはっ！」


　背中を強打し、ヴィクトルは動けなくなった。


　全身を守ってくれるはずの「継つぎ目めのない鎧」は、ところどころに丸い穴が空いており、そこからは血が溢あふれている。致ち命めい傷しようはひとつもないが、関節や骨がボロボロだった。


　ヴィクトルは自うぬ惚ぼれていた。


　自分が叩き上げた金属を使い、オーリャの「設計図」を用いた「継ぎ目のない鎧」は誰だれにも負けないと思っていた。それはその通り、これ以上強い武器をヴィクトルは知らない。相手の武装も格段に下回っていた。


　だが、負けた。


　自分の技量不足が原因だ。


　当たり前の話だ。技士の強さが機装甲の強さだと思っている輩やからは多い。実際、ツッキーニでは強さの優ゆう劣れつは武器の優劣だった。


　それを覆くつがえす強さと技の持ち主に出会ったとき、技士は何もできない。


「くっ……！」


　魔ま力りよくを保っていられなくなった。「継ぎ目のない鎧」の展開ができなくなり、ヴィクトルの身体から黒い金属が溶とけ落ちてゆく。やがてそれは黒い塊かたまりに戻もどった。


　顔を上げるヴィクトルの目の前に、槍やりの穂ほ先さき。


「…………驚おどろいた」


　槍の使い手の、若い声。


　少年――あるいは、少女。


　フードを被かぶっており、顔はよく見えない。長い黒くろ髪かみが白い雪と対たい照しよう的で、とても美しくなびいている。


　だがその下に身につけている赤い鎧には見覚えがあった。槍の使い手の背後に控ひかえている四人の部下たちも、同じ色の鎧を着ていた。


　四人の部下は、先ほどから何もしていない。


　あの槍の使い手が、たったひとりでヴィクトルを倒したのだ。


「ツッキーニの技士は、ここまで強くなっていたのか。一歩間ま違ちがえば、私がやられていた。その鎧……だか服だか知らないが、量産されれば驚きよう異いとなるだろう」


「…………」


　ヴィクトルは答えない。


　それよりも気になることがある。


「君たちは……ツッキーニ人ではないな」


「そうだ」


　槍の使い手は素直に答えた。


「どうしてツッキーニ軍と一緒にいるんだ……？」


　理由はヴィクトルもいくつか推測できる。


　だが、それは――


　ツッキーニだけの問題ではなくなる。


「その技術は惜おしいが、残念ながら私は貴方あなたを殺さなくてはならない」


「……やるなら、早くしろ」


「その意気、感服した。武人として尊敬する」


　槍が引かれる。


　しかしその時、空が一いつ瞬しゆんだけ赤くなった。軍の誰かが信しん号ごう弾だんを投げたのだろう。


　ヴィクトルもオーリャにいくつか教わったことがある。


　あれは確か撤てつ退たいの合図だ。


「……運が良かったな」


　槍が止まった。


「僕を殺さないのか？」


「撤退命令が出たからな。逆らえない」


「ツッキーニの命令に、君たちが従うのか……？」


「そういう規約だからな」


　これで確信した。


　ツッキーニ王国は、国王はすでに――


「そこまで話しておいて、どうして僕を殺さない？」


　変な話だ。普ふ通つうは口くち封ふうじのために殺すだろう。ヴィクトルが同じ立場でもそうする。


　しかし槍の使い手は首を横に振ふる。


「どちらにせよ、いずれ大陸中に知しれ渡わたる。さらばだ。達者でいろ」


　それだけ言うと、ヴィクトルに背を向けて歩き去っていく。


　本当に殺すつもりがないようだ。


　部下の四人はチラチラとこちらを警けい戒かいしている。彼らはヴィクトルが背後から襲おそってくる可能性を考こう慮りよしているようだが、隊長らしい槍使いはまったく気にせず歩いてゆく。


　が、ヴィクトルには襲うつもりはなかった。


　なにしろ初撃も背後からだったのだ。完全に不意をついたつもりだったのに、あの槍使いに避よけられたのだ。今この状態で再度同じことを試みても、結果は見えている。


　だからヴィクトルは、攻こう撃げきの代わりに言葉を投げかける。


「待ってくれ……」


　槍使いの足が止まる。


「名前を……君の名前を教えてくれ」


　ダメもとで言ってみたが、槍使いは顔だけ振り返かえる。


「オウガン軍特とく殊しゆ部隊〝天てん尾び〟隊長、武士シェンラン・オウガン」
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　聞いたことがある。


　確かオウガンの中でも、特に強い者に与あたえられる称しよう号ごうが「武士」だったはず。オウガン帝国に百人くらいしか存在しない、とても価値のある称号だ。


　それを、あの若さで得たというのか。


　負けて当然だ。


　雪の林道に消えていくオウガンの武士たちを、ヴィクトルは見送ることしかできなかった。抵てい抗こうしようという気すら起きなかったのは、あの武士が強かったからではなく、その称号に恥はじない高潔な人だったからだ。


「くっ……」


　傷の痛みに顔をしかめる。


　逃げたはずのオーリャと、戦っているであろうミロクのことを思い出す。


　皆みんな、無事だろうか。


「うううぅ……！」


　敵が見えなくなってから、ヴィクトルは木に手をついて立ち上がる。


　もう一度親友に会うまで、死ぬわけにはいかないのだ。





　　　　　　　＊





　レジスタンスの村は静かだった。


　全ての家から明かりが消え、ヴィクトルの家の煙えん突とつからも煙けむりが出ていない。


　もう、誰もいない。


　ミロクは足を引きずりながらオーリャの家に行く。


「おう、おかえり」


　ジュジュがいた。


　真夜中になっているというのに、変わらない笑顔で出で迎むかえてくれた。テーブルにはオーリャのスープが温められており、暖だん炉ろにも火が入っていた。


「んだよ、この世の終わりみたいなツラしやがって」


「そんな……ひどい顔してるか？」


「ひでーツラだぞ？」


　クスクス笑うジュジュを見ていると、ミロクの気持ちもほぐれてきた。寒い中ここまで歩いてきたのだ。顔も白いし唇くちびるも紫むらさき色いろになっているだろう。


「ほら、こっちこい」


　お湯で濡ぬらした温かいタオルがミロクの顔面にかかった。


　今まで雪の中を歩いてきたミロクにとっては、とろけそうなほど心ここ地ちよい。髪かみについた雪が溶けてゆき、骨まで温められそうだった。


「あ、ありがとう、ジュジュ」


　ありがたく思うと同時に、なんだか薄うす気き味み悪わるい。


　こんなに甲か斐い甲が斐いしいジュジュなど見たことがない。もしかして誰か別の人間が成り代わっているのではないだろうか。


「なんだその目は」


「い、いや、別に」


　なにも反応がないのに悪態をつくということは、ジュジュ本人も似合わない事をしている自覚があるのではないだろうか。


「悪いジュジュ。それよりもスゲー腹減った」


「あいよ。オーリャのスープ飲み尽つくしてしまえ」


　テーブルにつくと、匂においだけで食しよく欲よくが限界を超こえそうだった。ジュジュが席に着くのも待たずに、ミロクはスープを飲んだ
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　先ほどのタオルが外側からだとするなら、このスープは内側からミロクを温かくする。天国のような感覚だったが、今のミロクは修しゆ羅らの如ごとき形ぎよう相そうでスープを飲みまくっていた。


「……その様子だと、勝ったんだよな」


　呆あきれた表情のジュジュ。


　そういえば説明していなかった。


「ああ。ツッキーニ軍は撤退させた。親玉も叩たたいておいたから、オーリャも大だい丈じよう夫ぶだと思う。少なくともこの村には来ない」


「ん、ご苦労」


　頷うなずき、ジュジュもスープを飲み始める。


　報告も済んだし、スープも飲んだ。


　もうこれで満足だ。


　いや、何か忘れている気がする。


「あ、そうだ忘れてた」


　立ち上がり、部屋に行こうとして倒たおれた。


「ミロク!?」


　ゼラによって腹を斬きられていたのだ。


　出血を止める必要があったのだが、制服の魔ま力りよくがある程度の出血を抑おさえる効果を持っており、疲つかれと食欲にかき消されてしまったのだ。


　立ち上がろうとしたが、ダメだった。


　ミロクは深い眠ねむりの中に落ちてゆく――








「はっ！」


　目覚めると、朝だった。


「え？」


　ミロクは現在の異様な状じよう況きようについて、必死に情報を集めようとする。


　何か寒いと思ったら上半身は裸はだかで、腹を包帯でグルグル巻きにされている。ここは極寒のツッキーニではなかったか。


　さらに何か痛いと思ったら、ガタガタ揺ゆれる荷台に寝ねかされていて、その振しん動どうで頭を打ち付けているようだ。


　身体からだを起こすと、快晴の空。


「ジュジュ？」


「起きたかミロク」


　ジュジュが御ぎよ者しやになって、馬を操っていた。


　今ミロクたちがいるのは馬車だ。


　ようやく現状が分かった。つまりミロクが倒れた後に、馬車に寝かされたのである。


「わ、わ、悪いジュジュ！　すぐに代わる！」


　理由があるとはいえ、主君に御者をさせてしまった。


　慌あわててミロクとジュジュは場所を入いれ替かえる。


「もう平気なのか？」


　彼女が訊きいたのは、腹の傷のことだろう。


「ああ、もう大丈夫だ」


　半分はウソだ。まだ傷は治っていないが、倒れるほど辛つらくはない。この包帯もジュジュが巻いてくれたのだろう。


「すまなかったなジュジュ。俺のこと馬車まで運んでくれたのか」


　そう言ってから、ちょっとそれは無茶ではないかと思い直す。


　ミロクの身体を運べるほど、ジュジュに力はない。せいぜい足を持って引きずるくらいだろう。


　では、誰だれが馬車の荷台に乗のせてくれたのか。


「私、運んでないぜ？」


「えっ？」


「ブッ倒れて寝てたお前に『馬車まで行け。命令だ』って囁ささやいたら、ムクッと起き上がって荷台に乗って、また寝てた」


「…………」


　ジュジュの命令を無条件に聞くように調教されていたのか。


　習慣とは恐おそろしいものだ。


「で、これ地図な」


「おう」


　後ろから渡された地図を見ると、レジスタンスの村からエルガンディア共和国へ出られる道があるそうだ。丁てい寧ねいにオーリャのメモが残されており、素しろ人うとでもたどり着けそうだ。


「で、今どのへんなんだ？」


「……さぁ？」


「え？」


　改めて地図を見るが、一本道ではない。ところどころ枝分かれしている道があり、それらは北の街道や軍の監かん視し所に繫つながっていたりする。


　太陽の位置から察するに、方角だけは合っているようなのだが……。


「しょうがねーだろ！　早く逃にげないとツッキーニ軍がまた来るかもしれねーし！　お前はどんだけ起こしても起きねーし！」


「だからって、現在位置くらいは把は握あくしとけよ！　エルガンディアに行くどころか、軍の監視所に行ったらどうするんだよ!?」


「私のせいじゃねーよ！」


　いつものような罵ば倒とうをぶつけ合いながらも、馬車は進む。


　結果として、国境は無事抜ぬけることができた。オーリャのメモにあった通り、林の中の獣けもの道みちを抜けるルートがあり、軍でも把握しきれていない穴があった。一見すると崖がけのような道だったが、ギリギリ馬車でも通れた。


　さらに幸いだったのは、国境近くに村があったことだ。


　夜を迎むかえて生活感を感じさせる明かりを遠目に見たときは、ミロクもジュジュも手を取り合って喜んでいた。








　無事にツッキーニから脱だつ出しゆつできたことが一番の幸運なのだが、良いことは続くものだ。最初に立ち寄ったエルガンディアの村に、世界情勢に詳くわしい者が何人かいた。


「えっ、ジェルメーヌ姫ひめ!?」


　ジュジュを一目見てから、その若者はメガネを何度も拭ふいて確かめる。


　隠かくす気もなかったが、向こうから理解してくれるのはありがたい。ミロクはジュジュの身分を素直に明かし、ジュジュもジルサニア王家の紋もん章しようが入った剣けんを左手から取り出す。


「ちょ、ちょ、ちょっと待ってください！　今、コヤンに行ってきます！」


　もう夜遅おそいのに、若者はそう言って馬に乗っていってしまった。


　彼以外にもジュジュを知っている人がおり、その人たちの口からジェルメーヌ姫来訪の話が村中に広がり、あっという間に囲まれてしまった。


　村長などは「こんな何もない村で申し訳ない」と土下座までする始末。一晩の宿さえ借りられればそれでいい、食事も粗そ末まつなもので良い旨むねを何度も何度も説明して、ようやく分かってもらえた。


「それで、コヤンって何です？」


　さきほどの若者が言っていた言葉が気になったミロク。


「コヤンというのは、ここから西にある大きな町でございます。そこから早馬を飛ばせばエバ・ロサにも、ああ、ジルサニアにも連れん絡らくが行くでしょう」


　村長の説明で合が点てんがいった。つまりあの若者は、ジェルメーヌ姫が行ゆく方え不明になっている事件を知っており、それを通報しに行ってくれたのだ。ツッキーニでの知名度とは偉えらい違ちがいだ。


「ささ、何もないところですが、どうぞゆっくりしていってくだされ」


　本当に丁重なもてなしを必要としないことを理解すると、年老いた村長はふたりを自宅に招いてくれた。簡単な食事と寝ね床どこを用意してくれるそうな。


「そうじゃ、お二ふた方かた」


　家まで先導する途と中ちゆう、村長が笑顔で振ふり向むいた。


「この村は小さくて何もないのですが、唯ゆい一いつ自じ慢まんできるものがありましてな」


「なんですか？」


　ジュジュが尋たずねると、


「温泉ですじゃ。とても疲れが取れますぞ。そこの騎き士しさんも傷を負っておられるみたいじゃが、ケガにも効きますのじゃ」


「温泉……」


　ミロクはツッキーニで入った温泉を思い出す。


　呼び起こされるのは、湯ゆ煙けむりの向こうに映るジュジュの背中。


「…………」


「おいミロク。今なに想像した」


　小声でジュジュが顔を近づける。


「い、いや、別に」


「いいか、一昨日おとといのアレは、その、一時の気の迷いだからな！　わ、私は――」


「どうかしましたか、お二方？」


　村長が振り向く。


「いえ、なんでもありません！」


「ほっほっほ。そちらの騎士さん、いくらジェルメーヌ姫様がお美しくても、覗のぞきはいけませんぞ」


「そっ――！」


　ミロクだけでなく、ジュジュの顔まで赤くなる。


「まぁ、この村の湯は男女それぞれ別の場所にありますからして、のんびりと疲れを癒いやしてくだされ」


「そ、そうさせていただきます」


「ええ、感謝いたします、本当に、もう……」


　エルガンディアの温泉は、ツッキーニに負まけず劣おとらず気持ちよかった。いや、それ以上に安らいだ気持ちになれた。身体のコリがほぐれ、蕩とろけそうな気分だった。


　後でミロクとジュジュは温泉の感想を語ったのだが、ツッキーニの時はお互たがいを意識して緊きん張ちようしていただけだと判明したのは翌朝のことだった。








　再会は、タックルから始まる。


「ジュジューーーッ!!」


　迎えが来たと思ったら、ミロクの視界からジュジュが消えた。


　走ってきたアーニィがジュジュを抱だきしめたまま飛んでいったのだ。一いつ瞬しゆん、もう一度誘ゆう拐かいされるのかと思ったくらいだ。


「ジュジュ！　ごめんね！　ごめんね！」


　アーニィは泣きながら頰ほおずりしていた。ジュジュを地面に押おし倒したまま。


「ちょ、おい、アーニィ、苦し……！」


「私が弱かったから！　守れなくてごめんねうわあああああああぁん！」


　もはや地面に泥どろを擦こすりつけている水すい棲せい動物のようだ。ジュジュは抵てい抗こうする気力を失ったのか、ぐったりとしている。


　あれは助けるべきなのか否か迷っていると、ミロクの背中を誰かが叩たたく。


「よっ」


　ビスマルクだった。トーラットの肩かたに乗っている。


「隊長！　トーラット……！」


「おつかれさまです、ミロク」


　片手を挙げるトーラット。


　ミロクはそこに自分の手を強く打ち付けた。パン、と気持ちの良い音がする。男同士の再会など、このくらいがちょうど良い。


「何があったのか訊きてーところだが、その格好だと一言で説明するのは難しそうだな」


　ビスマルクが葉巻で指すのは、傷のついたミロクの制服。


「まぁ、いろいろありまして……」


　今はそう言う他にない。


「よおミロク！　生きてたかコノヤロー！」


　トーラットの後ろから、ディアートが抱だきついてきた。長い髪かみや本人の性格もあってか、非常に鬱うつ陶とうしい。


「ディアート。俺たち、ツッキーニから逃げてきたんだ」


「ほお、そりゃ大変だったな！　寒かったろう!?」


「寒かったけど、人間は温かかったよ」


　ディアートの故郷を持ち上げているわけではなく、本心からそう思っていた。オーリャやヴィクトルは優しかったし、敵であるゼラも熱い心を持つ技士だった。


「むしろあんなにいい人たちばかりの国で、どうしてディアートみたいなヤツが育つんだろうか」


「テメェ言ってくれるじゃねーか……そもそも俺はジルサニア育ちだっつーの」


　抱きついたままミロクのこめかみをグリグリするディアート。トーラットやビスマルクは助けもせずに笑っている。


「ジェルメーヌ姫」


　声のした方を見ると、ジュジュの前に数人のエルガンディア法士が膝ひざをついていた。ジュジュはというと、泥まみれで立っている。その身体からだにはフェリサが無言で抱きついていた。


「……わざわざ彼らをここまで送っていただいて、ありがとうございました」


　咳せき払ばらいをして、ジュジュは法士たちに労ねぎらいの言葉をかける。


「いいえ、此こ度たびの事件、我々エルガンディアの不ふ手て際ぎわでございます。ジェルメーヌ姫へのご無礼、ならびに我が軍の醜しゆう態たいを晒さらした件については、お詫わびのしようもございません」
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　法士達は一段と深く頭を下げる。


「つきましては、誘拐に関わった法士たちを至急追つい跡せきすると共に、彼らの部隊ならびにその家族を見せしめのために処しよ刑けいする所存です」


「処刑ですって？」


　顔が曇くもったのはジュジュだけではない。


「は――エルガンディア軍の規定では、そのように」


「いますぐやめさせなさい」


　凜りんとした強い声で、ジュジュは命令した。


「しかし、このままでは我が軍は恥はじを晒したままで」


「あなた方の恥など知ったことではありません。あなた方は私に謝罪に来たのですか？　それとも面目を保ちに来たのですか？」


　ジュジュが一歩前に出ると、法士たちは驚おどろいて身体を震ふるわせる。


　そう、ジュジュの力は彼女を知る者でないと通用しない。


　しかしその言葉が力を発揮するとき、剣では動かせないものが動かせるのだ。


「前者であれば、処刑をやめなさい。誘拐されたうえに、無関係の人間の死体を突つきつけるのがエルガンディア流のもてなしなのですか？　真に私に謝罪したいのであれば、まず何を以って私の溜りゆう飲いんが下がるのか理解しなさい！」


「は……はっ！」


　法士のひとりがすぐに駆かけ出だし、馬に乗って去っていく。処刑を取りやめるように連絡してくれるのだろう。間に合ってくれれば良いが。


　ミロクは今のやりとりを聞いて、納得することもある。信しん賞しよう必ひつ罰ばつというが、裏切り者の家族まで皆みな殺ごろしにするような国であれば、おそらく他の刑けい罰ばつも厳しいはずだ。そんな国に嫌いや気けがさして、他国に逃にげ出したくなる者が現れても不思議ではないのではないか。


　思いだしてみると、誘拐犯たちもジュジュに危害を加えようとはしなかった。しきりに謝っていたし、切せつ羽ぱ詰つまった感じがした。


「改めてお詫びいたします、ジェルメーヌ姫。誠に失礼いたしました」


　隊長格の法士が深く頭を下げた。


「構いません。それより、今後はもう少し国境付近の警備を強化してくださいね」


「は、それはもう。いえ、すでに手て遅おくれなのですが――実は、今回の会議もそれについて話す予定だったそうです」


「と、言うと？」


「最近、ツッキーニ王国に不ふ穏おんな動きがあるとの報告がありまして。魔ま導どう士しの撃げき退たい経験があるジルサニア王国のお力を借りたいということだったのです」


「……なるほど」


　もしも会議にジュジュが参加しようとしなければ、あるいは違った結果になったかもしれない。むしろジュジュが攫さらわれたことで「不穏な動き」ではなく、陰いん謀ぼうの存在が確定的になった。


「現状、魔導士がどこから攻せめてくるか分かりません。ただ、今回の事件の対応を第一に考えた結果、会議は延期することになりました。当面、エルガンディアは国境の警備に全力を注ぎます」


「私もそれで良いと思います」


　ジュジュも同意し、その話は終わった。


　法士たちはジュジュと赤目隊を送り届けると申し出たが、それに関してはジュジュが固こ辞じした。国交を考えれば法士の意見に乗るのが友好的だが、エルガンディアをつけ上がらせたくはない、とジュジュがあとで教えてくれた。


　馬車だけ残して、エルガンディア法士たちを帰らせた後、赤目隊のみでジルサニアに帰ることになった。会議は延期になったので、エルガンディアに留とどまる理由はない。


「みなさん、本当にお世話になりました！　今日のことは、私ずっと忘れません！　ありがとうございました！」


　法士たちに見せる笑顔より十倍は美しい表情で、ジュジュは村長をはじめとする村の人人に礼を言った。





　そこから先の記き憶おくは、ミロクにはない。


　馬車に乗った瞬しゆん間かん、眠ねむりこけてしまったのだという。トーラットの分ぶん析せきでは、体力の他にも様々な箇か所しよが疲つかれていたのだろうとのこと。


　それはジュジュも同じだったようで、ミロクに折り重なるようにして眠ってしまったのだそうだ。


　赤目隊の皆みんなは、何か魔ま法ほうでもかけられたのかと心配したそうだが、とても気持ちよさそうに眠っているふたりを見て、何も言わずに毛布をかけてくれたという。


　こうして、ミロクとジュジュの短い旅が終わった。


　しかし全ての騒そう動どうの始まりは、これからだった。





　　　　　　　＊





　ジルサニアに帰き還かんしてからは、それほど忙いそがしくならなかった。


　遭そう難なんの疲れがあっては差し障るとのことで、ジュジュの仕事がほとんどなくなってしまった。それに伴ともなって赤目隊も休みになるので、ミロクも傷を癒いやすことに専念できた。


　が、まったくの休日というわけでもない。ミロクはジュジュと一いつ緒しよに国王や大臣などの閣かく僚りようにツッキーニでの出来事を説明する義務があった。なにしろエルガンディアの法士を抱き込み、ジュジュの左手を狙ねらったのだ。延期された会議では、その点についても釈しやく明めいさせるとのこと。


　しかもミロクの記憶では、ゼラが部下にやらせている、という主しゆ旨しの発言をしていた。これはツッキーニの一部が暴走したのではなく、王子レベルの上層部まで魔導士の手が入り込んでいると考えられる。


　およそ三日ほどの時間をかけて、ジルサニアでもツッキーニの事件を咀そ嚼しやくし、理解してゆく。


　それが過ぎると、また通常業務に戻もどるだけだ。国民にジュジュの元気な姿を早く見せてあげたい。下着姿でベッドに寝ね転ころんでいびきをかいて寝ねているジュジュはミロクも見み飽あきた。


　ところが、事件はこれで終わりではなかった。


　ミロクの身の回りでもかすかな変化が起きていたのだ。


「休きゆう暇かぁ？」


　騎き士し団だん詰つめ所しよ、通つう称しよう「聖書バイブル」の赤目隊の部屋で、ジュジュは首をかしげる。


「うん。一カ月ほど休ませて欲しい」


　頼たのんでいるのは、アーニィ。


　彼女の唐とう突とつなお願いに、赤目隊全員が固まっている。


「……ダメかな」


　冗じよう談だんで言っているのではないようだ。


「どうしたんだ？　店の手伝いとかするのか？」


「ううん。そうじゃないよ」


　アーニィの家は定食屋を営んでいる。手伝いなど必要には見えないほど、両親はエネルギッシュである。


「修行したくなったの」


「修行？」


　赤目隊の全員が目を丸くする。


「今回の事件でさ、ジュジュを守れなかったのが悔くやしくて」


「バカ、あれは仕方なかっただろ！　不意打ちで襲おそわれて、私やミロクだって逃げるのが精せい一いつ杯ぱいだったし」


「けど、あたしがもうちょい強ければ、不意打ちでも負けなかった」


　拳こぶしを握にぎるアーニィ。


　あの時、彼女はジュジュに一番近い場所にいた。それでもツッキーニの変な頭の男にやられそうになっていた。機き装そう甲こうにも歯が立たなかった。


　悲しいかな、ジュジュのフォローより、アーニィの言葉のほうが正しいとミロクは思ってしまった。ミロクは宝ほう剣けんに頼たよっている面もあるが、彼女は自分の拳のみが頼りなのだ。


　一対一の戦いなら、ミロクはアーニィに勝てる自信がない。


　それほど彼女の速さは驚きよう異いだし、そこから繰くり出される一いち撃げきの破は壊かい力も知っている。


　だが機装甲には勝てないだろう。


　アーニィの強さは、あくまで生身の人間相手に発揮されるのだ。


「休みって、どれくらい？」


「特に決めてないけど、一カ月くらいかなー。お母さんが使ってたホラキアの修行場に行くつもりなんだ」


「……うーん」


　ジュジュは腕うでを組んで考える。


「ダメ、かな？」


「ダメじゃない。強くなりたいって気持ちは分かるし」


　ジュジュはそう答えた。


　そう、いくらアーニィに彼女の強さを説明したところで、自分で納得しない限り意味がないのだ。だから強さとは果てがないのである。


「ただなぁ……いきなりふたりもいなくなると、仕事がなぁ」


「ふたり？」


　今度はアーニィが目を丸くする番だった。


「あー、オレオレ。俺もちょっと休みもらうんだ」


　手を挙げたのはディアート。


　それはミロクも知らなかった。


「ディアートは、なんで休みを？」


「なんか友達に呼ばれちゃってさ。すぐに会いに来て欲しいって頼まれたんだよ」


　理解できるが、なんだか曖あい昧まいな理由だ。


「ジュジュもＯＫしてくれたぜ。なぁ？」


「おう。約束だからな」


「てなわけで、ツッキーニに行ってくるわ。土産みやげも買ってくるから心配すんなよ」


　ヒラヒラと手を振ふるディアート。どんな用事か知らないが、ずいぶん簡単にジュジュも了りよう承しようしたものだ。もともとはディアートの監かん視しという名目で赤目隊に入れたのではなかったか。


　ジュジュはふうっ、と息を吐はくと、不安そうなアーニィの肩かたに手を置いた。


「ま、なんとかなるか。ミロクも使い物になってきたし。いいぜ。修行してこいよ」


「本当に!?　ありがとう！」


「その代わり、アーニィもお土産頼むな」


「任せて！　お土産も大量に持ち運べるくらい鍛きたえるから！」


　親指を立てて、元気に笑うアーニィ。


「というわけで、これから三人分、頼むぜ」


　ポン、とミロクの肩に手を置くビスマルク。


「なんで俺だけなんですか!?　みんなで分担すればいいでしょう！」


　抗こう議ぎするのだが、こういう時の一いつ致ち団結はすさまじく、トーラットもフェリサもそっぽを向いてしまっていた。


　アーニィやディアートがいなくなっても、この空気は変わりそうもなかった。




エピローグ




　前略





　元気そうで何よりだ、コニー。


　返信が遅れてすまない。


　私もちょっと他国へ出張に行っていたものでな。





　それはそうと、身み支じ度たくを調ととのえるべきだ。


　もうすぐ大陸が荒あれる。


　ジルサニアにも滞たい在ざいできなくなるかもしれない。


　できることなら、ミロクと一緒にオウガンへ逃げて欲しい。


　そうでなければ――とにかく、息そく災さいでいてくれ。


　それが私の唯一の願いだ。





　　　　　　　＊





　七日が過ぎた。


　まさか本当に三人分の仕事を押しつけられるはずもなく、ミロクは通常通りの業務をこなした。ジュジュは少しずつ仕事を増やすようにして、やがて一週間もするころにはいつもと同じ仕事量になった。


　ディアートはミロクと同じ雑用係なのだが、アーニィは衣装係。ミロクではジュジュの衣装について分からない。そこでアーニィが戻るまで、ジュジュの侍じ女じよに仕事を手伝ってもらうことになった。


　ふたりの侍女はジュジュの仕事に携たずさわれることを本気で喜び、水を得た魚のように働いた。ジュジュに美しい服を着せることが楽しいのだそうな。普ふ段だん、寝ね間ま着きくらいしか用意できないのを歯がゆく思っていたらしい。


　そんな日々が続き、ようやくアーニィとディアートの不在にも慣れてきたころ。


「ふたりとも、もう目的地に着いたかな」


　部屋で茶を飲みながら、ふとミロクが呟つぶやいた。


「どうでしょうねえ。ホラキアもツッキーニも広いですから」


　人数分のお茶を淹いれながら、トーラットが答える。


　ツッキーニのレジスタンスの村からジルサニアまで帰ってくるのに、実質二日はかかった。国境に近い村から急いでもこのくらいかかるのだから、ゆっくり旅をすればまだたどり着つかなくても不思議ではない。


「けどよ。大だい丈じよう夫ぶか？」


　ニンジンを齧りながら新聞を広げるビスマルク。


「何がですか？」


「ディアートのほう。ツッキーニ、今やばいんだろ？」


「アイツのことだからうまくやってるとは思うんですけど……国民でもない旅行者なら平気じゃないですかね」


　ツッキーニの事情を詳くわしく知らないミロクが、臆おく測そくだけで語る。


「アーニィはどちらかというと、修行中に無茶しないか心配だけどな」


「確かに」


　ビスマルクの発言に、ミロクもトーラットも同意する。


　ホラキアは今のところ平和なうえに、アーニィの母親は有名な格かく闘とう家かなので名前を出せば様々な場所で便べん宜ぎを図ってもらえるはず。さらにベンヤミン王子を頼ることもできる。


　ふたりの待たい遇ぐうを考えると、少しディアートに同情してしまいそうだ。


「さて、俺たちも仕事に戻るか」


　ビスマルクが新聞を畳たたむ。


　今日はエルガンディアの宗主たちが到とう着ちやくする日だ。誘ゆう拐かい事件のせいで延期してしまった両国の会議が、明日あした行われる。ツッキーニの不ふ穏おんな動きを見てからでは遅おそすぎる気もするのだが、話し合いにも態勢を整える必要があるのだ。


　ジュジュは現在、衣装に着き替がえている。宗主たちを見たら笑顔でいられるか自信がないと愚ぐ痴ちをこぼしていたが――


「た、大変だっ！」


　そのジュジュが、いきなり部屋に飛び込んできた。


　後ろにはふたりの侍女もいる。一いつ緒しよに仕事をしてからというもの、常にジュジュの側にいるようになってしまった。


「何かあっただか、ジュジュ」


　フェリサがジュジュの髪かみの毛けについた大きなホコリを取る。それに気づかないほど急いで走ってきたのだろう。


「た……大変だ」


　同じことを呟くジュジュ。


　トーラットがお茶を差し出すと、ジュジュはそれを受け取って一息で飲み干す。大きく息を吐きながらトーラットにカップを渡わたした。


「戦争が始まった――」


　赤目隊の部屋に、わずかな衝しよう撃げきが走る。


「ツッキーニが、宣戦布告して、今は国境付近で戦ってる――」


　驚おどろきはしたが、予想の範はん囲い内だ。


　これまでも不穏な動きをしていたツッキーニが、ようやく動き始めたということだ。


　やはりというか、宗主たちがジルサニアに遠えん征せいした時期を狙ねらってきた。エルガンディア軍だけでも独自に動けるが、トップの不在は国民に不安を抱いだかせる。


「ではエルガンディアの国境には、ジルサニア軍も派は遣けんを？」


「そうじゃない!!」


　トーラットの質問をはねのけるジュジュ。


「……？」


　全員、意味が分からず、きょとんとしている。


　ジュジュは一いつ拍ぱく置き、部屋中に響ひびき渡る大音声で叫さけんだ。


「ホラキアだよ!!　ツッキーニが同盟国のホラキアに戦争仕し掛かけやがったんだ!!」


　静まりかえる部屋。


　言葉の意味を理解しても、それでも信じられなかった。


　静せい寂じやくは不安となり、やがて大陸中に広がっていく。





　これが、開幕の合図であった。










〈つづく〉







あとがき




　ホイッスルの音が鳴り響くと、それはすぐに歓声にかき消された。


「行くぞ、ジュジュ！」


　キックオフと同時にボールをパスするミロク。白いユニフォームが強い風にはためいているが、背番号10とジルサニアレッドアイズのマークだけはハッキリと見える。


「よっしゃ！」


　ショートパスを受け取ったジュジュ、素早いドリブルで進む。彼女の視界に味方はひとりもいないが、後方から数人の気け配はいがする。


「オラァッ！」


　左サイドからスライディングが飛んできた。エイスマジシャンズのＤＦであるテンゲンジャの太い足が、ジュジュの身体ごとボールを狙ねらう。


「っと！」


　とっさにスライディングをかわしたジュジュ、ボールは守ったものの、バランスを崩くずしてわずかにフラつく。その一秒にも満たない時間でも、ボールに触れていなければ大きなスキが生まれる。


　しかしジュジュは信じていた。


「はっ！」


　テンゲンジャのスライディングから、わずか半秒。


　ジュジュがボールを零こぼした瞬間に、背はい後ごから走ってきたアーニィがボールを持った。


「いくよミロク！」


　ペナルティエリアまで切り込んでから、高くセンタリングを放つ。弧こを描くボールに、エイスマジシャンズのＤＦがふたり走り込む。


　しかしミロクはそれより速かった。誰よりも素早く、そして誰よりも高くジャンプしてボールに足を伸ばす。


「いっ――けぇぇぇぇぇっ!!」


　ミロクの足が光り、ボールを蹴けり飛ばす。


　ゴールにではなく、その手前。


　芝しばは丁てい寧ねいに整備されているはずなのに、バウンドしたボールは不規則に跳はねる。まるで逃げるウサギのようにピョンピョンと不可思議な動きで翻ほん弄ろうする。


「見たか！　これが俺のラビットシュートだ！」


　空中で叫さけぶミロク。


　ボールは何度も跳ねながら、しかし勢いを殺さずにゴールに飛び込んでいく。


「させねぇよっ！」


　しかしキーパーに阻はばまれた。


　熊を思わせる巨大な腕がボールを摑つかみ取とったのだ。


「ヘヘヘ……いいシュートだったぜ、ボーイ！」


　ボールを摑んだキーパーのゼラは、岩のように巨大な機械を手に嵌はめている。その巨大な手で器用にボールを芝に置いた。


「ちょっと待て！　タイム！」


　ミロクが審判に告げ、ゼラに詰め寄った。


「なんだその手！　反則だろ!?」


「あぁ!?　こいつはグローブだ！　ルールに則のつとってんだろーが！」


「則ってないだろ！　取れよそれ！」


「お前だって必殺シュートみたいなの撃うったじゃねーか！　あれはアリなのかよ！」


　ミロクとゼラの口論に、ワラワラと敵味方チームのメンバーが集まってくる。


　収拾がつかなくなりそうなので、審判に判断を任せることに。


「この試合、何でもアリとします！」


　高く手を挙あげて宣言する審判。


「マジかよ……」


　改めてホイッスルが吹かれ、試合再開。


　ゼラのゴールキックから始まる。


「そらよっ！」


　高く蹴り出されたボールが渡った先は――


「……ふむ」


　全員黒ずくめのローブに仮面を着けたモズ。


「オイ、もっとまともなヤツ呼ばなかったのかよ!?」


　後こう衛えいまで走って戻ったミロクが最初にやった行動は、ツッコミ。


「そうは言うがな、このあとがきで二十二人集めるのは大変らしいぞ」


「そうだけどさぁ！」


　フィールドを見てみると、ジルサニアレッドアイズの十一人ですらよく分からないモブキャラが混じっている。たぶんそこらへんにいた騎士を引っ張ってきたのだろう。


「要はこのボールをゴールに入れれば良いのだろう？」


　と、モズがボールに手をかざす。


　するとボールが浮き上がり、モズの手の上に漂い始めたではないか。


「ちょっ、ハンド！」


「手で触れてはおらぬぞ」


　モズはボールを投とう擲てきするような姿勢をとる。どう見ても見えない糸のようなものでボールを摑んでいるようにしか見えないのだが、審判は何も言わない。


　そうしてモズが投げたボールはゴール近くを走っていたシェンランに渡る。


「よしっ！」


　華麗に胸でトラップしたシェンラン。しかし彼女の周囲にはジルサニアレッドアイズしかいない。トラップする一瞬のスキに、三人が彼女を囲む。


「フッ――」


　しかしシェンランは動じず、後方にパスを出す。


　まるでパスが来ることが分かっていたかのように、右サイドからゼンジがパスを出した場所に向かって走っていた。


「そらよ、シェンラン！」


　パスを蹴り返すゼンジ。


　高く飛んだそのボールを追って、シェンランが跳ぶ。


「はぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　シェンランの足の周囲に炎ほのおの竜がまとわりつく。


「必殺！　炎えん竜りゆうシュート！」


　数メートルの高さから繰り出されたシュートは、シェンランの足の炎が燃え移っており、何故かドラゴンのような叫び声を上げていた。


　しかも高所から撃たれたシュートなので、立っているディフェンスラインはまったく意味を成さなくなっている。シェンランのシュートは真っ直ぐにゴールに向かって飛んでゆき――


　そして、キーパーのクロトポリカの胴に当たって転がった。


　巨大なゴーレムの腕で腹をボリボリ搔いているクロトポリカに、選手と観客全員の視線が集中している。


「…………」


「…………」


　着地したシェンランも、エイスマジシャンズの選手も、観客も、全員が押し黙っている。


　その沈黙を破るかのように、跳ね返ったボールをいそいそとゴールラインに戻したのはミロクだった。


「さぁ、続けようぜ！」


「っざけんなぁ！」


　爽さわやかな笑顔のミロクに、剣や槍やりや魔法が飛んできたのは言うまでもない。


　しかし観客にとっては、試合より乱闘騒ぎのほうが楽しめたという。





　　　　　　　＊





　当たり前だけどファンタジー世界のスポーツって、よほどルール練ねらないと成立しないわ。クィディッチだって冷静に考えると穴だらけのスポーツだぜ。


　そもそも魔法って概念がいけないんだよ。誰だこんなモン考えたヤツは。





　というわけで、みなさんお久しぶり。田た口ぐち仙せん年ねん堂どうおじさんだよ。


　だからなんで毎回あとがき十ページとかあるんだよ！　


　せめて一ひと桁けたにしてよ！　もしかしてアレか、俺にあとがき外がい伝でん書かせるためにわざわざページ割さいたりしてないよな？　もしそうだったら、すぐにでも元に戻してくれよ！


　俺は楽がしたいんだ！





　それはともかく、七巻を読んでくれてありがとう。今回は自信作だよー。


　読んでくれた人は分かると思うけど、この巻から後半戦に突入していくよ。あとは最終巻に向けて突っ走っていくつもり。どこまで走るか分からないけど、お付き合いいただけると嬉しい！





　たまには近況を。


　こないだ、また行きつけのレストランが潰つぶれた。


　俺が八王子に住んでから、そろそろ五年くらい経たつんだけど、お気に入りの店がことごとく潰れるんだよ。


　死しに神がみスキルを持っているのは、果たして俺なのかヨメなのか激論したこともあったが、どうやらヨメがスキル持ちらしい。ヨメの実家近くにある、お気に入りの店も潰れていることが判明したから。


　八王子って、ラーメン屋と美容院は大量にあるけど、安くておいしい食事ができる店とか、こぢんまりしてるけど落ち着く店とか少ないんだよね。だからそういう店ができると真っ先に行って調べるんだけど、居い心ごこ地ちがいい店ほど早く潰れるんだ……。


　最悪、全国展開してるチェーン店ですら、我々夫婦が気に入ると潰れるからな。


　駅前にできたカラオケ店と、行きつけの美容院だけは潰れないで欲しい。あそこが最後の砦とりでだ！　頼んだぞ！　あ、ついでにまんが王八王子店も潰れないでねー、と媚こびを売っておくと、後々いいことあるかもしれねーな！　ゲヘヘヘ！





　さて、お礼っ！


　今回も色々と助言ありがとうございます！　ミロク後半戦もよろしくお願いします！　担当Ｔ女史！


　こないだはどうも！　チーズフォンデュうまかったですねー！　また行きたいものです！　イラスト高たか階しなさん！　あ、薦すすめたマンガどうでしたかね？





　というわけで次の巻まで、さよーならー。


　なるべく早く書くから、待っててねー！




二〇一一年二月　田 口　仙 年 堂　
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